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維持工事における安全対策及び創意工夫について

１．はじめに

本工事は、鳥越出張所管内の最上郡戸沢村古口～舟形町堀内地内において、堤防の除草，集草及

び養生，根固め工，対空標示工，情報管路移設，内水排除等作業，災害時緊急作業、雑作業など、

平成 27 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで最上川の河川区域内で維持工事を施工するもの

です。  

  本文では、当工事において実施した安全対策及び創意工夫について報告します。

全 体 平 面 図 

最 上 川 

発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社 カキザキ

工事名 最上川中流鳥越地区維持工事

発表者 ○現場代理人 大場 良太朗

主任技術者 森  利 明
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２．安全対策について

①除草工作業時の安全対策について

１) 遠隔操縦式 除草作業

堤防の除草を施工するに当たり、堤防を健全な状態で維持・管理していくため、堤防損傷

を起こしてしまう行為（既設支障物で遠隔操縦式での急な切りかえしにより堤防を傷める

等）の対策として、除草作業の着手前に、施工箇所の堤防を調査し、事前に撤去できる

障害物は撤去し、また既設構造物で障害になる物（距離標、抜根等）には、しの竹と

認識テープ等で表示しました。

表示例としてピンクのテープ→距離表，既設構造物→水色テープ，木根→黄色テープ

等と色分けして遠くからでもどんな障害物があるか判るような標示にしました。

除草作業に伴う目印設置

 目印設置完了
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 2) 肩掛け式 除草作業 

除草時の事故を事前に防ぐ為、始業前に堤防の現場点検を行い、作業中にゴミ等が飛散してケガな

どの事故を防止しました。 
第三者及び近隣住民に対する安全対策として、一般歩行者，一般車両が除草作業中であることを

認識できるように、作業範囲の起終点及び中間点に除草作業中の旗を設置しました。 

さらに、堤防の天端を除草している時は、一般車両または、一般歩行者が通行する前に、作業員

が認識できるよう、誘導員を配置し、拡声器で合図しました。 

また、堤防の階段等構造物回りは、コード式草刈り刃を使用しました。これによりキックバッグ

の可能性がゼロになり安全に作業ができ、出来栄えも綺麗な仕上がりにすることができました。 

始業前の現場点検          のぼり旗の設置          誘導員の配置    

   

 

 

 

 

  

 

 

② 交通事故防止について 

今年度は、4 月から交通事故が多発傾向にあると通達をうけました。当現場での作業員

は、運転技術があると自信過剰になっている人も多くいました。そこで、自分の運転技

術を知ってもらうため山形県警察本部に依頼し『交通安全ゆとり号』で安全運転適性検

査を行いました。外部講師より的確なアドバイスを頂き無事、交通事故ゼロで工事を行

うことが出きています。 

 

    交通安全 ゆとり号による教育           外部講師のアドバイス 
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③夏期における熱中症対策について 

  毎年夏期になると一番心配となるのが工事現場での熱中症である。当工事現場での作業員 

  は高齢の方が多くいる事もあり、夏期の安全管理においては最大の課題となった。 

  毎日の危険予知活動では《熱中症》の言葉が常に話題となっていて、『気をつけましょう！ 

  水分は細めに補給する事！』などと安全指示を行うが、相手は人である。現場では作業員の 

  体調や顔を常に確認はしているものの、心配であった。少しでも熱中症を防止したい！と考え 

  当工事現場では、首もとを冷やす『マジクール』『日陰ハット』『熱中症飴』を各作業員に配り 

  熱中症を防止しました。 

                         

３.創意工夫について 

1)ボランティア活動 

毎年行われいてる戸沢村のモモカミ・ゴミバスタ－ズ大作戦に今年も参加し、作業員と

一緒に戸沢村小外沢地区でゴミ拾いを行いました。 

また、古口排水機場の花壇に地域住民と一緒に花の植栽をし、地域の美化に努めました。 

モモカミ・ゴミバスタ－ズ大作戦                花 の 植 栽 

     
 

４．おわりに 

  工事は、まだ途中ですが、これからは気象条件も悪くなり事故の起きる確率も高くなり

ますが、安全と危険はとなり合わせの言葉を忘れずに、安全作業に努めていきたいです。

そして会社一丸となり無事故で、この工事を終えることが出来るように努力したいと思

います。 
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　　　　　　　　　蔵岡仮締切撤去工事の安全管理について

発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社　柿﨑工務所

工事名 最上川中流蔵岡地区仮締切撤去工事

発表者　○ 現場代理人　　大山　　渉

監理技術者　　伊勢　定弘

1.はじめに

　当該工事は最上川中流蔵岡地区において、仮締切の機能を有し国道47号の迂回路としての役割を終えた

仮締切道路の撤去と、合わせて過去何度も発生した角間沢川の内水被害を防ぐため、国道47号を横断する

排水樋管及び、隣接する村道蔵岡線側に設置する機場本体並びに電気室の改築工事を行うものです。

　【仮締切撤去・機場本体工改築工事着手前】(平成29年4月）

　　【内水被害による排水作業】（平成25年 7月）

2.安全に対する取り組み

　　工事の施工にあたり、現場条件及び工期間の安全対策を作業員一丸となって進めていこうと考えました。

　「高めよう安全意識　進めよう安全確認」のスローガンを掲げ、現場状況の確認を行うことでみんなで現場内

を隈なく歩き確認を行いました。

2-1　出水時の安全対策について

　本施工箇所は、角間沢川の機場本体工事側では、降雨による急激な増水の排水対策として4.0ｍ3/分

ポンプを3台設置しておりますが、春の雪解けと6月以降の出水期の施工となるため、万が一急激な増水に

より施工箇所に急に水が溢れた場合の作業中止基準決定水位を、役所指示の水位より10ｃｍ低く内水の

量水標0.7ｍと定め、早めの対応取ることで作業員に周知徹底しました。

　また、角間沢川・最上川の増水による緊急排水と国道47号の交通規制に備え、社内の協力体制の構築と、

河川・国道の維持業者と事前に打合せを行い、水害対策に努めました。

施工箇所
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2-2　作業打合せ時の安全対策について

　本施工区域は、仮締切撤去工事及び機場本体工等工種が多く、施工範囲も広く隣接家屋とも近接して

います。そのため、作業員との打合せやＫＹ活動での工事内容を周知させるため、図面だけでなく視覚に

訴え、より分かりやすくドローン撮影による定期的な空撮写真を併用し打合せを行いました。作業員にも

危険箇所や進捗状況が分かりやすいと好評でした。また隣接工事との打合せでも使用しました。

2-3　熱中症予防安全対策について

　近年の温暖化による影響により夏季においては、高温湿潤となり本工事でも熱中症対策を重点項目

としており、以下の予防対策を実施しました。

「健康管理」　①　毎朝のKY活動時に血圧を計るなど各作業員の体調報告させ、作業当日の

　　　天気予報の最高気温を伝え各自に対し熱中症に対する警戒と啓蒙を図る。

 ② 会社の健康診断に基づき、就業場所の変更・作業転換（年齢等、持病等）を考慮する。

 ③ 体温計等を常備し、必要に応じて身体の状況を確認できるようにする。

「作業環境」 ④　現場にＷＢＧＴ値（暑熱環境による熱ストレスの評価を行う暑さ指数）の入った温度計を

　　　設置、表を活用し、熱中症予防対策を図る。

⑤ 作業場所に日陰テントの設置　作業員休憩所にエアコンを設置する。

⑥ 作業場所、休憩場所に冷水、麦茶等を備え、作業中、休憩時に作業者が容易に

　　水分や塩分を補給できるようする。　塩分補給タブレットの常備

⑦ 体を冷やすための準備（氷や冷たいおしぼり等）をする。

「作業管理」 ⑧ 作業状況に応じ、作業休止時間や休憩時間の適切な管理を行う。

⑨ 作業中の巡視を頻繁に行って作業員の健康状態をチェックする。（午前1回、午後2回程度）

【出水時の最上川と水位標の確認】 【排水樋門の水位標の把握】

【河川・国道維持業者との打合せ】

【打合せ状況】 【ドローンによる空撮写真】
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「衛生教育」⑩ 熱中症を予防するための労働衛生教育を行う。

「救急措置」⑪ 熱中症の発症に備えて、緊急連絡網を作成し、作業所全員で周知する。

⑫ 熱中症を疑わせる症状が現れた場合の救急処置を作業所全員で周知する。

2-4　クレーン作業時の安全対策について

　本工事の作業において隣接する民家とは4ｍ程度と近接しており、機場本体の施工に伴い切梁の撤去、

部材の搬入撤去、生コン打設及び鋼矢板の引抜等多岐にわたりラフタークレーン25ｔ・クローラクレーン60ｔ

での狭いヤードでの施工となり、架空線対策を考慮しての作業となりました。そのため、架空線への感電防止

措置とオペレータと誘導者の同時無線を使用して事故防止を行いました。

　鋼矢板引抜作業においては、(Ⅳ型L=11.50　Ⅴ型L=12.0)振動等で影響を及ぼさない様に油圧式可変

超高周波型機械を使用し、近隣する民家への騒音・振動の影響を極力抑える施工に努めました。

2-5　重機作業時の安全対策について

　本工事においては、大型重機を多く使用する工事であり、仮締切撤去時の重機とダンプトラックとの

接触事故等のリスクが高くなるため、バックホウ旋回ガードを取付接触事故の防止に努めました。

エアコンの設置

熱中症対策温度 塩分補給タブレット熱中症対策キット 日陰テントの設置 水分補給の準備

アラーム付き温度計

血圧測

熱中症予防のぼり 熱中症啓蒙ポスター レスキューベンチ搬送訓練

感電防止防護管取付 鋼矢板高周波バイブロハンマでの引抜作業

同時通話無線機使用
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2-6　Jアラート時の安全対策について

　本工事の教育訓練時において、本年も各所でゲリラ豪雨、竜巻、地震による災害が発生しているとの

説明を行っていたところ、ある作業員より今年は北朝鮮によるミサイル発射のJアラートが鳴った場合

どうするのですかとの質問があり、どうしたらいいのか判断に困りましたが、教育訓練時でもありこの際

避難訓練を兼ねて行う事にしました。各施工箇所より10分以内で本工事の樋管内に退避し、避難の

大切さを周知しました。

3.おわりに

　本工事での安全対策にあたり、たくさんの方々にご協力して頂き感謝を申し上げます。

地元の蔵岡集落の方々のご理解とご協力によって、現在も工事が進められており、

今後も事故防止に努めて無事故で完成できる様に取り組んでいきたいと思います。

【機場本体 電気室完成】（平成29年10月） 【川裏水路 電気室舗装完成】（平成29年12月）

教育訓練状況 ミサイル発射メール 樋管への避難訓練実施状況

バックホウ旋回ガード取付状況 バックホウ旋回ガード取付時とダンプトラック状況
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株式会社　新庄砕石工業所

平成28年度　最上川中流白須賀地区堤防強化工事

～ ）

現場代理人　 ○ 尾形 広美

主任技術者　 高山 和彦

１. はじめに

　本工事の施工箇所は、山形県の北部に位置する最上郡大蔵村で堤防強化を行う工事です。

堤防強化を行う白須賀堤防は、最上川の中流域に位置し、松尾芭蕉の俳句にも詠われた

「五月雨をあつめてはやし最上川」で有名な日本三大急流に数えられる河川であり、当時の俳句からも、

最上川の増水時は急流であることがうかがえます。

大蔵村白須賀地区は、平成９年６月に梅雨前線と台風の影響による大雨で出水し、白須賀地区が浸水する

被害が出たと記録に残っております。

現在の白須賀堤防は平成１２年から暫定形による堤防が整備されましたが、近年の地球温暖化に伴う異常気象

により、想定外の出水に対応した危機管理型ハード対策が必要となります。

図－1　位置図 ※Googleマップより 図－2　危機管理型ハード対策イメージ

２.工事概要

工事名　　 平成28年度　最上川中流白須賀地区堤防強化工事

発注者 国土交通省　東北地方整備局　新庄河川事務所

工事箇所 山形県最上郡大蔵村白須賀　地内

工事内容

護岸基礎工 プレキャスト基礎　H=500　L=685m、H=700　L=234m

法覆護岸工 連節ブロック張り　A=1831m2

護岸付属物工 斜め小口　L=926m

最上川中流白須賀地区堤防強化工事における安全対策について

平成29年3月23日（　工期 平成29年12月11日

施工箇所
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３.安全に対する取り組み

（１）現場固有の安全対策について

①　堤防利用者への安全対策

1）　「保育園児の安全対策」　～大蔵保育所への工事説明及び連絡体制確立～

　白須賀堤防の近くには大蔵保育所があり、工事の理解を得るため施工前に保育所へ出向き工事の

説明を行いました。その際、白須賀堤防は天端の大半が舗装されており歩きやすいため、散歩コースと

園児を歩かせていると聞きました。

　通常の工事区間は立入禁止とする場合が多いが、園児の散歩時間に合わせた工程調整を行い

できるだけ工事区間の開放を行い、工事のイメージアップを図りました。

　好奇心旺盛な保育園児の安全対策として、下記の対策を行いました。

・保育所と常にコミュニケーションをとり、事前に散歩時間を把握することで、工事の進捗を

妨げないように工程調整を行いました。

・施工範囲は危険が多いため工事説明会を実施し、公共事業の重要性と安全に対する

取り組みの説明を行いました。

・現場内の危険箇所はひらがな看板を作成・設置し危険箇所の明示を行いました。

写真－1　工事説明

1.工事概要説明

2.保育園児の散歩コースの確認

3.連絡先の確認

4.保育所年間行事の確認

5.建設業の現状説明

1.工事場所の説明

2.工事概要説明（公共事業の必要性）

3.工事材料の説明

4.使用機械の説明

5.現場安全対策の説明

2）　堤防利用時の安全対策～建設業イメージアップに伴う安全対策～

　大蔵保育所とコミュニケーションを取って行く内に、保育園児が建設機械に関心を持って

いることが判り、日程調整を行い現場体験会を実施しました。

　当日は30℃を越える炎天下でのイベントでありましたが現場での熱中症対策を活用し、

参加者全員の安全を確保しました。

※　現場説明会資料

写真－2　危険箇所明示

写真－3　現場説明会
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写真－5　ウォーターサーバー

・保育園児の堤防散策のタイミングに合わせ、クレーンなどを安全な

場所に移動し作業風景などを安全に見学できるように配慮しました。

写真－6,7　保育園児による現場散策

※園児の感想

見ているだけで楽しい

おおきい

クレーンの運転手になりたい

　等々でした

②　架空線切断事故の防止

　現場出入口の旧大蔵橋付近には、肘折まで伸びる電力線・通信線が堤防を横断する形で架空線がある

こと。また、現場中間には排水樋管への電力を供給する架空線があることを現地踏査により確認した。

1）　「異常の早期発見」　～簡易ゲートによる安全対策（警報センサーの設置）～

現場出入口の簡易ゲートへ警報装置を取付、架空線切断を未然に防ぎました。

写真－8　簡易ゲート

写真－9　警報装置

※簡易ゲートのセンサー端部

に警報装置を取付、センサー

作動時は大音量の警報音が

なるため、架空線接触前に

異常を早期発見できます。

（ゲート通過時は最徐行）

図－3　平面図

写真－4　簡易テント

遮光率70％の寒冷遮

現場備付

ウォーターサーバーによる

水分補給

施工範囲

R28.2kP

R28.4kP

R29.6kP

架空線

上部　電力　堤防～10ｍ以上
下部　NTT　堤防天端～7ｍ以上
※堤防上横断

架空線

電力

架空線
電力
※堤防法尻縦断

NO15+4.3～NO.34　L=946m

大
蔵
橋

旧
大
蔵
橋

11



2）　「危険状態の防止」　～架空線付近での作業時は監視人員の配置（架空線接触の未然防止）～

写真－10　クレーン作業時 写真－11　BH作業時

※クレーン作業時は堤防天端から

架空線とクレーン先端を監視

※BH作業時は堤防法尻で

ブーム先端部を監視

3）　「工事の進捗」　～架空線への防護管設置+トータルステーションを使用した架空線位置測定～

　架空線への防護管を設置することにより、架空線の視認性が良好となり、安全性が向上しました。

また、防護管を設置したことにより、トータルステーションのノンプリズム機能による測定が可能で、

架空線の正確な位置情報が得られるため、より安全性が高く作業効率の高い機種選定が可能となり、

遅れを生じること無く、工事を進捗することができました。

写真－12　架空線位置測定

計測データを基に図上でシミュレーション行い、施工箇所に最も安全な

機械を選定し、作業の進捗を図った。

4.まとめ

　当現場は、白須賀地区を水害から守る堤防であるため、排水樋管が2基、近くには多数の人家・耕作地が

あるため、架空線等の施工上支障となるが、一度架空線等の切断事故が発生すれば、多大な社会的損失が

発生する現場でありました。

　また、「保育園児への安全対策」として大蔵保育所とは工事説明会を皮切りに、夏は現場体験会、秋は稲刈り

体験と現場散策、何かと暗いイメージが付きまとう建設業ですが、建設業と触れ合った園児の笑顔で、明るい現場

環境となり色々な考えを出し合える職場環境が、無事故・無災害での工事完了の大きな要因であると思われます。

現場では「異常の早期発見」「危険状態の防止」「工事の進捗」の3つのテーマを作業従事者全員で取り組み、

工期内で無事故・無災害の工事完成が、当たり前ですが最大の成果であります。

写真－13　工事イメージ看板と保育園児 写真－14　保育園児達と記念撮影

　最後に、様々な問題点が施工当初からありましたが、適切な判断・

助言・ご指導を頂いた鳥越出張所、新庄河川事務所の皆様方に感謝とお礼を申し上げます。

※　図上シミュレーション

架空線監視員 架空線監視員

上部防護管

下部防護管

架空線

0.7m3級（ロングアーム） 0.7m3級（2.0ｍサヤ管仕様）

架空線
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発注者 新庄河川事務所

受注者 株式会社　はながさ建設

工事名 最上川中流丹生川護岸工事

現場代理人　大場　宏幸

1.はじめに

　本工事は、平成28年8月30日台風10号の出水で洗掘された左岸川岸を復旧するもので、多自然

型護岸工（かごマット・スロープ型Ａ=1,423ｍ2）、根固め工（根固めブロック1ｔ型Ｎ=431個）

また、中州状態で溜まった土砂を撤去するものである。

２．安全衛生活動の基本方針

　安全衛生活動の主題である『見える現場　体験する現場』をキーワードに、現場の施工条件

や、発注者、関係機関、近隣住民や釣り人等の要求事項を考慮し、「見える化」を図り、工事

に直接関わる作業員に対しては、現場に即しかつ事故を想定し実際に「体験する教育・訓練」

を行い、工事に影響を受ける全ての関係者に対し、それぞれの役割や立場に相応した安全と安

心を提供することを、本工事の安全衛生活動の基本方針とした。

３．具体的な活動内容

（１）作業員に「体験させる・見せる」

　作業員のヒューマンエラーによる災害防止に重点を置き、マンネリ化防止のための五感に訴え

体験させる教育・訓練、見間違い・思い込み等の錯覚防止のための分かりやすい場内表示等によ

り、作業員に安全と安心を提供する。

①体験させる・見せる「安全教育・訓練」

　作業員への教育は、実際に危険・事故を擬似体験させ、視覚だけでなく五感に訴えることで、

安全意識がより高まるよう、安全体感・体験教育を実施した。

『見える現場・体験する現場』

被　災　状　況

－みんなの安全・安心を目指して－
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　①-1　架空線事故防止対策（運搬路の選定と危険箇所踏査により簡易ゲートを設置）

　①-2　伐木除根時の刈払・チェーンソー作業の事故防止対策

　（刈払機取扱作業者・伐木等（大径木等）伐木造材作業者安全衛生教育修了者の直接指導）

　①-3　現場付近の丹生川は、アユ釣りの釣り人が多く訪れる所であり、秋には鮭が遡上しその

　　ためヤナが設置されます。高齢者が河川に入る場合もあり溺れる等の有事を想定して、救出

　　・救命・救助伝達訓練を実施した。

※尾花沢消防署との事前打合せ ※救助訓練（浮き輪投げ入れ⇒救助）

（現場に掲示の救急車要請(例）で現場の場所が把握できるかの確認））
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※ＡＥＤ使用救命訓練 ※救助者搬送訓練

　　・通報から作業員休憩所に常備してあるＡＥＤの到着が５分、救急車に見立てた自社車両が

　　　尾花沢消防署から現場到着に７分を要した。

　　・救助の手順・伝達方法を確認することができた。

　①-4　河川内への油流出事故を想定した、オイルキャッチャーロープ使用訓練

　①-5　観測機器（水位計・雨量計・風速計）及び、「出水時の対策」看板を設置し、

　　異常気象時に作業員がすばやく対応できるようにした。

※計測システム・対策看板の設置 ※リアルタイムに情報取得

　　また、夏場はＷＢＧＴ熱中症指数と予防情報シートの掲示により注意喚起を行い、

　　エアコン付きの作業員休憩所の設置、ミスト扇風機を設置し、熱中症予防対策とした。
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（２）地域社会に「見せる」

　　①　仮設トイレは、「ご自由にご利用下さい」の看板を設置し、散歩や釣りに来た方に

　　開放するようにした。

　　※７月１日に行われた「最上川200kmを歩く　小学校探検リレー２０１７」の際、小学生

　　　のトイレ休憩所として利用していただきました。

　　②　毎週の一斉清掃による現場周辺の清掃活動はもとより、ヤナにかかったゴミを取り

　　除くことも行い、地域社会の一員としての役割を果たし、信頼を得るよう努めた。

　　③　職場体験学習のための地元中学生を受入れ、工事現場への理解を深めてもらうと

　　共に、建設業の魅力を直接伝えることでイメージアップを図った。

※生コンクリート圧縮強度試験体験 ※バックホウ試乗体験

４．まとめ

　　現場における安全と安心は、我々建設会社、作業員等、直接工事に従事する者だけでなく、

　発注者、近隣住民等、全ての関係者の願いであります。

　　現場の内側で作業する我々の安全・安心は、外側で見守る発注者や近隣住民の安全・安心

　と決して別物ではなく、一体の物であり、我々の安全と安心が、地域社会の安全と安心につ

　ながっているとの認識の元、「見える現場・体験する現場」をキーワードに日常の安全衛生

　活動を推進して来ました。

　　今後も、労働災害撲滅のため、安全と安心を関係者全員で築き上げると共に、建設業の社

　会での役割と、望まれる期待を再認識し、日々の活動を積極的に情報発信することで、建設

　業に対する理解と信頼を得て、魅力ある建設業の実現のため『魅せる現場』を目指して行き

　たいと思います。
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新庄河川事務所

株式会社　新庄砕石工業所

最上川中流大石田地区維持工事

○ 現場代理人 三川　 颯

○ 監理技術者 矢口 昌志

１．はじめに

　本工事は、大石田出張所管内において通常の河川維持、そして大雨・台風・土砂崩れなど自然災害

に、２４時間３６５日対応する工事であるため、臨機応変な対応を求められる。そのため様々な条件に対

応できるよう実地訓練を繰り返しながら、カイゼンを重ね続け「能力と意識の向上」ができる現場環境を、

構築しました。

２．継続と向上を意識しながら、マンネリ化を防ぐ

・ 出水期間（6月～9月）の排水ポンプ車訓練

出水期間中に月1回の割で、排水ポンプ車訓練をおこなった。

「基本ができていなければ、応用出来るはずがない。」を合い言葉に

、頭と体で覚え込むよう訓練を繰り返した。

・ 冬期の油漏れ事故を想定したオイルフェンス設置訓練

・ 熱中症対策の立案と実施、第３者によるチェック

１．熱中症予報看板の設置

２．熱中アラームの現場携帯

「目」と「耳」で「熱中症を察知!!」

カイゼンの継続と担い手の成長について

発 注 者

施 工 者

工 事 名

発 表 者

夜間排水ポンプ車訓練

熱中アラーム携帯

「早くしないと、突破されるよ!!」

「でも、パイプの角度が悪いと、油も

一緒に流れ出ちゃうんだよな。」

「早く処理出来なかったから、こんな

大がかりになっちゃったよ!!」

「此処が最後の砦だ、しっかりやる

よ!!

フェンスの上流側にまわれ!!でないと、

労働安全衛生コンサルによるパトロール

「テント、ベンチ、スポットクーラｰ・冷

風扇移動できるところが、維持工事

にマッチしててイイネ。」

「靴を脱いでリラックス出来るところ

が斬新で、いいね～」

「おーい、そこは、そうじゃないよ～。 前は、どうやったっけ？」

「す、すいません。このロープは、あ～やってこ～やって、あれ？どうやる

んでしたっけ？」 「落ち着いて！１回深呼吸してから、またやってみて。」
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・ 人材不足の解消に向けて現場でできること（職場体験、出前授業）

　「きつい･汚い･危険」というイメージが根付いてしまった建設業に対して、どうしたら払拭することができ

るのか？現場でもできることはないだろうか？と思っていた時、大石田出張所長から中学生の職場体験

を引き受けてくれないか？という要請があり、普段と違うことを体験すると「心」に残るだろうと引き受けた。

　　

また、こちらから伝えるのもいいなと、「出前授業」をやろうと思い立ち、高校生への出前授業をおこなった

　授業では「災害派遣時に失敗してしまい、それを教訓に反省し、そこから対策を練り決意を持って訓練

（対策）を実行していき、カイゼンしながら繰り返した。その後の災害で出動した時は、訓練の成果を発揮

することができ感動を味わうことができた。また、結果として地域の人達からも感謝され、工事を完成させた

時とは違う感動を覚え、やりがいを感じた。」　などの体験談を話し「向上心を持って前向きに取り組むこと

の大切さ」をアピールし、また建設業での「やりがい」をプレゼンさせてもらった。

・ 担い手の育成（当現場代理人）

　これまでの「仕事は見て盗む」という指導法は「生きる力をはぐくむ教育」を受けてきた若者には伝わらず

、「詰め込み教育世代」の押し付けは逆効果となる。教育の仕方も「動機付け」「指示提示」「理解適用」「

確認フォロー」というＰＤＣＡをサイクルさせ、自律の欲求を満たす成長できる職場環境を構築している。

このあとは、当現場代理人（三川）の成長について、本人の考えを述べさせていきたいと思う。

３．意識改革を決意した日（現場代理人：三川）

　今年度最初の社内パトロールで、管理部長より『工事車両に輪止めがされていない』・『工事看板が無

い』・『黒板が乱雑』等安全管理における初歩的な指摘を繰り返し受けた。特に「２年目の代理人の現場

高校生への出前授業によるＰＲ!!プレゼン練習

中学生の職場体験の受入

「大っきいラジコン！」

「水の勢い、すっげえ！」

「建設業って作ったり、壊したりするだけ

じゃないんだ？」

「建設業って、道路工事だけかと思って

た。」「災害の時って消防と自衛隊だけ、

頑張ってくれてると思ってたので、意外

な気がした！」

黒板がボロボロ 輪止め無し！ 工事看板を設置すること！
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とは思えない。ムチャクチャだ」という言葉にショックを受けたが、逆に自分には仕事に対するプライドが

あるか再考するきっかけとなり、これを機に安全管理について意識を変えなければいけないと決意した。

作業心得６箇条の作成

　自分自身ではミスをする要因が分からないところもあり、社内パトロールの指摘や社外コンサルタントの

助言を参考に自分でルールを決め、「作業心得６箇条」を作成し、常に手元に置き確認する事で安全管

理意識を高めた。

黒板のカイゼン

社内パトロールで指摘を受けた黒板の是正は平成29年2月より運用開始された「電子小黒板」を採用し

た。風雨での転倒、劣化の心配がないため常にキレイな板面で写真撮影を行う事ができ、黒板の記入

作業、黒板の設置人員が不要となり作業の効率化も図る事ができた。台風による出水時等状況把握の

際も、風の影響や情報把握員に負担を強いることなく有効であった。

看板のカイゼン

大石田維持は移動も多く、看板を固定できない条件や重りを置いても倒れてしまうことがあり、看板設置

を疎かにしまいがちとなり、先輩方の意見を聞いた所「エアメッシュ」看板が有効ではないかと思い、本工

事でも採用する事にした。従来の看板では強風で倒れてしまう事があったが、エアメッシュ看板は風の影

響を受けず、今年度の大型の台風でも転倒する事なく、社長パトロールでも大変褒められた。

輪止めのカイゼン

輪止めについてはＫＹ時に元請はもちろん、下請けにも徹底指導を行った。反復して指導した結果、作

業員同士で注意しあう場面も見られるようになり、村山地区安全パトロールでも評価された。

除草作業での使用 車両点検での使用状況 出水時状況把握

社内パトロール社外コンサルタントによるパトロール 作業心得６箇条

エアメッシュ看板 社内パトロール 社長パトロール
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４．大石田管内安全マップ作製への挑戦（現場代理人：三川）

本工事では大半が堤防での作業であり、もし大きな怪我をした場合、当該場所の判断が難しく、緊急車

両の誘導が困難ではないのかと自分自身で感じた。そのことを思い切って消防署職員の方に相談しに

行った結果、「住所が分からなくても距離標の位置が分かれば対応できます」と仰っていたので堤防の

危険個所の巡視を行い、距離標の位置を記した安全マップを作製した。作成後は、新規入場者教育や

安全訓練で周知の徹底を行った。その結果作業員から「事務所の中でマップを広げただけでは分かり

にくい」といった意見が出たので現地での巡視を行い、路肩や危険個所にポールを設置した。

５．教育の結果（監理技術者：矢口）

　このように「動機付け」では気楽に自発的に取り組むために「仕事を覚えたい」という気持ちにさせること

ができた。また「指示提示」は何度も反復して納得できるまで根気よく行い、それが「作業心得６か条」とい

うカタチになった。「理解適用」では、まずやらせることで応用力を養い、「エアメッシュ看板」や「安全マッ

プ」などの成果になっている。そして「確認フォロー」では達成度の確認と評価をおこなっている。「輪止め

の改善」という初歩的な事に対する対処でも、工夫や成果を評価することで自律を養うようにした。

６．成長の記録（現場代理人：三川）

私はまだまだ未熟な面だらけで日々勉強の毎日である。今回の反省、カイゼン点を基に『安全最優先』

を礎として、常にこの意識の基に、小さなことから、ひとつずつカイゼン改良を尽くして、安全管理の向上

を図って行こうと思う。もちろん、作業環境・地域とのコミュニケーションも大切にすると共に、今後入社し

て来る新入社員の手本となるような技術者を目指し、これからも研鑽を積んでいきたいと思う。

KY時の指導 村山地区安全パトロール 安パト時の現場車両

村山地区安全パトロールより

消防署訪問

危険個所巡視安全マップ勉強会

作業員現地巡視
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発 注 者 新庄河川事務所

施 工 者 株式会社　新庄・鈴木・柴田組

工 事 名 最上川中流毒沢地区堤防強化工事

発 表 者 現場代理人兼監理技術者　　佐藤　誠

1.はじめに

本工事は、洪水時に河川水が堤防に浸透するのを防止するため、堤防の川表法面に

遮水シートと大型連節ブロックを被覆する堤防強化工事です。

工 事 概 要

工 事 場 所 山形県尾花沢市毒沢地内

工       期 平成29年3月10日～平成30年3月中旬（予定）

工 事 内 容

1.護岸工 1式 2.仮設工 1式

2.現場における問題点

現場環境は、施工条件や天候などに大きく左右され、建設機械が錯綜し、作業員

が混在して作業を行なう為重大事故発生の危険性が高い。土木工事経験者の人材

不足で工事経験の浅い作業従事者が多い中で、工事安全作業に対する意識向上を

即時に認識してもらう安全管理を実施するには、どのような内容の安全訓練、

現場教育指導を行なえば無事故・無災害で完工できるか、作業従事者個人の安全

意識向上を図れるかが重点対策となる。安全管理を遂行するうえで元請職員や職長

の指示する側、作業従事者の指示を受ける側の双方が理解・協力しなければなら

作業従事者を育てる安全管理対策について

顔写真
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ないと考えた。

3.対応策

① 自然災害（雪解けによる増水）想定での安全訓練

最上川上流（米沢・山形）での前日の降雨で雪解けが進み増水した想定避難訓練

実地訓練で通常作業中に増水警報が発生した想定で訓練を行う。警報発生後、現場の

人員を確認し、避難場所（高台）へ移動し実際の避難経路を確認しながら避難時間を

計測する。実体験する事で避難方法・避難経路の確認を行う。

② 各作業班ごとのツールボックスミーティング

これからの作業となる為、2～3班での作業が予想されるので、各作業班ごとの

ツールボックスミーティングを実施し、作業箇所の立地条件や作業時の安全対策、

危険箇所の把握を行うことで作業従事者の安全意識を向上させたい。

③ 外部機関による現場安全パトロールの実施

日常の安全管理が有効に機能しているか、作業員の安全意識は向上しているか、

第三者の視点から確認して指導を受けたい。現場の作業状況を視察し作業員・重機等

の配置・作業計画を確認して頂きたい。

外部機関として、芦野労働安全コンサルタントを予定している。

4.終わりに

安全管理とは、作業従事者の安全意識向上を図りヒューマンエラーを減少させ、

一人ひとりが周囲の行動を意識すること。危険に対する感受性を養い、安全に

対する取り組みを理解する姿勢を持ってもらう。

　それは、熟年者だろうが若年者だろうが工事に係る者として「事故は起こさない」

と自覚する意識を身に着けて頂きたい。

　安全管理は、事故・災害を未然に防止するだけでなく、工事の円滑な進歩、各

業種間の連携、作業調整に大きな役割を果たしていると考えています。
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河川維持工事における安全対策について 

 

     発注者  新庄河川事務所 

     施工者  白岩土木建築株式会社                     

     工事名  最上川中流鮭川地区維持工事 

     発表者  ○ 現場代理人兼監理技術者 

                   加藤  浩 

 

 

１．はじめに 

 

本工事は、新庄河川事務所鮭川出張所管内において、除草工、堤防養生工、災害時緊急作業などの 

維持工事を行うものです。 

 本文では、当現場で実施した安全対策について記述します。 

 

 

２．安全対策 

 

① 蛇供養及び安全祈願 

堤防の除草作業に於いて、施工中に草刈機械等により蛇等の小動物を巻き込んでしまうと 

    いう事例が多々あることから、除草作業の施工に先立ち蛇供養を行いました。 

    鮭川村石名坂地区にある蛇供養塔(20 数年前に堤防除草関係者により建立)において、酒・塩 

    梅干し・するめ・鶏卵を、お供えし除草作業関係者と共に供養及び安全祈願を行い安全意識 

    の向上を図りました。 

 

【蛇供養及び安全祈願】 
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② 熱中症対策 

堤防除草作業時は、1 日に頻繁に施工場所の移動を伴うため休憩時、周辺に日陰が無い場合 

は簡易テントを設置し車両電源(インバ－タ－)から電源をとりミスト扇風機を設置しました。 

風とミストで休憩時間内に素早く体温を低下させることができました。 

 

【簡易テント・ミスト扇風機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 応急処置の実技訓練 

熱中症や骨折・裂傷等の事故が発生した場合に、的確且つ迅速に対処できるよう実技訓練 

を行いました。 

現場に常備してある、三角巾・雑誌・冷却材・レスキュ－ベンチ等を使用し手順や禁止 

事項を確認しながら、応急処置、法面での傷病者の運搬等を行いました。 

【応急処置実技訓練】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．おわりに 

安全対策については、年々様々なアイデアや製品の開発によりハイレベルな物になってきて 

いますが、安全対策に終わりはないので、今後も身近に出来るような事をより多く実施し危険 

の芽を摘み取れるよう努力していきたいと思います。 

24



現場独自の安全管理 

 

発注者  新庄河川事務所 

     施工者  神室工業株式会社           

工事名  最上川水系立谷沢川流域砂防施設整備工事            

発表者  現場代理人  庄司 昭一 

         〇監理技術者  中嶋 祐一 

 

1. はじめに 

  本工事は、最上川水系立谷沢川流域の直轄砂防事業の一環として、砂防施設の整備を目的とする

工事です。 

今回の工事の特徴として、 

 

施工場所が、瀬場工区における潜岩砂防堰堤より上流側に管理用道路工と月山林道に防護柵工、

及び科沢工区に帯工補修と 3 カ所に分散されており、瀬場工区の 2 カ所については山間部での施工

のため、携帯電話が使用できない環境下にあります。又、防護柵工のガードケーブル設置について

は、月山林道が他業者（5 社）の工事用道路にもなっており、共有しながらの施工となりました。 

 

  以上のことから、現場独自の安全管理について紹介するものです。 

 

＜工事概要＞ 

 工  事 名   最上川水系立谷沢川流域砂防施設整備工事 

 工 事 場 所   山形県東田川郡庄内町立谷沢地内 

 工    期   平成 29 年 5 月 1 日～平成 30 年 3 月 14 日 

 工 事 内 容    瀬場工区（管理用道路工 340ｍ、防護柵工 2320ｍ） 

          科沢工区（帯工 27ｍ、袋詰玉石工 60ｍ） 

 

（管理用道路工）       （防護柵工）        （科沢工区） 
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2、緊急時の連絡体制 

 

 瀬場工区における潜岩砂防堰堤上流側の管理用道路工と月山林道の防護柵工については山間部での

施工のため、携帯電話が使用できない環境下にあります。 

 そこで、現場との通信手段の検討を社内的にも検討を繰り返し、以下の方法に決定しました。 

（検討事案） 

① 衛星携帯 

② 自社の業務無線 

③ デジタル簡易無線の登録局 

上記の 3 機種で検討されたが、衛星携帯と業務無線は短期な工事現場での使用はコスト高とな

り、デジタル簡易無線登録局を使用する事とした。利点として、 

① 低コスト 

② 申請だけで、免許の必要がない。 

③ 通信距離が通常 2 ㎞の所、アンテナを使用する事により、通信距離が 5 ㎞程度まで向上する。 

④ 小型のため、常に携帯できる。 

 

上記により、現場事務所・潜岩・月山林道の 3 カ所に配置し、連絡手段としました。 

また、潜岩については土石流の危険性があり、管理用道路工の上流域には松沢・濁沢・本沢・赤沢

があり、既設の砂防ダムが各所に配置されている。 

上流域には、施工中の 2 社（松沢と濁沢）において、土石流センサーを設置しており、上流域で土

石流が発生した場合には、立谷沢川流域工事安全対策協議会から、緊急連絡が入る事になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26



3、 社内安全パトロールの工夫 

 

通常の社内安全パトロールは、社内安全衛生委員会により実施されているわけですが、どうしても

社内的人員によるパトロールのため、馴れ合いが生じ緊張感にかけることがあります。 

当現場の、社内安全パトロールについては、独自の工夫として労働安全コンサルタントの資格を有

する外部の人材を加えたパトロールにすることにより、より専門的な指摘と現場内にも緊張感が感じ

られ、作業員の安全意識の向上に役立ちました。 

 また、女性社員を加える事により、いつもと違った視点でのパトロールになりました。 

  

               （社内安全パトロール実施状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 安全訓練の工夫 

 

 安全訓練は工事期間中を通して、月当り 4 時間以上労働災害を防止する目的で実施しているわけで

すが、1 回 4 時間の安全訓練は、現場で常に体を使い作業している作業員にとって、非常に長い時間

となり、訓練内容に苦労してきました。今までの実施状況を踏まえ、当現場の独自の安全訓練の工夫

として、月に 2 回（1 回 2 時間）する事により、1 回の時間が短いので訓練内容に集中でき、回数が

多くなることで、安全対する意識の向上に効果がありました。 

                  （安全訓練実施状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル簡易無線を利用した避難訓練 

現場事務所 

現場

現場にて重機災害の安全教育 
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5 地域での活動について 

 

地区住民とのコミュニケーションを図るべく広報誌を毎月発刊する事とし、広報誌の題名は「砂防

通信 立谷沢」と命名し、記載内容としては、工事の進捗状況や予定を主体に現場の話題などで、瀬

場地区・大中島地区・新田地区・工藤沢地区・科沢地区の全世帯に届くようにし、工事看板内の掲示

板や立谷沢地区総合センターなどの公共施設にも掲示していただきました。 

作成の意図としては、工事用車両が近隣地区を含め集落を通行することから、工事に関して知って

もらうためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

4.おわりに 

本工事において、工事に携わる労働者及び地区民の安全を第一に考え、様々な観点から「どういっ

た対策が適しているか」を十分検討しながら施工を進めてきました。 

工事実施にあたっては、今まで自分の経験を生かしながら工事に対する最善の策を竣工するまで努

力していく姿勢の大切さを実感しているところです。 

今回の工事は、工期まで余裕のない時間を要する工事であることから無事に終わりを迎えることを

切に願い、工事関係者の方々のご指導、ご援助をいただきながら職務を担当していきたいと思います。 

立谷沢地区総合センター 

1 階ホールに展示 
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土石流・土砂崩落に対する安全対策について

発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社　柿﨑工務所

工事名 平成28年度　最上川水系立谷沢川流域濁沢第8砂防堰堤工事

発表者　　　現場代理人　井上　善己

１．はじめに

　今回施工を行った、濁沢第8砂防堰堤について説明をします。

　本工事は、立谷沢川流域砂防事業の一環として、濁沢川において土石流から人家及び道路を保全する

ことを目的とする濁沢第8砂防堰堤の本堰堤の建設を行うものである。

工事概要：掘削土量 V=9,310m3、残土処理 V=7,300m3、コンクリート堰堤工 V=2,175m3、仮設工 1式

２．土砂崩落及び土石流に関する安全管理について

　施工箇所直上流には平成２３年に崩落した池ノ台や平成５年に崩落したタキノ台があり、その土砂は土石

流となって流下した実績を有する渓流です。

　また、前年度の調査において左岸側の治山道斜面のヤケノ沢で頻繁に地滑りの動きが確認されたことか

ら、当現場では、土砂崩落及び土石流に対する安全対策を、最重点に実施することとしました。

３．土石流対策

　土石流対策としては、現地調査を行った結果、治山道の変状により濁沢第四砂防堰堤より上流に行くこ

とが出来なくなっているため、濁沢第四砂防堰堤に土石流センサーを設置することとし、土石流の現場到

達時間・規模等の検討を行いました。また、昨年度はワイヤー式の接続ケーブルを使用した土石流セン

サーを使用し、強風や落石による誤作動が何度かあったため、改善できないか検討した結果、センサー

設置箇所と施工箇所が直線方向ということもあり、無線式の土石流センサーを使用することにしました。

　避難場所の設置箇所は、施工箇所近くの現河床より10m以上高い所とし、左右岸２箇所を選定しました。

土石流により避難場所へ避難した場合には、孤立することが想定されるため、避難場所からの２次避難ル

ートを選定し、避難経路の整備を行うとともに、避難ルート図を作成しました。また、避難場所の非常備蓄

資材として、『救急箱・懐中電灯・非常食・乾電池・飲料水・ブルーシート・ライター・無線機・避難ルート図』

を常備し、孤立対策を行った。

　避難訓練は、月１回行い、新規入場時教育の際に、避難経路・避難場所・土石流到達時間(138秒)・

退避時間(52秒)を位置図により説明し、現場でその箇所を確認し避難訓練を実施しました。

避難訓練実施状況 非常備蓄資材
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４．土砂崩落対策

　土砂崩落対策として、池ノ台・ヤケノ沢の変状及び土石流の発生を事前に把握する為に法面監視員を配

置し、日々観測を行うこととした。法面監視所は、池ノ台崩落地及び治山道斜面(ヤケノ沢)の２箇所を監視

できる濁沢第二砂防堰堤右岸の斜面上部に設置しました。

　この法面監視所は、土石流センサー設置位置から更に上流200ｍ以上が見渡せるため、土石流の発生を

より早く発見できる場所としました。また、池ノ台・ヤケノ沢に設置している地盤伸縮計と連動する警報機も

併せて設置しました。

　万が一異変があった場合は、無線機により各作業所に連絡ができるように、各作業班の職長及び各オペ

レーターに無線機を常時携帯させ、緊急時の連絡がとれるようにしました。

無線連絡状況 無線連絡応答状況

　　　　　　　法面監視状況法面監視所

衛星携帯連絡状況
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５．地すべり監視体制

　今年度も、　治山道斜面のヤケノ沢に設置している地盤伸縮計より、頻繁に地盤の動きが確認されたた

め、もっとも動きの大きい５箇所に、地滑り警報装置(送信)を設置し、地滑り警報装置(受信)を濁沢第四

CCTV、法面監視所、施工箇所の３箇所に別工事にて設置してもらいました。

　警報装置は、管理基準値である変動量４mm／時間以上の変動で、回転灯やサイレンで作動するように

設定を行いました。

　施工時の監視体制としては、作業前に現地パソコンで変位量が管理基準値内であることを確認する

とともに、現場に移動したのち、法面監視員が目視にて前日との変状がないか確認した上、無線機に

て各施工箇所へ連絡し、作業を開始することとしました。

　法面監視所には、緊急時に出張所・現場事務所・会社・関係機関と連絡を取れるように、衛星携帯を

常備し、緊急時の連絡体制表を設置しました。

　また、中止・再開判断基準を設けて、監視を行うこととした。

　地すべり変動に関する中止基準は、変動量が日変動量が１０mm以上、時間変動量が４mm以上の場合は

作業中止とし、降雨に関する中止基準は、庄内地方に大雨警報が発令された場合、また降雨量が時間

雨量 １０mm、累加雨量 ４０mmを観測した場合はとしました。

　地すべり変更に関する再開基準は、時間変位量を現地パソコンにて確認し、確認後の１時間に１mm以上

の変位が無ければ作業再開とし、変位がある場合は監督職員に報告し協議することとした。また、降雨に

関する再開基準は、庄内地方の大雨警報が解除された場合、また、降雨量が連続３時間 ０mmとなった

場合に現場点検を行った後に、再開することとした。

　幸いにも、工事期間中は大雨による中止はありましたが、大きな変位は無く無事に完了することができ

ました。

地滑り警報装置設置

濁沢第四CCTV 法面監視所 施工箇所

濁沢第四CCTV現地パソコンにて、変位量の確認状況
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６．おわりに

　立谷沢地域の皆様には、工事にご理解、ご協力をいただきまして、この場を借りて御礼申し上げます。

初めての砂防堰堤工事に携わり、現場事務所と当現場との標高の差が約200ｍほどあり、気象条件、雨量、

がここまで違うのかと驚きの毎日でした。そんな中でも、近隣住民の方々、工事関係者の皆様方のご協力

で、無事故、無災害で無事に完了することができたことを、皆様に感謝申し上げます。

完成(上流側から下流側を望む) 完成(左岸側から右岸側を望む)

土石流警報装置・法面監視所・避難所・地滑り警報装置　設置位置図
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避難場所①

避難場所②

濁沢第８砂防堰堤工事

避難所②　143m(距離)÷4m/sec(退避速度)+30秒(退避初期動作)＝66秒

警報装置(送信機)

32



発注者：新庄河川事務所

施工者：佐藤建設　株式会社

工事名：最上川水系立谷沢川流域玉川第５砂防堰堤改良ほか工事

発表者：監理技術者　石塚　徹

１．はじめに

　本工事は、最上川水系砂防事業の一環として砂防施設の改良等を行うものである。昭和４４年１１月

に竣工した玉川第５砂防堰堤は各箇所に破損があり、コンクリート打ち継ぎ目からの漏水、広範囲にわ

たる摩耗等があり、堰堤としての機能の低下が確認され、既設堰堤の下流面の腹付けを行い、改良及

び補強を行う工事です。

２．工事概要

山形県東田川郡庄内町立谷沢地内ほか

平成２９年４月１日～平成３０年３月２０日

砂防土工１式、ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工１式、構造物撤去工１式、応急処理工１式

鋼製堰堤工１式、仮設工１式

３．安全対策の取組み

①コンクリート打設時の死角の低減

②林道作業時の安全対策

③マンネリ化した安全訓練・教育の改善

本工事で実施した上記３つの安全対策を紹介します。

①コンクリート打設時の死角の低減

　当現場のコンクリート打設時において、打設箇所のほとんどが堰堤の陰になり、クレーンオペレーター

からは打設箇所が見えず、打設時の合図確認不足及び打設箇所の目視不良が懸念された。また、打

設箇所が見えないことによりクレーンオペレーターの焦りから作業員と生コンバケットの接触の危険性が

あり、作業員の安全確保が必要だった。

・同時通話型無線機・クレーンカメラの同時使用

　当初は合図者を配置し、手による合図方法を考えたが、クレーンオペレーターと意思疎通が不十分と

思い、同時通話型無線機を使用した。同時通話型無線機を使用することにより、通常の会話と同じ状況

で会話ができ、クレーンオペレーターと合図者の意思疎通がとれ、より安全に効率よく作業ができた。ま

安全対策の取組みについて

工事場所

工　　　期

工事内容
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た、クレーン先端にカメラを設置し、オペレーターは作業員がいる打設箇所の周辺を確認でき、カメラに

はズーム機能もあるので安全を確認しながら作業することができた。オペレーターからは「打設箇所と作

業員の位置が目視でき、作業しやすい」との声をいただいた。

②林道作業時の安全対策

　林道は道路幅が狭く見通しの悪いカーブが連続し、路肩は谷となっているため危険を抱える林道であ

る。そのため、工事車両の交差は大変厳しく、一つ間違えば工事車両の転落が考えられ、また、この林

道は他工事も利用し、工事車両が錯綜する中での林道作業時の安全対策を行う必要があった。

・監視員の配置

　林道作業は除雪、路面補修、倒木撤去など様々な作業があった。そこで、他工事へ注意を促すため、

また、重機災害などの重大災害の発生を防ぐため監視員を配置し、危険箇所への立入りを防止できた。

同時通話型無線機使用状況

同時通話型無線機使用状況
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③マンネリ化した安全訓練・教育の改善

　安全訓練・教育を月当たり、半日以上の時間を割り当てて実施することなっており、安全資料などを使

っての安全訓練・教育がマンネリ化している。そこで、作業員にどのような安全訓練・教育をやったらいい

か作業員の意見を聴いて実施した。

・外部講師による安全講和

　講師を日本キャタピラーから来ていただき、重機取扱い方法など実技を伴うものや、興味・刺激をうける

ような安全訓練・教育を行うことで、自ら質問を行い充実した安全訓練・教育になった。

４．おわりに

　現場管理をする者として、出来形・品質・工程・安全等の多種多様なことが要求されます。今後、現場

で働く作業員の安全を一番に考え事故や災害から守らなければなりません。今、思えば反省点もありま

すが、現場を行う際は基本に戻って現場にあった安全対策を行っていきます。

除雪状況 倒木撤去状況

路面補修状況 監視員配置状況

外部講師による安全講和 外部講師による安全講和
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新庄河川事務所

株式会社　新庄砕石工業所

最上川水系立谷沢川流域松沢第３

砂防堰堤工事用道路工事

○ 現場代理人 荒川　和行

1.　はじめに

３.　工事調整会議からの設計変更まで、目標の設定！

 ・6月5日　　　　                                   　　　 　　・6月16日　　　 

　本工事は、立谷沢川流域砂防工事の一環として土石流から人家や道路などを保全する事を

目的とした砂防堰堤を建設する為の、工事用道路を造成する工事です。

課題③　A1側の護岸も同時に施工しなければ、橋脚を守れないのではないか？

課題②　橋桁下までの12ⅿで足場もない状態で８tブロックをどのように据付するか？

２．当初浮かび上がった課題

　昨年に現場打ＰＣホロースラブ桁を架設し、本年はその橋台のA２側に補強土壁で道路を

施工し、護岸工を施工する予定であった。その中で下記の課題が浮かび上がった。

課題①　A2側の補強土壁を施工後にA1側へどのように重機を搬出するか？

課題④　これらを踏まえ、11月中旬には降雪がある立谷沢管内でどこまでの施工をできるか？

発 注 者

施 工 者

工 事 名

発 表 者

残す工期は４か月。安全かつ効率アップで絶対竣工！

A2 A1

課題③

課題①

課題②

当初施工：右岸側補強土壁 当初施工：右岸側護岸工

12m

工事調整会議 受・発注者、コンサルによる現場視察、流水

の切り回し等の検討
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　課題①に関しては、A2側を減工し、補強土壁の施工はA1側に変更。

　課題②③に関しては、コンサルの２つの案を基に流水はΦ1000の鋼管で流し、その上に土砂

で足場を設置することで決定。8tブロックは55ｔクロ－ラクレ－ンよる作業とし、護岸工は橋脚を守

る為に両岸施工とすることにした。

４．安全かつ効率アップ実行策！

１）　施工体制

　　 　営業部長と管理部長と協議し、本社バック

アップ体制を構築し、最高で４パーティーで施工

(護岸・補強土壁・ブロック運搬・据付）

２）　重機の手配

　必要な重機は全て現場に張り付け、場内での

資材運搬はクローラーダンプとした。

主要な機械は

　・０．７BH4台　・０．４５BH１台・ミニBH１台

　・ラフタークレーン１台・クローラークレーン一台

　・クローラーダンプ１台　・振動ローラー１台

より、鉄筋等が変形する懸念があった。そう考えると、現場では、何が何でも終わさなければと

言う気持ちになった。掲げた合言葉は「残す工期は４か月。安全かつ効率アップで絶対竣工！」

　この時点で残り推定工期４か月。現場を見た工務課長さんには、「出来る所まで頑張ってくれ

・7月18日　コンサルからの返答を経て、本社会議を実施。

が被る可能性があること、A１の補強土壁を笠コンクリートまで施工しないと、冬期間の降雪に

ればいよ」と仰って頂いた。しかし、現場では両護岸を施工しなければ出水時に橋脚に被害

コンサル２案コンサル１案 採用

ピークは４班施工か。今から人員調整

は大変だけど頑張ってみるよ！

クローラーダンプだと、工事用道路補修

の手間もいらずスムーズに進捗出来ま

右岸側補強土壁工の減 右岸側補強土壁工の減 左岸側護岸の増 左岸側補強土壁の増
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　立谷沢管内は携帯電話の電波が入らず、連絡手段を講じなければならなかった。そんな中、

衛生電話を設置し、さらに局所的に携帯電話が繋がるな場所を探し、周知することととした。

　また、作業員さんが、家の奥さんが連絡を取れないと、「何かあった時困るな～」ととの意見が

あったので、緊急時連絡カードを作成し、ご家庭にも配布・説明して貰った。実際にも二つの

ご家庭から、連絡が入り、一人は不幸の連絡であり、早退するという事例もあった。

４）　スズメバチ対策！「白」が有効！？

　9月は庄内町でコガタスズメバチが一番活発に活動するとのことで、現場にも姿が沢山現れ

ました。ハチ対策を調べると、「白色」が有効とのことで、白いヘルメットと上着を支給する事とし

た。また、万が一刺された時の為にポイズンムーバーの設置と、使い方の訓練・周知も行った。

　結果としては、誰一人として刺されること無く施工をする事が出来た。

３）　連絡体制の確立と緊急時連絡カードの配布

スズメバチ

対策！！

衛生電話設置！ 局所電波の周知 衛生電話の番号を載せた

緊急時連絡カードの配布

白い服に、虫よけリングを配布！ ハチジェットとポイズンムーバーの設置！

現場に刺された時の対処方法を周知！

38



５）最後の大仕事！８ｔブロック据付

　護岸工を無事終了し、仮設の鋼管を撤去したのち、最後の大仕事８ｔブロックの設置に入った。

積込場ではラフタークレーンと台車が３台、ブロック据付は4人がかり。使用した帯は規格の上で

は７５ｍｍでも十分であったが、安全性と施工性を考慮して１５０ｍｍの帯４本、３セット準備して、

一回一回帯を外す手間がないように配慮した。地上から橋桁まで１２ｍであり、余裕のある施工

ではなかったが、根固めブロックを一つ一つ丁寧に作業し、何度も順送り順送りすることで時間

はかかったが、安全に桁の下での据付けを行い事故なく施工出来た。

５．おわりに

　今回の工事は、林道途中から携帯電話が圏外で使用できない山間であり、万が一の「クレ－ン

災害」「人的災害・機械トラブル・重機災害」などのあらゆる事態に配慮する必要があった。

　そんな中、二度の台風襲来や、硬い岩盤でのブレーカー破壊、降雪など様々な困難があった

が、連絡体制の確立をしっかり行ったことで、フォローアップができ進捗遅延を防ぐことが出来た。

　また、橋台工終了後は常時２パ－ティー、ピーク時では４パーティーに分かれて作業ができるよ

うに、本社と綿密に打ち合わせた。また作業員一人一人の理解と協力とモチベーションによって

現場が一丸となり、安全作業環境を整え工期短縮に繋がる結果を得ることが出来た。

活かし、更なる技術力の向上に繋げていこうと思う。

　工事完成して振りかえると、先ず、無事故、無災害で終える事が出来たが、まだまだ改善の余地

などあったのではないか？と思う点もある。この現場で得た反省と教訓を次回以降にしっかりと

台風で工程

が…

林道運搬時は二人で誘導しながら慎重に。。 何度も仮置しながら順送り順送りブロック据付！

硬くてブレーカ

破壊…

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
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発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社　カキザキ

工事名 最上川水系立谷沢川流域渓流整備工事

発表者 現場代理人　高橋　靖彦

１．はじめに

 本工事は、最上川水系砂防工事の一環として、立谷沢川において、土石流から人家及び道路確保

する事を目的に除石を行う工事である。

２．現場での安全管理と工夫について

① 大雨時の仮締切・水位の点検について

　本工事にて、掘削土量が24,000m3あり施工延長が約600mとなりました。そのため仮締切も500ｍ

以上と長く、水位と仮締切の点検効率化を図るため、軽量タイプの仮設階段を現場内に３箇所設置

し、作業中に誰でも水位と仮締切に異常が無いか目視で確認が取れるように対策を行いました。

工事における安全管理と工夫について

掘削工 V=24,000m3

T1

T2
T3

T4
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② 残土処理工土砂運搬について

1) ドライブレコーダーを装着したダンプトラックの活用

　運転中の事故防止の対策として、ドライブレコーダーを装着したダンプトラックを使用しまし

た。この装置が付いていることにより、運転者の安全意識の向上とニアミス発生時の記録に活用

でき、運転が記録されることにより自分の運転が引き締まり運転時の気の緩みがなくなり信号無

視や無理な運転の防止に繋がりました。

　

2) 運搬経路の注意事項と注意箇所の周知

　今回の土砂運搬距離が片道約５０ｋｍと長距離であったため、一般車両や通行する集落に少し

でも迷惑やトラブルが無いように、運搬経路図に注意事項と注意箇所を記載したマップを全車に

配布し、ダンプトラック運転手に運搬経路内の安全運転をお願いしました。
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3) 蛍光タイプのぼり旗設置による安全運転対策

　マップ上で注意事項と注意箇所の記載した箇所には、蛍光タイプののぼり旗を現地に設置しま

した。これにより、のぼり旗が目に留まり、ダンプトラック運転手への再確認となるほか、地域

の方々にも注意箇所を認識して頂くなど、交通安全を呼びかけました。

4) 日々の安全日誌の作成

　朝の言葉だけの注意ではすぐに忘れてしまい実行しないことを防ぐために運搬前、運搬中、

運搬後の注意事項を記載した安全日誌を作成し、ダンプトラック運転手の方々に十分理解して

運転してもらうよう毎日全車両に記入し実施してもらいました。
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5) 簡易ゲートの安全対策工夫

　積込箇所の簡易ゲートは通常タイプを設置しましたが、搬出先の荷卸し後ダンプトラック

の荷台が特に危険な状態になるので上部ロープに接触した場合、看板の標語が瞬時に変わり

運転手と周りにいる作業員に危険をサッチ出来るように工夫をしました。

通常の看板 荷台にロープが接触した時の看板

３．おわりに

　本工事にて、上記の安全対策と工夫を行い無事故・無災害で工事を完了することが出来ました。

どの対策と工夫が良かったかはわかりませんが、日々の安全への工夫と小さな事を続けることが

一番大事な事と思われました。特に地域の方々と関係者皆様のご協力により無事工事を終了する事が

出来ました。
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玉川第４砂防堰堤改良工事の問題と対策 

 

発注者  新庄河川事務所 

施工者  株式会社 新庄・鈴木・柴田組 

工事名  最上川水系立谷沢川流域玉川第４砂防堰堤改良工事 

発表者  現場代理人 二 坂 栄 一 

 

１. はじめに 

本工事は、立谷沢川流域の玉川に整備された砂防施設の一つである玉川第４砂防堰堤（昭和４３年完

成）において、健全度調査の結果、破損やコンクリート劣化により機能低下しているとともに、現在の

設計基準を満足していない状況である事から、砂防堰堤の断面拡幅及び嵩上げにより、長寿命化を図る

工事であります。又、玉川に整備された管理用道路の渡河施設である西山橋が、過去の異常気象による

出水等により、橋脚や橋台が喪失し、現在通行できない状態の為、これを復旧し、通行可能な状態に整

備する工事も併せて行います。 

この報告書は、このうち、砂防堰堤工事に伴う問題と対策について報告するものです。         

   

 

 

 

 

 

 

   

２.当現場の問題 

 玉川第４砂防堰堤は重力式コンクリート堰堤であり、今回の工事は、コンクリートの劣化した部分を

はつり、堤体の下流面に約 1.60ｍの厚さで新たなコンクリートを腹付し、安定性並びに、堰堤の機能回

復を図る工法となっている。 

そこで問題となったのが、下記の事項でした。 

（１） はつりは新しいコンクリートを打ち継ぐ時に、新旧を一体にする為、劣化が進んだ古いコンク

リートの表面を削り取り、粗面にする作業ですが、その面積が多く（約 400ｍ2 程度）、そのほとん

どが N=1:0.2 の垂直に近い面をはつる必要がありました。一般的なはつり作業は、作業員が人力で

はつりますが、飛散、粉塵、振動、難聴等の災害が予想され、何より作業員の負担が大きい作業で、

1日の作業能力も限界があり、作業日数がかかる。 

（２） 1.60ｍという幅は、コンクリート打設時に使うコンクリートホッパー（V=1.0ｍ3）が入るギリ

ギリであり、残存型枠を組立てると支持材（セパ）や、用心鉄筋もあり、打設時に作業員が型枠内

に入る事はできないため、型枠外に安全な作業スペースが必要。 
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３．問題に対して対策 

３－（１） はつり対策 

 バックホウ(0.45ｍ3)にアタッチメントで取付ける切削機「ガリガリ君」を使用してはつり作業を

行いました。 

機械化施工により、作業員の負担が軽減、危惧される災害防止、工程短縮が図れる事となりまし

た。 

 

３－（２） 打設時の作業員の安全な作業スペースの確保 

  打設時毎に、打設用足場を設置・撤去し、安全な作業スペースを確保するようにしました。 

 

このことにより、打設時の安全作業スペースが確保された他、作業員の移動も容易に足場上で

可能となり（従来は特長靴を履いて打設、生コン上を移動）、負担軽減・効率化が図られました。 

 

４．おわりに 

砂防堰堤の整備は、12 月で無事で完了し、現在は西山橋の復旧工事を施工しているところです。 

作業員の負担軽減と安全を考え、今後も、問題に対する対応を工夫しながら安全作業を推進し、無事故

達成に向けて努力していきたいと思います。 

最後に、貴重な御指導、御意見、早期の問題への対応をしていただいた、立谷沢川砂防出張所の皆様、

新庄河川事務所の皆様方に深く感謝申し上げます。 
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砂防施設等状況把握業務における安全管理 
 

発注者 新庄河川事務所 

業務名 平成 29 年度立谷沢川砂防施設等状況把握業務 

請負者 株式会社田村測量設計事務所 

発表者○主任技術者  垂石 幹男 

        担当技術者  木村 聡、高橋 祐也 

 

1. はじめに 
 本業務は、新庄河川事務所管内の最上川水系立谷沢川の流域における砂防設備等の状況を把握し、現地

状況及び設備状況の把握結果を報告することを目的とするものです。対象となる施設は、定期状況把握業

務が 47 施設、臨時状況把握業務が第 1 種 13 施設、第 2 種 15 施設となっています。 

 

2. 業務実行時の安全面に関する問題点等とその解決策 
1） 問題点等 

 本業務は、対象となる砂防関係施設について、現在の状況を把握し報告書として取りまとめるもので、

業務を効率的に行うには、調査対象箇所の位置及びルートを正確に把握する必要があります。当社は、立

谷沢川流域における業務は、殆ど実績が無いため、状況調査対象となる施設の場所、ルート等については、

情報が不十分な状態でした。又、貸与された資料を確認すると、遠方目視により状況把握している場合や、

立ち入り不可により調査が出来ない箇所等があり、その部分を的確に調査する必要がありました。 

2) 解決方法 

① 状況把握対象箇所の位置及びルート確認について 

 特記仕様書では、調査対象箇所の内、臨時状況把握箇所のみが現地踏査の対象となっていましたが、

技術提案書において、調査対象となる全ての箇所について現地踏査を行うこととしました。現地踏査

を行うことにより、ルート上の問題箇所の確認（崩落箇所や、分岐点の確認）が行えました。 

又、NTT で公表しているエリアマップ（携帯電話の繋がる範囲を記載してある地図）に、当社で

独自に調査をしたデータを加えてより詳細なエリアマップを作製しました。使用したアプリは、通過

した地点の軌跡もデータとして残るので、成果の一つとなるルートマップ作製に大いに役立つととも

に、定期状況把握においても迷わず調査個所に行くことが出来るようになりました。 

 

エリアマップ作成及び現地踏査で使用した｢山旅ロガー｣の画面。 

・背景図は、｢地図ロイド｣で表示した国土地理院 1/25,000 の地図 

・水色のアンテナマークは、携帯電話が使用可能な表示 

・赤いラインは、移動の為に通行したライン 

・青いマークは、地図上で登録した状況把握施設 
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② 遠方目視等で状況把握作業を実施している調査箇所や、立ち入り不可の箇所について 

えん堤前面が急峻で人が立入出来ない箇所や、スリット形式えん堤で対岸に渡れない施設については、

ドローンを利用して調査を行うことにしました。ドローンの障害物と一定間隔を保って写真撮影を行う機

能等を利用してこれまで遠方目視で調査していた箇所や、或いは確認出来なかった箇所の安全に正確に状

況を把握出来ました。 

参考資料 本沢第 3 砂防えん堤現地状況把握写真（昨年度との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    昨年度全景（道路より遠方目視）        本年度全景（ドローンによる撮影） 

（これまでは、斜め前からの全景だったが、ドローンを使用することにより正面からの全景となった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  昨年度えん堤右岸前面の調査（遠方目視）    今年度同箇所の調査（ドローンによる撮影） 

（望遠写真では、樹木の影になり確認出来ない部分が、より大きく詳細に確認出来るようになった。） 

管内図と重ねた 

携帯電話 

エリアマップ 

立谷沢川 

砂防管内図 
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3. 本業務におけるその他の安全への取り組みについて 
1） 作業前 

① 社内ミーティンクﾞ 

本業務従事者全員による打合せを行い、業務内容等について同じ認識を持つようにしました。 

② 個人持ち物の確認 

作業に必要となる服装・装備類等について現場で使用するのに支障が無いかを確認しました。 

2） 作業当日 

① 運転担当者のアルコールチェック 

 当日運転を担当する社員について、アルコールチェッカーにより運転の可否を確認しました。 

② 運転日報による当日使用する車両の確認 

 車両点検日報にて、車両の状況、工具の有無、常備薬の状況を確認しました。 

又、使用する機材、安全管理手帳所持の確認を行いました。 

③ 発注者への連絡 

 作業前に事務所に立ち寄り、当日の作業予定及び作

業位置等の確認を行いました。 

④ 社内現場作業・安全管理チェックリストによる確認等 

 現場作業前にミーティンクﾞを行い、当社「現場作

業・安全管理チェックリスト」を使用して天候等考え

られるリスクについて確認を行いました。 

その他、服装及び持ち物等の確認を行いました。 

⑤ 車両の確認 

輪留めの装着、車両前部及び後部への看板設置によ

る地元住民へ周知徹底を行いました。 

⑥ 移動時 

 声掛けによる足場の確認、現地に設置してあるロー

プの状況確認、作業道（階段等）の異常の有無を確認

しました。 

⑦ 現地作業時 

 2 班体制での作業なので、班同士の連絡による作業

進捗状況の確認、班員同士の声掛けによる状況確認を 

実施しました。 

⑧ 作業終了後 

事務所に立ち寄り、作業状況、施設の状況及び、作業 

終了の報告を行いました。 

⑨ 帰社後 

発注者へメールにて当日の作業内容及び明日の作業 

予定を報告しました。 

 

図 1 チェックリスト 

写真 1 現場ミーティンクﾞ
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4. 会社としての安全対策に対する取組 
 当社では、労働災害防止の為に下記のような活動を実施しています。 

① 掲示物による注意喚起 

 ・労働災害防止標語の掲示による注意喚起 

・交通違反点数表掲示による交通事故、交通違反防止の徹底 

② 社内行事 

・救命救急講習会への参加による応急処置及び AED 操作方法 

の学習 

・草刈り機操作講習会への参加による操作方法の学習 

・蜂に対するアレルギーの検査 

・社内安全管理委員会による｢社内安全パトール｣ 

③ 移動時の安全運転 

・社内交通安全規程による安全運転の徹底 

④ その他 

・作業車両に薬品、脱出用ハンマーを装備 

・水分・塩分補給用のスポーツ飲料と塩飴の所持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 今回の対応策に対する反省点と今後について 
 状況把握箇所全個所についての現地踏査を行ったことにより、業務従事者の大半が業務地の位置及びルート

を確認でき、臨時状況把握にスムーズに対応する事が出来ました。それにより定期状況把握も効率的に行うこ

とが出来大変良かったと思います。 

又、ドローンを利用しての作業は、より早く、より安全に、より正確に作業を行うことが出来ました。今後

は、ドローンでの調査箇所を増やして、効率化と安全確保の両立を目指していきたいと思います。 

 このような事が出来たのも、新庄河川事務所の皆様の貴重な御意見、御助言の賜物であり、この場をお借り

して厚く御礼申し上げます。 

労働災害は少しの油断が重大な事故につながります。労働災害防止対策に完璧な物は無いと思いますが、今

回の業務で得た経験を今後の業務の安全対策に活かしていきたいと思います。 

 おわりに、今回このような機会を与えていただいたことに深く感謝を申し上げ報告といたします。 

写真 2 標語と交通違反点数表

写真 3 救命救急講習会 

（山形市消防本部にて） 

写真 4 社内安全パトロール

49



赤砂第３砂防堰堤工事の安全施工について 

 

発注者 新庄河川事務所 銅山川砂防出張所 

施工者 沼田建設株式会社                 

工事名 銅山川流域赤砂第３砂防堰堤改良ほか工事 

発表者 ○現場代理人  横山 修 

         主任技術者  下田 雄一郎 

 

１．はじめに 

本工事は、赤砂第３砂防堰堤の現況復旧を目的に平成 28 年 7 月から始まり、破損している右岸側コ

ンクリート堰堤とコンクリート副堰堤及び側壁、間詰め部を構造物取壊工として V=373m3、残存化粧

型枠によるコンクリート副堰堤として V=49m3、同じくコンクリート側壁工として V=152m3、側壁補修

工として V=35m3 を新設し、本体との一体化を図り外力に対する安全な構造とし機能を復旧させる工事

です。工事一時中止まで、左岸側の崩壊法面対策、施工箇所への工事用道路、土留・仮締切工として

大型土のうの施工を完了しておりました。 

本年は、左岸側副堰堤と両岸側壁を施工する為、安全管理及び安全確保を重点とした当現場での工

夫について紹介します。 

                     

着工前（平成 29 年 4 月下旬）         完成（平成 29 年 11 月中旬） 

   

 

切断状況         取壊し完了                    切断面 
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２．副堰堤施工の為の工事用道路について 

  ワイヤーソーイングで切断した右岸側本堤を取壊した後の左岸側側壁補修へ向かう搬路の確保が困

難を極めました。先ず、第一に本堤水通しから副堰堤水通しまで直高 H=7.5ｍ（水叩きまで 9.0m）の

高低差があり、本堤と副堰堤間の距離ℓ=15.5m、勾配 48.4％をクリアする工事用道路を構築する必要

がありました。高低差を出来るだけ緩和する方向で、監督員・主任監督員、コンサルタントを交え検

討し、このままでは高低差が大きい事と大型土のうの最大積上げ高８段までとしたルールの中で、当

初の取壊しラインより H=2.5m 下げた位置で、ワイヤーソーイングの切断にて既設コンクリートとの切

り離しを行ってから、大型ブレーカー取壊しの選定としました。これにより取壊しラインを 2.5m 下げ

て切断を行った事により、高低差 H=5.0m、距離ℓ=14.5m、勾配 34.5％（約 18 度）、最大土納積上げ高

７段となり、再生砕石で大型土のうの段差を解消した場合、バックホウの最大登坂能力を犯す事無く、

より安全に施工出来る計画となりました。 

現地にて、大型土のうを用いた工事用道路の製作に取り掛かります。滞水する水中に大型土のうを

クレーン仕様バックホウ（0.8ｍ3 級、2.9ｔ吊）で投入します。その際大型土のうは、水上又は水中

となり玉掛け作業者の足場が無い為、荷を吊った状態から外せなくなります。ここで、作業員の足場

の安全を確保する目的で、吊りクランプにロープを取付けてゆっくりとそのロープを伸ばしながら吊

荷を行い、玉掛け作業者がそのロープを引くと大型土のうを外せるようにしました。工事用道路に用

いた大型土のうは、後に側壁補修での仮締切材として利用する為、袋の損傷を最小限に考えた作業を

行い n=470 袋を設置しました。 

大型土のうの製作から工事用道路が出来るまで時間は掛かりましたが、今出来る最も安全な方法を

選択し、大型土のうでの工事用道路製作を進められ副堰堤水通しに、無事バックホウが到着しました。 

 

       大型土のう投入                 副堰堤到着 

   

 

３．渡河施設（コルゲート排水路） 

右岸側から左岸側へ重機及び資材の運搬路として、φ2000 ㎜×6.0m の鋼製コルゲート排水路を副堰

堤下流に 4 本セットし、毎分 51m3 の最大流量をカバーします。河床の高さ調整及び整正を行い、セッ

トする際に排水管下部のＲ部分がどうしても充填不足になりやすい為、工事用道路製作時に使用した
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大型土のうを用いて、Ｒ部分を補強し水の浸入する量を軽減しました。上部に於いては上下流に同じ

く大型土のうを並べた後、間には土砂を利用し充填を行い、天端部に敷鉄板(6.0ｍ＊1.5ｍ)を 4 枚敷

設し万一に備えました。完成したコルゲート排水路には、転落防止のロープ柵と注意喚起のラミネー

トを明示し、作業員全員に周知するなど、作業員の安全確保に努め施工しました。工事施工に合わせ

て毎月の安全訓練では、避難訓練を実施し如何に迅速に安全な所へ行けるか競争し合い、これも互い

の意識高揚に繋がりとても良い結果となったと思います。日々進化していく現場環境の中で、現場な

らではの持ち味を出せる事が大切だと教えてもらいました。 

 

        通常時の河川                台風による増水時 

      

      

 

４．工事用道路（斜路）での安全性向上 

 施工箇所への進入には、現場条件により工事用道路勾配 33％となることから、滑落対策を重点に検

討しました。工事用道路走行面にメッシュ枠型プレートを敷設し、現地にて連結溶接する事により地

盤とのズレを防止しました。さなにメッシュ枠内には再生クラッシャーラン 80 ㎜を敷き詰め、重機械

の滑落防止対策を行いました。オペレーターからも、「この安全対策は、すばらしい！」と素直な一言

を頂き嬉しく思えました。 

これにより雨天時でも重機械の滑り、滑落も無く安全性向上につながりました。 
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メッシュ枠型プレート布設 

   

 

５．工事事故防止に係る活動について 

 安全訓練の取り組みとして、隣接する銅山川砂防出張所が管轄する他工事と協議会を設置し、安全

意識を高めるよう協議会にて講習・訓練を行いました。その一例をご紹介いたします。 

昨今、山形県警察本部が企画している、交通安全ゆとり号（運転適性診断・指導）を活用し訓練・指

導に利用しました。ゆとり号（マイクロバス）には運転に必要な判断・動作や注意力などを診断する

器材を搭載しており、診断結果表が即座に配布され、判断反応の速さやムラ、正確な操作安定度など

が診断・指導されます。この結果を基に現場作業での指導に有効に利用し、内容の濃い安全訓練・安

全意識の高揚に役立ちました。  

                 味来館にて「ゆとり号」合同安全訓練 

 

 

 

 

 

６．終わりに 

 銅山川をインターネットで調べると、「月山を始めとする出羽山地からの湧き出る豊富な水量で知ら

れ、いわゆる暴れ川である」と記載されておりその支流の赤松川も含め、当現場では台風接近時に急

激に増水した爪痕が左岸側堰堤背面に設置した量水標（5ｍスタッフ）に残っていました。いつもは、

堰堤水通し天端より 10～20 ㎝の水位で流れていましたが、増水後は約 1.5ｍの位置に草や根が引っ掛

かっていた事が、私の記憶に鮮明に強く残りました。 

 新庄河川事務所、銅山川砂防出張所の皆様、地元滝の沢地区の皆様のご協力を頂き、誠に感謝申し

上げます。 

工事完了まで『安全無くして完成無し・工夫無くして進歩無し』を現場スローガンに、コミュニケ

ーションをさらに高め無事故・無災害で工事完成をめざします。 
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発注者 　新庄河川事務所

施工者 　永井建設株式会社

工事名 　銅山川流域横道赤砂第１砂防堰堤工事

発表者 　現場代理人 齋藤　秀悦

○監理技術者 羽賀　達男

１．はじめに

　　本工事は、最上川水系砂防事業の一環として砂防堰堤の建設を行うものである。

　昨年●月に工事再開にあたり現場踏査を行ったところ、上流水田に於いて地盤沈下が発生して

いるのが確認された。崩落により河川が閉塞された場合、直下流の本工事が施工できなくなる

恐れがあることから何らかの対策が必要となった。

　ここでは上流対策について検討・実施した（無人化施工）について報告します。

　

２.水田部地盤沈下状況について

　　前年度施工時に使用した基準点を再測量した結果、地盤高で114ｍｍ沈下しており亀裂幅20ｍ・部

分的に亀裂の深さが500ｍｍに達している場所も有り、大雨により雨水が亀裂内に侵入した場合

は更なる沈下が予想された。

３.対策工法の選定について

　当現場上流部右岸は急峻で岩盤が露出しており、降雨及び強風時には落石が発生、有人での施工

は危険と判断し、東北技術事務所所有の無人化バックホウ（専用大型土のう据付用アタッチ

メント付）の貸与を受けるとこととした。

　対策は崩落法面を仮設大型土のうで抑えることとしたが、河道が狭く無人化施工での大型土

のうの設置が困難なことから、下段は地盤に多少の凸凹があっても設置可能な袋詰根固め(2tタイプ)を

無人化で敷設し、上段を大型土のうとすることとした。

　尚、河川内に転石等も確認される事から、無人化機械に取付可能なブレーカーも併せて借り受けた。

　１）無人化機械仕様について

上流対策における無人化機械施工について
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1・型式 ZX240-3 2.7ｔon分解対応型 遠隔操縦式油圧ショベル

2・バケット容量 1.0ｍ3（山積）

3・全長 10.200ｍｍ

4・全幅 3.020ｍｍ

5・総重量 25.830Kg

6・最小旋回半径 3.440ｍｍ

7・クレーン機能 2.9ｔon

　２）機械の輸送に係わる申請等ついて

　　遠隔操作機械は総重量及び全幅が特殊車両扱となる為、道路管理者(東北地方整備局長)宛に

「特殊車両運行許可申請書(新規)」を提出・許可を受ける必要があり、許可証交付まで二十日を要し

た。又、道路管理者からの許可証交付後に出発地点の警察署へ「制限外積載許可申請書」を

提出・許可を受ける必要があり、同様に許可証交付まで十日を要した。

　３）無人化施工範囲について

　落石現象を巨視的にみると、平面的軌跡は斜面の最大勾配に沿って等高線に直角方向に落

下する（図-1）。　既往の実験結果（図－２）によれば、軌跡の高さ（ｈ）は一般的な斜面形状の場合に

は落石の形状によらず２ｍを超えないことが多いため石の跳躍量を最大２ｍと仮定し、

無人化施工により左岸側の上流部既設堰堤下流より仮水路呑口までの延長70ｍを袋詰根固め

を３列５段積みで設置する事とした。

　又、袋詰根固めを敷設後、上部露出土砂保護の為有人施工にて大型土のう(３年耐候性)を

１段目３列、２・３段目２列で敷設した。(図-3)

（油圧ショベル本体）

（解体用つかみ機） （ブレーカ本体）
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（図-1） （図-2）

　　　　　　　　落石の軌跡（引用：新・斜面崩壊防止工事の設計と実例P267）

４.無人化機械施工について

　１）運搬路の整備

　場内監視カメラ設置場所については、「右岸側は落石等が発生する恐れが有り設置できない」

、「現場は曲線部であり上下流側へカメラを設置しても死角が出来る」等の理由から使用を見送り、

代替案として検討していた左岸側への作業用通路を整備し、操作員が目視で遠隔操作を行った。

なお、機械操作員は東北技術事務所主催の無人化機械講習会を受講し肘折の道路崩落災害時に

無人化機械を操作した経験を持つオペレータを選任した。

　（掘削・取壊し時の問題点）

・無人化機械操作時の問題点 ・転石取壊しの問題点

　１・掘削時に法尻が確認しずらい。 　１・転石取壊し時にブレーカーのノミ先を

　２・河川内の石等に接触し操作がしずらい。 　　　当てての取壊し操作が難しい。

　　　　　　　　（運搬路の整備） 　　（河川内転石処理）ブレーカー取壊

（図-3）

無人化施工範囲

H
=2
5
00

有人化施工範囲

H
=3
00
0

大型土のう（３年耐候性）

袋詰根固め（２ｔタイプ）

３列×５段

1段目3列　2・3段目2列×2段
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　２）袋詰根固め据付について

　袋詰根固め据付作業は、製作箇所から不整地運搬車（７ｔ級）

で仮水路吞口部まで運搬し、荷台上で有人にて解体用つかみ

機に吊ロープを掛け吊上げ、据付場所まで無人化機械で運搬

し敷設した。

（吊荷・据付時の問題点）

１・解体用つかみ機に袋詰根固め吊ロープを取付る際

　ロープの長さに余裕が無く苦労した。

（大型土のう据付用に改良したアタッチメントであった為）

（吊荷・据付時の良点）

１・解体用つかみ機が全回転式なので袋詰根固めロープの

　よりを直す事ができ、据付後、容易に吊ロープを取外す事が出来た。

５.おわりに

　東北技術事務所より対策工事の内容に最適なアタッチメントを用意できますというお話を頂き、助か

りました。今回借り受けた解体用つかみ機は特に現場にマッチしたアタッチメントだと思います。

　吊荷作業時、袋詰根固めの吊ロープが切れて落下するのではと思っていましたがその心配も無く、

据付作業時は、吊ロープがよじれてアタッチメントから外れなく心配も有りましたが、アタッチメントが回

転することで吊ロープのよじれを解消する事が出来、スムーズに施工出来ました。ただ1点、アタッチ

メントに吊ロープを掛ける際時間を要しましたが、次第に慣れてきてスムーズに作業が進むようになり

無事上流保護工を終了する事が出来ました。

　最後に、無人化施工を行う中で尽力・アドバイスを頂いた東北技術事務所、銅山川砂防出張所の

皆さんに感謝致します。

（解体用つかみ機取付状況）

（袋詰根固め運搬状況）

（袋詰根固め据付け状況）

57



現場での安全対策について 

 

発注者   東北地方整備局 新庄河川事務所 

施工者   沼田建設株式会社 

工事名   最上川水系角川流域鹿の沢第 5砂防堰堤工事 

発表者  ◯現場代理人  佐々木 賢太 

      監理技術者  渡邊  徹 

 

1. はじめに 

本工事は、最上川水系角川流域鹿の沢において、流域で発生した地すべり地からの土砂流出防止を目

的とした、鹿の沢筋で 5つ目となる砂防堰堤の建設を行う工事である。 

 昨年からの引き続きの工事で、今年度は側壁・水叩、副堰堤を含め左岸側全てを完成予定となってい

た。そこで私たちが考えた危険なポイントとして、高所作業における転落・墜落災害である。そのため、

本工事で行った転落・墜落災害防止と、去年から警戒している急な出水による土石流への対応も含め、

鹿の沢第 5砂防堰堤工事で実施した安全対策について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 雨による災害について 

本堰堤施工箇所では、渓流全体の川幅が狭いことから

1 時間平均 10ｍｍが 3 時間もあれば右画像のようになる

ことは昨年の工事で経験済である。しかし、今年は 5 月

から工事が始まり、6 月からの梅雨、8・9 月の台風、10

月の秋雨等、昨年以上に水に警戒しなければならない。

また、本堰堤と側壁の 2 パーティで同時作業を行うなど

して施工範囲が広いことから、非常時にいかに一人一人

が迅速に、かつ安全に避難できる環境を整備し、実行に

移せるかが課題となった。 

 
写真-1 昨年の増水状況
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3. 雨に強い現場づくり 

本工事では、ゲリラ豪雨や土石流をいち早く察知する機材や、安全な環境を整えるため、たくさんの

道具を用いた。代表的なものをここで紹介する。 

 

写真 2 

 昨年工事でも土石流センサーは設置しているが、改めて上流域の堆積物や河床勾配の調査を行い、検

討の結果、センサーは堰堤から 600ｍ上流とし、本堰堤までの土石流到達時間は、センサー感知より 105 

秒であり、堰堤施工時避難経路のシミュレーションにより避難時間は 70 秒程と想定された為、十分な

余裕があることが分かった。 

写真 3 

 非常事態に陥り車で下れない、土石流に巻き込まれ孤立してしまった場合などの連絡手段として、衛

星携帯を現場に常備した。新規入場時教育で使用方法を学び、全員が戸惑うことなく利用できる状態に

した。通常時は、現場から生コン工場への連絡や材料会社への確認の連絡等で大変活躍した。 

写真 4 

ゲリラ豪雨を事前に察知するため「安全建設気象モバイル KIYOMASA」を利用した。あらかじめ、5mm/h 

以上の雨が降りそうな場合は１時間前にメールにて情報が届くので、現場への伝達も可能となり、また

現場中止の判断など、安全面で大変効果を発揮した。 

 

3-1.工事前の安全訓練の実施 

 本工事を施工する協力業者が昨年とは違う為、工事を本格的に行う前に改めて、施工箇所付近の特徴・

危険な点を、図面と写真を交えて説明した。「800ｍ上流には大規模な地すべり崩壊地がある！650ｍ上

流には、風倒木の蓄積箇所もあり、土石流が発生したらとても危険だ」という事を教育し、土石流セン

サーがなったらまずは避難という事を頭に入れてもらった。また、現場に設置した量水標を作業員全員

で警戒水位・避難水位を確認し、監視員に任せるのではなく、全員がいち早く危険を察知することがで

きる現場づくりを目指した。 

写真-2 土石流センサー 写真-3 衛星携帯 写真-4 KIYOMASA 

写真-5 安全訓練状況 
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3-2.避難訓練の実施 

 本工事では、去年の工事において急激な水位上昇が見られた

ことから、施工計画書作成の段階で、避難訓練を安衛則に定め

られている回数だけでなく、月に一回、安全訓練と同日日に行

う計画を立てた。日を重ねるごとに変わっていく作業場におい

て、いざという時に迅速に避難できるようにするためである。 

訓練の回数を重ねるごとに起きるマンネリ化を防ぐ為、主任

技術者と安全協議会を行い、わざと 2パーティで作業をしてい

る時を見計らったり、告知なしで土石流センサーを鳴らし、訓

練を行うなど、作業員に柔軟な避難能力を身に着けてもらうべ

く工夫を凝らした。また、避難訓練実施記録表をつけ、回数を

重ねるごとに慌てず迅速に避難できていくことが分かり、避難

訓練は作業を止めてまで行う価値があるという事を再確認で

きた。 

 

4.高低差のある作業箇所への対応 

本堰堤では法面の勾配が1割と6分の箇所があり、勾配を自在に変えられる昇降設備が必要だと考え

た。そのため、単管と自在ステップの組合せの昇降設備を変更し、設置が楽でスペースをとらない昇

降設備を設置した。 

 写真-7の「ラク2タラップ」は手すりと階段が簡単に接続でき、軽量であるため設置解体の作業効率

が向上し、階段1つ設置するのに5分あれば可能である。6分勾配の昇降の際は手すりに安全帯を付ける

よう喚起を行い、工事中に作業通路からの転落災害を0にすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-6 避難訓練状況 

写真-7 ラク 2タラップ使用状況
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4-1.転落・墜落防止対策について  

本工事のメインであるコンクリート堰堤工で使用した、残存型枠についてメリットとデメリットを

記し、デメリットの解消法について紹介する。 

メリット 

・型枠内で作業を行うので足場の設置が不要 

・組立・加工が簡単で、新規の人でもすぐに作業に取り掛かれる。 

・工場で製造されるため，表面が綺麗に仕上がり，着色等により周囲に適した景観を創造する。 

デメリット 

・型枠組み立て作業において、出来上がるまで転落の可能性がある。 

・コンクリート打設作業時に、足の踏み外しによる転落の危険性がる。 

 

この二つのデメリットをなくすため、型枠組み立て作業においては、弊社、安全衛生室長の助言を

受け、型枠を固定する鉄筋に安全帯を取り付けられるよう溶接し、前面の型枠が組みあがるまでは、

安全帯の着用を義務付けた。 

コンクリート打設においては、1 リフト毎の型枠パネルの天端に専用金具を取付け、単管パイプに

て転落防止柵を設置した。また、その単管パイプに安全帯を付けることにより、二重で転落防止を行

った。この二つの対策により、型枠組み立て・コンクリート打設においても。転落・墜落災害を0にす

ることが出来た。 

  

 

5.終わりに 

今年度工事において大規模な出水が 2 回あり、工

事用道路補修に明け暮れた日々もあったが、この経

験があったからこそ、自然災害の恐さというものを

現場関係者一同、再確認できたのはないかと思う。一

歩間違えれば死亡災害につながる高所作業において

も、作業員全員の協力と試行錯誤により、転落事故 0

を達成することが出来た。 

 今回工事において実施できた安全対策を来年度の

工事にも活かし、現場環境に即した安全管理を継続

実施する事が今後の課題である。 

写真-8 安全帯の使用 写真-9 転落防止柵の設置

写真-10 完成写真 
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発注者　 東北地方整備局  新庄河川事務所

施工者 永井建設株式会社

工事名 最上川水系銅山川流域赤砂第６砂防堰堤改良ほか工事

発表者 現場代理人　　越後　利一

１．はじめに

　本工事は、最上川水系砂防事業の一環として最上郡大蔵村地内赤砂第６砂防堰堤に於いては

上流域からの土砂の流出を防ぐため、既存の水抜暗渠を閉塞し、水叩き部に堆積した土砂を排

除する工事、小岩沢に於いては横断管渠を増設し大雨時の排水詰まりを防止する工事、赤砂第

８砂防堰堤では、管理用道路の腹付け盛土と、既存の水抜暗渠を閉塞する工事でありました。

　ここでは、本格的な工事着手前に実施した「建災防による安全教育」について紹介します。

２．「建設工事に従事する労働者に対する安全衛生教育」とは

　この教育は、建設業労働災害防止協会が会社（工事現場）から依頼を受け実施する安全衛生

教育であり、座学と実技訓練からなる、計６時間の教育を受けるものであり、労働安全衛生コ

ンサル講師による、体験型の貴重な安全衛生教育です。以下に教育カリキュラムを紹介します。

「建災防による安全衛生教育」の受講について
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３．現場で実施した実技体験訓練

　本訓練では、墜落・転落・粉じん障害予防等にかかる災害防止、その他のテーマに沿って、

できるだけ全員が体験できるように段取り良く行いました。以下に実施状況を紹介します。

アーク溶接時に出る煙をハンディクリーナーでフィルターに吸い込み、付着度合いを経験。

安全帯(ハーネス型、胴ベルト型)を着用し、吊り下げられた場合の体への負荷体験。

４．おわりに

　今回の工事は、当初発注内容が大幅に変更になった工事で

したが無事故で終了することができました。工事期間中は、

出水による被害もありましたが、大事には至りませんでした。

　最後になりますが、ご指導頂いた新庄河川事務所、銅山川

砂防出張所の皆様に感謝申し上げ、今後の事故防止を誓い終

わりの言葉とします。

大

蔵

中

三

年

生

職

場

体

験

ワイヤー挟まれ体験 落下衝撃体験 高所ロープ作業体験
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 現場の安全対策について                

発注者   新庄河川事務所 
施工者     沼田建設株式会社 

工事名      最上川水系角川流域興屋沢砂防堰堤群工事 

発表者    ○現場代理人   指村 圭一  

監理技術者   沼澤 和幸 

１，はじめに 

  本工事は、最上川水系砂防事業の一環として興屋沢地区、鍋嶽沢地区、中沢その１地区に於いて、工事

を行うものでした。各地区の詳細について、興屋沢地区では同地区を土石流から守る事を目的とした砂防堰

堤群を建設する工事、鍋嶽沢地区では鍋嶽沢砂防堰堤下流斜面を安定させる為の法面対策工事、中沢そ

の１地区では中沢橋が全体的に経年劣化により、錆が広範囲に発生し減肉も一部進行している為、橋梁補修

工事を行うものでした。 

 

 

 

 

 

                                                                                                     

   

 

 

 

 

 

2, 工事概要 

   ・工   期      平成２９年７月２６日 ～ 平成３０年１月１５日 

   ・主な工事内容 

          興屋沢地区  砂防土工 １式、 

コンクリート堰堤本体工、垂直壁工、側壁工、水叩工 Ｖ＝1074ｍ3 

砂防堰堤付属物設置工 １式 

構造物撤去工 １式 

          鍋嶽沢地区  法枠工  Ａ＝403ｍ2 

                    鉄筋挿入工 Ｎ＝115 本 

         中沢その１地区   橋梁補修工  １式   

                      現場塗装工  Ａ＝510ｍ2 

施工位置図

興屋沢地区 砂防堰堤工事 

中沢その 1 地区 橋梁補修工事 

鍋嶽沢地区 法面対策工事 

現場事務所

完  成 

完  成 

完  成 

64



3, 工事の課題及び安全管理について 

   工期が７月２６日から１月１５日の４．５ヶ月ですが、降雪時期及び準備工を考慮すると、実作業は３ヶ月程

度でした。砂防堰堤は背面盛土の施工がある為、両袖部ブロックを先行して施工し、背面盛土を行ってか

ら中央ブロックの打設となりました。以上のことから本堤、側壁、垂直壁、水叩きの打設回数は２９回にもなり、

養生日数を考慮すると実作業内での打設、盛土、掘削作業を完了させるのは厳しい工期になる事が目に

見えました。又現場が興屋沢地区、鍋嶽沢地区、中沢その１地区と点在し、携帯電話が通じる箇所は興屋

沢地区しかなく、各現場の緊急時の連絡体制について課題となりました。  

４，興屋沢地区砂防堰堤工の施工管理について 

   興屋沢地区の村道内は道が狭く、曲り角には鉄板で養生をしないと工事用車両が通行できない状況で

した。降雪の際は敷鉄板の養生により村道除雪に迷惑を掛けてしまう恐れがあり又、工事用道路は１４％と

急勾配である為、工事車両及びクレーンの通行時の安全管理が困難となりました。 

 以上の事により、例年の降雪時期、打設完了後のヤード撤去、埋戻しの作業を考慮すると、１２月１0 日前後

が最終打設となりました。 
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打設(７回） 当初工程の問題点 

・クレーン作業半径の関係で本堤、側

壁、垂直壁の同時施工が出来ない。 

・本堤打設時、中間部の同時施工が出

来ない為、施工にロスが出る。 

・最終打設が１月４日となり、降雪期

の作業となり地域の苦情、安全確保

が困難となる。 
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打設回数10回

対策のポイント 

・２５ｔクレーンから３５ｔクレーン

にすることで型枠施工時の作業半径

を３０ｍとした。 

・生コン打設はクレーン打設からスー

パーロングのポンプ打設にする事に

より３０ｍの作業半径を確保した。 

・作業半径が確保できた為、本堤、側

壁、垂直壁の同時施工が可能になっ

た。 
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上記対策により背面盛土を施工後、側壁、垂直壁の掘削を行い、本堤中央ブロック、側壁、垂直壁の同時施

工が出来る為、１回の打設量を多く施工する事により、打設回数を減らし、目標の１２月１０日前後まで打設を

完了する事が出来ました。安全管理については、コンクリート打設をポンプ車で行う事で打設時のクレーンの

転倒事故防止、打設箇所が狭く、合図が見えづらい為、コンクリートバケットとの接触事故防止又、降雪時の

打設回数が減った為、冬期の工事車両の事故防止になりました。品質管理では打設時間が早く終わる事で、

コンクリートの早期養生が出来、コンクリートの品質確保が出来ました。 

５,点在する工事箇所の安全管理について 

当工事は興屋沢地区、鍋嶽沢地区、中沢地区と現場３ヶ所点在しました。又携帯電話が通じる箇所は興屋

沢地区しかなく、他の２現場では携帯電話が通じませんでした。中沢その１の工事箇所は県道より３ｋｍも管理

用道路を入っていた箇所にある為、緊急時の連絡体制や、クマ、ハチ対策について課題となりました。 

緊急時の連絡方法として携帯電話は使用できない為、衛星携帯電話を使用しました。又、本体の方向や木

陰などでは使用できない為、緊急時に慌てないで使用出来る様に、安全訓練などで使用方法について説明

し、各作業員から実際に連絡を取り合ってみました。結果、緊急時の使用はなかったものの携帯電話が通じる

箇所まで２０分掛りますが、衛星携帯電話により連絡の手段ができ、慌てて車で移動しない為、交通事故防止

になりました。  

 

  

 

 

 

 

 

 

  秋の時期になると、クマの出没情報が多くなり、近接の山にもクマの出没情報があり、当現場も近いことか

らクマ対策、ハチ対策を行いました。作業員にクマよけ鈴の配布、クマ撃退スプレー、ハチ対策スプレー、イン

セクトポイズンリムーバーの常備を行い安全訓練で使用方法の確認ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛星携帯電話 
 安全訓練により使用方法の確認 

 

クマよけ鈴の配布安全訓練により確認
現場常備品 

現場事務所近くで猿の集団確認
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結果、ハチスプレーを使用し早めにハチの巣を除去したのでハチによる事故もなく、クマとの遭遇も無かった

が、猿の集団が現場事務所近くまで現れました、作業員にちょっかいを出さず猿と目を合わせない様に注意

した結果、特に被害もありませんでした。 

６,工事事故防止に係る活動について 

 本工事では工事事故防止活動として、安全衛生委員会（協力会社同席）による月例社内パトロールと安全

衛生委員会の定例社内パトロールとして、月２回実施しました。又弊社女性事務員による現場パトロールを実

施し、女性ならではの感性と目線で隅々までチェックして頂き貴重な意見・指摘をもらいました。結果について、

すぐに作業員及び関係者に周知・指導し、改善する等で安全施設の充実と安全意識の向上に繋げることが

出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３，おわりに 

工事を振り返って、現場が３ヶ所も点在し、工事開始が８月下旬からのスタートとなりました。降雪時期まで３

ヶ月という中で、工事を完成させる為、３ヶ所の同時施工を行いました。携帯電話が使用出来ないので衛生携

帯電話での連絡体制の確保や日々の打合せを密にする事と、社内安全パトロールを工夫する事で現場が点

在していましたが、各下請けの主任技術者をはじめ作業員１人１人が安全管理に取り組んで頂いた結果、降

雪による影響が出る前までに工事を無事故で完成する事が出来ました。今後、作業員の方々が高齢化になっ

てきて多忙期の人員確保など問題はありますが、施工管理や安全管理について工夫を行い、若い世代にア

ピール出来るような現場づくりをしていきたいと思います。 

最後になりましたが、工事の安全に対するご指導をして頂いた発注者の皆様や、温かいご理解とご協力を

頂いた畑ヶ地区の皆様、そして本工事に携わって頂いた皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

 

女性による現場パトロール 月例パトロール 定例パトロール 
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現場での安全対策及び健康管理の工夫について

発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社新庄・鈴木・柴田組

工事名 最上川水系角川流域砂防堰堤修繕工事

発表者 〇　現場代理人　　大場　智也

　　監理技術者　　齋藤　健次

1.はじめに

　本工事は、最上川水系砂防事業の一環として、鹿の入沢第4砂防堰堤及び長倉第2砂防堰堤

に流木止めとして既存堰堤に横桟設置を行うもの及び応急処理作業を行う工事です。

この工事においては、春から初冬にかけ長期にわたる工事となるので第一に作業員の健康管理

に重点を置き、又、現場で安全に作業するための工夫について紹介します。

2.作業員の健康管理の工夫

　現在の建設業では、多くの労働者が高齢化となっているのが現状です。当現場においても

主力となる作業員が高齢となっているので、健康管理を充実させ安全に作業させることが重

要であると考えました。まず熱中症対策として作業員休憩所に熱中症対策グッズを常備する

とともにに熱中症アラームを完備し危険指数を知らせる措置としました。又、毎朝健康状態

自己チックシートに記入することにより熱中症を未然に防ぐ工夫を行いました。

その効果として、自身で健康状態の確認を毎日行うことにより健康に関して各自意識が高く

なり、一人も健康不良になることなく工事を完成することが出来ました。

健康状態チェックシート記入例

熱中症対策グッズ 熱中アラーム
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3-1　現場での安全対策（熊・猿対策）

　当現場は、山奥の砂防ダムにおいて工事を行うものであり管理用道路が約5㎞ほどでした。

付近には、野生の熊や猿が多く生息しており作業員が被害にあわない対策として午前・午後

1回づつ毎日バクチク花火を使用して野生動物が現場に近寄らないよう工夫しました。

その効果として、一度も野生動物に遭遇することなく無事工事を完成することが出来ました。

3-2　現場での安全対策（昇降設備）

　　当現場は、砂防ダム背面に横桟を設置するものであり作業場へ行くために既存堰堤間詰

　コンクリートに昇降設備を設置する必要がありました。安全に昇降するための設備として

　法面ユニット階段を使用することとし設置時間の短縮及び安全な通路を確保することが出

　来ました。その効果として、作業移動時等の事故を起こすことなく無事に工事を完成する

　ことが出来ました。

4.終わりに

　角川流域の皆様には、工事のご協力、ご理解をいただきまして、この場を借りて御礼申し

上げます。最後になりましたがここまで無事故で工事を進めることができたのは、工事に関

わった皆様のご協力・ご指導のおかげだと思っています。ありがとうございました。

昇降設備設置状況 NETIIS登録推奨新技術

バクチク花火使用状況 バクチク花火使用状況
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砂防施等設状況把握業務における安全管理 

 

発注者 新庄河川事務所                   顔写真 

施工者 株式会社田村測量設計事務所 

工事名 平成 29 年度角川・銅山川砂防施設等状況把握業務 

発表者○主任技術者  垂石幹男 

        担当技術者  烏 進悟、樋口隼也 

1. 業務概要 
 本業務は、新庄河川事務所管内の最上川水系角川及び銅山川の流域における砂防設備等の状況を把握し、

現地状況及び設備状況の把握結果を報告することを目的としている業務です。主な業務内容は、現地踏査、

定期状況把握業務（110 施設）、臨時状況把握業務（第 1 種臨時状況把握施設 15 施設、第 2 種臨時状況把握

施設 22 施設）、及び報告書作成です。 

 

2. 業務実施時における問題点等とその解決策について 
1） 問題点 

 業務は、対象となる砂防関係施設について、現在の状況を把握し報告書として取りまとめる業務です。業

務を効率的に行うには、調査対象箇所の位置及びルートを正確に把握する必要があります。当社は、山形市

に本社があり角川・銅山川域における業務は、殆ど実績が無いのと、対象施設が 110 箇所と多数である為に、

状況調査対象となる施設の場所、ルート等について、正確に把握する為に何らかの方策を行う必要がありま

した。又、地すべり対策施設の集水井について前年までは、集水井上部からの目視と水の流れる音により異

常の有無を判断しており、集水孔や排水孔の目詰まりや、井筒の内部状況が把握出来ていませんでした。打

合せの際に｢それだけて判断するのは、いかがなものかと｣の話があり集水井内部に降りて点検を行うことと

なりましたが、どのようにして安全に集水井を調査するかが大きな問題となりました。 

2） 問題の解決方法について 

① 状況把握対象箇所の位置及びルート確認について 

 特記仕様書では、調査対象箇所の内、臨時状況把握箇所のみが現地踏査の対象箇所となっていました

が、技術提案において、調査対象となる全ての箇所について現地踏査を行うこととしました。現地踏査

を行うことにより、ルートの問題箇所の洗いだし（橋や道路が崩落している箇所や、車両運行状況の確

認）や作業車両の駐車位置、施設に行く為の分岐点の確認が出来ました。又、NTT で公表しているエリ

アマップ（携帯電話の繋がる範囲を記載してある地図）に、スマホアプリ｢山旅ロガー｣及び｢地図ロイ

ド｣により当社で独自に調査をしたデータを加えてより詳細なエリアマップを作製しました。このアプ

リは、通過した地点の軌跡もデータとして残るので、成果の一つとなるルートマップ作製に大いに役立

つとともに、定期状況把握においても、間違ったり迷ったりしないで、調査個所に行くことが出来るよ

うになりました。作成したエリアマップに現地踏査で得た資料を記載して状況調査を実施する為の移動

用詳細図としました。（参考資料として三ツ沢水系の図面を添付）。 
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左側の写真は、エリアマップ作成及び現地踏査で使用した｢山旅ロガー｣の画面です。 

・背景図は、｢地図ロイド｣で表示した国土地理院 1/25,000 の地形図。 

・水色のアンテナマークは、携帯電話が使用可能であるとの表示。 

・赤いラインは、移動の為に通行したライン。 

・青いマークは、地図上で登録した状況把握施設 

 

 

 

 

 

 

 

         当初ルートマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      エリアマップ重ね図              三ツ沢水系移動用詳細図 

② 地すべり集水井の安全な状況把握調査について 

昨年、当社において山形県より類似業務を受注した際に使用した｢地す

べり防止施設点検マニュアル（案）｣（山形県県土整備部砂防・災害対策

課発行 平成 27 年 3 月版）（以下マニュアル（案））を参考にして作業を

実施しました。マニュアル（案）には、安全に作業を行う為の具体的な方

法等が記載されてあり、集水井点検において以下の場合は、内部点検を実

施しないとの記述があります。その内容は、 

・ 集水井天蓋の入口があかない。 

・ 集水井内部の酸素濃度と硫化水素濃度のどちらかが基準値を超過し

ている。（酸素濃度は、18％未満、硫化水素濃度は、10ppm 以上） 

・ 集水井内部に降りる為の昇降階段の安全性が確保できない 

・ 集水井下部貯水槽の湛水量が多く安全に作業が出来ない。 

上記条件について作業を実施する際に確認しました。作業は、3 名体制

で行い、2 名が集水井内部で作業を行い、1 名は、集水井外に残り、内部

の作業員との連絡を密にしながら行いましました。内部を調査する作業員

は、写真のようにヘルメットにヘッドランプを装着し、安全帯を付け、無

線機と酸素濃度計を装備し、昇降階段の安全性を確認しながら、降りていきました。降りる際は、酸素濃度計の

コードを最大限（5m）に伸ばし、下の状況を確認してから降りて行き、その地点から酸素濃度計を下して濃度を
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確認する作業を繰替えしながら、集水井底部の貯水槽まで降りました。酸素濃度計は、硫化水素が発生した場合

に自動的に硫化水素濃度計に切り替わり警告音と赤ランプ点滅により硫化水素が有り危険であることを警告す

るようになっています。状況把握結果としては、集水ボーリンク孔、排水ボーリング孔に目詰まりや、ゴミ等の

付着は、ありませんでした。又、貯水槽の水位も排水孔以下であり、又、井筒内部や昇降階段にも致命的な錆等

もなく正常であることが確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

作業時における内部酸素濃度           集水孔及び貯水槽状況 

3. 本業務における当社における安全への取り組みについて 
1） 作業前 

① 社内ミーティング 

主任技術者、業務担当者全員で業務内容等についてミーティン

グを行い、業務の位置、内容等について同じ認識を持つようにし

ました。 

② 個人持ち物の確認 

作業に必要となる、手袋、スパイク付長靴、伐採道具（鉈、鎌

等）、熊鈴及び携帯ラジオ（長時間の移動が有る場合は、リュッ

ク）等について現場で使用するのに支障が無いかを確認しました。 

2） 作業当日 

① 運転担当者のアルコールチェック 

 当日運転を担当する社員について、アルコールチェッカーによるアルコ

ール量の確認を行い運転出来るか否かの確認を行います。 

② 運転日報による当日使用する車両の確認 

 車両点検日報にて、燃料の残量、タイヤの異常、ライト等の状況、ブレ

ーキの作動状況、スペアタイヤの状況、工具の有無、常備薬の状況を確認

しました。又、高速道路を利用して移動する為に ETC カードの有無も確認

しました。それと並行して使用する機材、安全管理手帳所持の有無の確認

を行いました。 

③ 発注者への連絡 

 作業前に事務所に本日の作業予定及び作業位置の連絡を行い

ました。 

④ 社内現場作業・安全管理チェックリストによる確認等 

 現場作業を行う前に現場ミーティングを行い、当社「現場作

業・安全管理チェックリスト」を使用して天候、社員の体調、

現場状況で考えられるリスクについて確認を行いました。その

他、ヘルメット、スパイク付長靴、腕章及び身分証明書、熊鈴、ラジオ、熊スプレー、蜂用殺虫剤、黒玉

式熱中症計等の確実な着用、服装及び持ち物等の確認を行いました。 

 

図 1 チェックリスト

写真 2 現場ミーティンクﾞ 

写真 1 車内装備薬品等 
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⑤ 車両の確認 

輪留めの装着、車両前部及び後部への看板設置による地元住民へ

周知徹底を行いました。 

⑥ 移動時 

 声掛けによる足場の確認、現地設置してあるロープの状況確認、

作業道（階段等）異常の有無を確認しました。 

⑦ 現地作業時 

 班同士の連絡による作業進捗状況の確認、班員同士の声掛けによ

る状況確認を実施しました。調査完了後は、作業内容、危険箇所の有無、怪我等の有無を確認し異常が無け

れば次の場所に移動しました。 

⑧ 作業終了後 

事務所に電話連絡にて、作業状況、施設の状況及び、全員怪我無く作業終了した旨の報告を行いました。 

⑨ 帰社後 

発注者へメールにて当日作業内容及び明日の作業予定の報告をしました。 

4. 会社としての安全対策に対する取組 
① 社内行事 

・ 救命救急講習会への参加し、応急処置及び AED の操作方法を学びま

した。 

・ 蜂に対するアレルギーの検査を行い、各自の責任において現場にて

対処出来るようにしました。 

・ 現場において｢社内安全パトロール｣を実施し、危険箇所や危険業務

の把握及びそれらに対する改善策等の実施を行いました。 

③ 移動時の安全運転 

社内交通安全規程による安全運転の徹底を行いました。（法令順守、冬

道の速度減速、事故が発生した場合の手順等） 

④ その他 

作業車両に薬品、脱出用ハンマーを装備しました。又、現場作業時

には、社内冷蔵庫より必要分のスポーツ飲料と塩分補給を目的とした

塩飴を持参しました。塩飴を補給する際は、スポーツ飲料との関係を

十分考慮して補給するように指導しました。 

5. 今回の対応策に対する反省点と今後について 
 状況把握箇所全個所についての現地踏査により、スムーズに定期状況把握及び臨時状況把握の作業が行うこと

が出来大変良かったかと思います。又、地すべり集水井の調査においては、過去の業務経験を活かして安全な取

組を行い、業務を実施出来たかと思います。このような取組は、発注者様より作業計画の段階より貴重な御意見、

助言をいただき、適切な作業計画及び安全対策を立案することが出来たからかと思います。 

労働災害は少しの油断が重大な事故につながります。今回の業務では偶々それが無かっただけと思います。労

働災害を無くす為の対策に完璧な物は無いと私は、思います。今回の業務で得た経験を次の業務の安全対策に活

かしていきたいと思います。おわりに、今後とも労働災害ゼロを目指してしっかり取り組んでいく共に、今回の

業務を通じてこのような報告をする機会を与えていただいたことに深く感謝をいたします。 

 

写真 4 救命救急講習会 

（山形市消防本部にて） 

写真 5 社内安全パトロール 

写真 3 車用看板 
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無人化施工及びブロック製作時の工夫

発注者 新庄河川事務所

施工者 渋谷建設株式会社

工事名 志津地すべり中沼沢渓流保全工事

発表者 ○ 現場代理人 長 沢 佳 一

監理技術者 長 沢 佳 一

１．はじめに

施工箇所は、中沼沢川の保護及び復旧を行う現場であり、復旧の為に製作した異形ブロック(３ｔ)

を河川に設置し、環境保全を目的とした床固工を構築する工事であります。今回は無人化施工におけ

る条件下で、安全な施工環境の確保又ブロック製作時の安全対策を紹介したいと思います。

２．ブロック据付け対策

ａ．据付対策の工夫

工 夫 理 由

設計条件の直接目視による無人化施工（リモコン操作）の中身は簡単に言えば、据付機械に

直接人が乗り込まず、オペレーターが離れた場所からリモコン操作でブロック(3t)を据付け、

床固を構築する工事である。計画段階で、直接目視による据付で、床固を層積で施工した事例

が全国でも例が無く、今回の直接目視による施工は、一般的には簡易な掘削等精度を要求しな

い施工に当てはまる工法である。しかし当現場で行う施工は、離れた場所からリモコン操作で

据付を行う作業であり又、据付個所への作業員進入禁止、据付補助なしでの施工が決められて

いた為、安全に尚かつ効率よく床固を構築できる工夫を考えてみた。

実 施 項 目

施工現場は、床固工の掘削並びにブロック据付けすべて無人化施工(図－１)による施工の為、

実際にブロック据付けが可能な方法を検証しながら実施してみた。直接目視での据付は、今回

のように何層にもわたって積み上がっていく構造物では死角が多く、正確な位置だけでなく、

ブロックそのものが据付困難になることを考慮し、一つに直接オペレーターが真上から直視で

きる工夫として、市販のドアホンを利用したモニター(写真－１)の設置、二つ目にはブロック

間の設計寸法を確保するための緩衝材(写真－２)設置、三つ目にはプリズームシール(写真－３)

貼付けによる電子野帳利用での位置確認の実施、四つ目には双方無線機(写真－４)を利用し合

図者と意思疎通が出来る対策をとることで、据付作業が行える工夫を実施し作業を行った。

無人化施工による施工イメージ（図-1）
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無人化施工によるブロック据付け詳細図

無人据付状況 リモコンに装着 (写真－１) 据付装置に装着したカメラ

市販のドアホン

モニター画像

(写真－２) 緩衝材 (写真－４)

(写真－３) プリズムシール 双方向無線機使用及び合図状況

効 果

効果としては四項目を実施したが、遠隔操作を行う上で一番大切なことは、情報の伝達がオ

ペレーターにどのように伝わるかであり、一つ目に実施したモニターは、直接操作する人の目

による確認が行え有効的であったが簡易的なものであり、全体のブロック据付けを確認できる

ことはできなかったが有効的であった。二つ目の緩衝材の設置は非常に実用的であった。物理

的にブロックが緩衝材によりストップすることで間隔（9 ㎝)が確保でき、イメージどうりの作

業が行えたと思う。３つ目のプリズムシールは、電子野帳と併用することで、目印がない箇所

での据付確定に非常に効果があった。４つ目の双方無線機の利用であるが、一つ目の映像、二

つ目の物理的要素、三つ目の測量方法の工夫をカバーする上で、音声の伝達によりリモコンを

操作するオペレーターに情報伝達が行え、ブロック据付けが行えた。最初のコンセプトである、

据付箇所での作業員進入禁止によるブロック据付けが、工夫した項目により、事故の発生要因

である地すべり災害への対応、挟まれ・落下・転倒といった項目を、クリアーすることが可能

になったのではないかと思います。しかし本来であれば、映像設備(車載・移動・固定・高所・

標準)カメラ等の設置による作業が望まれるが、金額が高額であり課題の一つである。

PC350
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３．ブロック製作対策

ｂ．ブロック移動時の工夫

工 夫 理 由

製作するブロックは、無人化施工に対応できる平型の３ｔブロックの製作を行いました。

ブロック生コン打設は、ブロックに対して縦打設（図－１）での打込みで行った。構造上脱型

時点でブロックを横転してからの仮置きが必要なことから、移動前に横転作業が必要であり、

２次運搬作業・仮置き作業を行うため、効率的に尚かつ安全に作業が行えることが出来ないか、

工夫を行ってみた。

実 施 項 目

実施した項目は、ブロック脱型からの横転作業の工夫と、２次運搬作業・仮置作業時の工夫

の実施である。ブロック横転の工夫としては、玉掛け作業の簡略化が出来る方法として、横転

を可能にする架台（図－２）の製作を行った。架台の製作により、すべての玉掛け作業が２回

の作業で終了することが可能になった。連続的に移動仮置き作業が行えるように、２次運搬の

工夫として使用したのが、フォークリフト（７ t）（図－３）である。フォークリフトを使用

することで、積み込み時の荷掛け作業、運搬車両の削減、荷下ろし時の荷外し作業、積卸し時

の玉がけ作業全般、荷下ろし機械そのものが不要になった。

架台設置 （図－２） ブロック横取り横転作業

（図－１）生コン打設 （図－３）ブロック運搬

ブロック横取り作業 ブロック積込み作業 ブロック仮置作業

フォークリフト移動

異形ブロック
３t
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効 果

ブロック製作から仮置き・２次運搬・現場への運搬作業など、すべての作業に玉掛作業が関

係することから、いかに玉掛作業の回数を減らし、人身災害が起こるリスクを減少させるかが

課題であったが、標準的な作業を行った場合、横取り、荷下ろし、積込み作業などの作業に、

最低６回程度の玉掛作業が必要になるが、フォークリフトの場合であれば、横取り作業時に（ク

レーン＋荷掛作業＋荷外し作業）の工程だけで済む。荷下ろし、積込み作業ではフォークリフ

トですべての工程が可能で、フォークリフト使用のみで作業が完了することになる為、玉がけ

に要する作業が、最小限に減らすことが可能になる。標準的な作業を行う場合と比べると、人

身災害のリスクが６回から２回の作業で終了することになり、1/3 の作業で済む、リスクも 1/3

に減少するという結果になるので、安全に作業を行うことが可能になった。ブロック製作にお

いても、効率よく製作・運搬・仮置き・積込み作業ができ、ベストな機種の選択だったと思う。

４．おわりに

今回の施工は無人化施工という、今まで経験の無い施工方法の為、試行錯誤の状況で行って

まいりました。例年とは違い、11 月中旬には根雪となってしまったことから、現場での施工

環境が非常に悪化し、施工困難な状況になってしまいました。しかし今回発表させていただい

た項目を実行することにより、何とか安全に又効率よく施工することが出来、工事を完成する

ことが出来ました。施工上の問題等、発注者との適切な対策を協議することで、現場を中断す

ることなく施工出来たことは、大変良かったと思います。これからも現場に適応する創意工夫

を実施し、安全作業で施工を行いたいと思います。

【完 成 写 真 】
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施工方法の向上と安全管理の工夫 

発注者 新庄河川事務所 

施工者 渋谷建設株式会社                       

工事名 志津地すべり志津排水トンネル工事用道路工事    

発表者 ○ 現場代理人 滝 口 剛 司 

      監理技術者 滝 口 剛 司 

1. はじめに 

この度施工を行う箇所は、志津地区の地すべり対策の為、大越ダム下流より排水トンネルを施工

するために、大越ダム管理用道路を改良し、工事用道路を造成する工事である。 

昨年からの引き続き工事であるが、GNSS を用いた現場管理、さらなる安全管理の向上を目的と

した定期的な女性目線の安全管理および、経営者による現場パトロールを取り入れた安全管理、 

また、現場の出入り口の架空線対策を工夫した。 

2. 施工方法の向上と安全管理の工夫 

a. 空撮・測量・出来形管理の工夫 

工 夫 理 由 

    現場の進捗状況がわかりやすく把握できるようにドローンを使用して空撮を行った。また、緊

急対策箇所の地すべり地帯の変化を確認した。 

 現地は山腹地で高低差が 50ｍほどあるために、レベルでの測量は何度もターニングを行うか、

または、仮ベンチを数多く設置する必要がある。設置後も施工進捗に伴い損失したり、精度を確

保するために定期的に確認する必要があり、現場管理をするうえで労力と人力がかかってしまう

ことが考えられる。また、トラバー点も同じようなことが考えられ、迅速に正確に現場を管理す

る方法が必要である。 

実 施 項 目  GNSS を用いた測量・ドローンの活用 

 ドローンを用いて施工範囲を細かく空撮し、支障物や崩壊箇所、危険箇所が無いか確認した。 

また、ドローンで空撮した写真を活用し、進入ルートを決め現地を把握しながら GNSS 測量を行

った。緊急対策箇所の地形に大きな変化がないか空撮により確認した。 

 GNSS を用いて測量を行い現場の丁張や、出来形管理を行った。 

  効    果 

 踏査前にドローンで空撮を行った結果、架空線の位置や施工箇所の現状などを詳しく確認でき、

後の進入ルートの計画や、発注者との打ち合わせ、架空線の移設、作業員への現地説明なども大

変わかりやすく説明することが出来た。また、定点写真で活用することにより、進捗状況を把握

することが出来た。 

 GNSS では主となる基準点に親機を設置すれば、子機で高さや位置がピンポイントに抽出でき

るので、余計な伐採も必要なく短期間で丁張の設置や、出来形の確認を行うことが出来た。また、

立ち会いの際にも、GNSS を用いることで短時間に確認作業を行うことが出来きた。 
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         空撮（着工前）       空撮（施工中）       空撮（完了） 

            

        現地測量               既設トラバーの確認 

 b.安全管理の工夫 

工 夫 理 由 

  現場の安全管理において、女性の立場からみたパトロールを行っているが、定期的に行うことに

より女性の安全に対する意識高揚を目的とした。また、元請け下請けの社長による合同パトロール

を実施し作業員の安全管理に対する意識の高揚を目的とした。 

実 施 項 目 女性、社長による安全パトロール 

  定期的に女性をメインにした安全パトロールを実施し、女性の目線での安全管理や、安全施設の

指摘を行っていただいた。また、社長のパトロールにより安全管理の細部までの指摘や、施工方法

や現場管理方法を指摘していただいた。 

 効   果 

   当現場での女性パトロールは 2 回目で、実際に女性の技師や作業員がいた場合の目線で指摘して

いただき、今後の安全管理や衛生管理に大変役に立つ意見が多く見られた。普段は安全パトロール

に無関心な作業員も熱心に意見を聞いて、受け答えもしていました。これからも、女性によるパト

ロールを定期的に行って頂き、その意見を真摯に受け取り現場に水平展開していき、安全第一で施

工したいと思います。 

   社長パトロールにおいては、各作業員にいつもと違った緊張感が見られ、安全管理や施工方法な

ど細かい指摘に耳を傾けていた。マンネリ化した安全パトロールが多い中このような緊張感がある

パトロールを実施することにより更なる安全意識の向上につながったと思える。 

      
  女性パトロール(1 回目)     女性パトロール(2 回目)                指摘事項 
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   社長パトロール                指摘事項 

 c.架空線対策の工夫 

工 夫 理 由 

  架空線対策として、各現場で出入り口付近に簡易ゲートを設置しているが、実際にその役割が果た

していないことが多いのではないかと思った。実際に簡易ゲートに引っ掛けたとしても、後方でトラロ

ープが切れるだけで運転者は気づかずに走行してしまうのでないだろうか。 

実 施 項 目 

  実際に、簡易ゲートに引っ掛けた場合を想定して如何に運転手に知らせるかを考慮する必要があっ

た。そこで、引っかかった場合に音と回転灯で知らせるセンサー式（写真 1）と、簡易ゲートのロープ

が切れた場合に前方に物が落下(写真 2)する 2 つの方法を実施した。 

 前者は、電源が必要なため電気が取れるところに設置し、後者は、電気の取れないところに設置した。 

効   果 

          写真 1                     写真 2 

        

 ４．おわりに 

積雪期の緊急対策工事等、いろいろな諸問題の中 1 年 4 か月程の期間施工させていただきました

が、自社の安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、発注者による村山地区ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等皆様の適切な安全指示の為、無事故で工事

を完成することができました。また、現場の施工上の問題や用地問題などが多々ありましたが、迅

手前のロープを比較的切れやすい状態にして、

ひっかかった場合に奥の重りを付けているロ

ープが下に落ちて運転者に知らせる 

赤外線センサーにより、赤外線が遮断されると

回転灯とサイレンが鳴り運転者に知らせる。 
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速に対応していただき協議していただいたことで、降雪前に施工完了できたことは大変良かったと

思います。これからも、各現場において創意工夫を実施し安全に施工していきたいと思います。 
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　　①コヤブ沢砂防えん堤

　　　・砂防土工　　　掘削工　V=710m3 　　　 ・砂防土工　　　盛土工　　V=1,300m3

　　　　　　　　　　　盛土工　V=270m3

　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工　　　　　V=480m3 　　　 ・法面工　　　　　　　　　A=4,400m2

　　　・すり付け護岸工　　　　A=50m2 　　　 ・排水構造物工　U型側溝　 L=84.3m

　　　 ・防護柵,舗装工　　　　 　1式

　　

２．地域とのコミュニケーションについて

①.工事だよりの発行

び、管理用道路の整備を行う工事です。

　施工箇所が2箇所に点在し（L=24㎞）また、双方とも地域集落と近接していることや、多年に

わたり工事をしていることでの地域住民対策について報告します。

　　②東ノ沢砂防えん堤

　　・工事の施工に先立ち各地区において地元説明会を行い、工事の内容、予定工程等につい

　　て話し合いを実施し、地元からの要望・意見を集約しました。また、工事の進捗に合わせ

　　毎月各町内会長宅へ伺い情報の収集及び、工事だよりの配布をし工事への理解、協力をお

　　願いしました。

　　　　　　　　　    監理技術者　　奥　山　　孝

１．はじめに

　本工事は、最上川水系砂防工事の一環として、寒河江川流域コヤブ沢からの土砂流出の抑制調

整を目的とした砂防えん堤の構築及び、東ノ沢砂防えん堤の工事用道路等を施工するものです。

　コヤブ沢に於いては、昨年度からの継続工事で堰堤～垂直壁～側壁・水叩き～すり付け護岸を

構築し砂防堰堤を完成させ、また東ノ沢に関しては今年度が最終年度で堰堤本体周辺の盛土工及

砂防工事における住民対策について

　　　　　発注者　　　新 庄 河 川 事 務 所

　　　　　施工者　　　升 川 建 設 株 式 会 社 

　　　　　工事名　　　寒河江川流域　コヤブ沢砂防堰堤ほか工事

　　　　　発表者　 ○ 現場代理人　　奥　山　　孝

工事だより 車両規制のお知らせ地元説明会
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②.自家用水道の修理

③.沿線住民への交通安全について

新規時 運転手への指導

簡易ゲート設置

　　・地元説明会で自家用水道の流量及び、濁度の軽減について両地区から要望があり、

　　工事の着手前に調査を行い新たなルートに水道管を配管し工事の影響がないようにし

　　ました。

　　・施工に先立ち、現場周辺の運行経路及び、架空線の調査を実施、記録し、新規入場時

　　運搬作業前に資料をもとに打合せ指導を行い事故防止に努めました。結果、交通事故、

　　架空線の損傷事故が無くほっとしているところです。

作業前打合せ

注意表示

３．おわりに

　最後に今回の砂防堰堤工事は、２箇所に点在しているうえ現場・地域環境においても非常に

　地域住民との朝晩の挨拶などは現場が進むにつれ多くなり、工事関係者へ幾度となく足を運

びコミュニケーションを図った結果、大きなトラブルもなく無事故・無災害で工事を完成でき

たと思っております。

　最後に協力して頂きました新庄河川事務所及び寒河江川砂防出張所の方々のご指導とご協力

に感謝いたします。

ことなる現場でありました。
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地すべり地帯での安全対策について 

 

        発注者 新庄河川事務所             

        施工者 株式会社 柿﨑工務所 

工事名 志津地すべり大越川ブロック対策工事         

        発表者 ○ 現場代理人 工藤 弥寿志 

              監理技術者 工藤 弥寿志 

 

１．はじめに   

  本工事は、最上川水系地すべり対策事業の一環として、月山地区（志津）地すべり防止区域にお

いて、地下水排除を目的に集水井工等を施工するものでありました。 

  今回施工する箇所は昨年２月末頃、雪解けにより地すべりが活発化し、様々な応急処置及び変動

の把握を行う機器を設置したところであり、翌年の地すべりを早急に抑制する目的が主でありまし

た。           

私自身、志津での施工は今回３回目であり、着工前測量を行ってもなかなか数値が合わない、あ

ちこちの現況法面に波をうって水たまりができ、地すべりを引き起こしているということは把握し

ていたつもりであり、少しずつでも地すべりを抑制していければと思っていたが、このくらい重要

な工事と思ったことは今まであまりなかったと思います。 

ここでは施工中いつ地すべりが起きてもおかしくない箇所で行った安全対策について述べたいと

思います。 

  

工 事 名：志津地すべり大越川ブロック対策工事 

工事場所：山形県西村山郡西川町大字志津地内 

工  期：平成２９年８月４日～平成３０年３月２２日 

工事概要：姥ヶ嶽ブロック 

地下水排除工Ｗ－４ 集水ボーリング ６５０ｍ 

     大越川ブロック 

地下水排除工Ｗ－５ 集水ボーリング ９５０ｍ 集水井工Ｈ＝８．５ｍ Ｎ＝１基 

地下水排除工Ｗ－６ 集水ボーリング ９５０ｍ 集水井工Ｈ＝１４．５ｍ Ｎ＝１基 

地下水排除工Ｗ－９ 集水ボーリング ９５０ｍ 集水井工Ｈ＝１２．０ｍ Ｎ＝１基 

道路土工 盛土工 Ｖ＝２，５００ｍ3 

擁壁工 補強土壁工 Ｌ＝１６５ｍ 

排水構造物工 Ｌ＝８８５ｍ 

 

２．施工箇所の状況把握 

  ８月３日に受注契約を行い、８月７日に現地踏査を行ったところ、ディープウェルが既に施工さ
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れており、ブルーシートで法面が覆われていたり、伸縮計設置が見受けられたが、本施工が行われ

た形跡がない為、疑問でした。通常であれば集水井掘削を開始したが、異常な沈下偏心により、対

策工を検討し、掘削を再開するといった順序となるが、そうではなかった為、今回の施工も今まで

と同様にすんなりとは進んで行かないと思いました。 

  後日発注者にディープウェルの話をしたところ、半年前の２月に地すべりを抑制する為、約５ｍ

の除雪を行い現地へ向かい、対策工を行ったことを聞き、集水井掘削作業中及びボーリング作業中

に地すべり発生により大災害につながる危険性があるということで慎重に行わなければならないと

思いました。 

 

３．Ｗ－５集水井掘削 

  Ｗ－５集水井掘削に先立ち、どの程度現在変動があ

るのかを把握する為、既設伸縮計及び水位計の数値を

確認したところ、現在、あまり変動がありませんでし

た。尚且つ掘削深さが地盤より７．５ｍと浅かった為、

最初に心配した集水井掘削はそれほど心配したもので

はないのではと思いました。しかし、そうではありま

せんでした。掘削を開始し、４．５ｍを過ぎた頃、異

常な沈下が見受けられたのです。たしかに隣接した箇

所に水路があり、地盤より２ｍ程度掘削した箇所より、

多少の湧水はありましたが、掘削が進むにつれ周囲よ        水位測定状況 

り湧水が集水井内に流入し、かなりの土砂の裏落ちが 

発生し、上部には切り立った現況法面があることからこのままでは、このままでは作業員が危険に

さらされると思い、作業を一時中止し、発注者へ状況を報告しました。 

  後日対策工を検討し、発注者と打合せを行いました。内容としてまず、現況水路の集水内流入を

少しでも減らす為、直角三角堰により流量を測定し、１５ｍ上流より導水管の設置を行いました。 

 次に切り立った現況法面の変動を把握する為、伸縮計を設置しました。尚、設置した機種につい

ては、回転灯及びサイレンと連動したものを設置しました。又、伸縮計設置要領内に『警報基準は、

工事場所の地形、地質、気象条件、施工の危険度などにより変わる。一般に１日１ｍｍ以上となる

と活動中と言える。また、危険な状態が近づいた目安は、１時間に２ｍｍ以上といわれる。警報は、

１時間に２～４ｍｍ程度の範囲で発令するようにしている。』と記載がある為、設定基準を１時間に

４ｍｍと設定しました。結果として、多少の動きは見受けられましたが、突発的な地山の変動なく、

回転灯及びサイレンの稼働はなかった為、避難の必要はではありませんでした。 

  その他としては施工ヤード施工時に上流部の切土を行っており、表土がない為、降雨による雨水 

 の浸透を防止する為、ブルーシートを設置し養生しました。結果として事故なくＷ－５集水井掘削 

が完了することができました。 
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４．今後の残工事施工 

  現在の進捗状況としまして、Ｗ－５及びＷ

－６が排水ボーリングまで完了、Ｗ－９は施

工ヤード完了までとなっています。Ｗ－５及

びＷ－６については集水ボーリングとなって

いく為、地鳴りや異常な集水量等が発生しな

ければ特に危険はないと思いますが、Ｗ－９

集水井掘削については、前項に記載した対策

工とは別に調査ボーリングを行っており、コ

アーを確認すると掘削する前から楽ではない

と把握できます。その為、これから最適の対

策工法を発注者及びコンサルタントと打合せ 

 決定し施工を進めていきますが、最後まで事      調査ボーリング施工状況 

故なく今後も現場従事者と共に日々の状況を 

把握していきたいと思います。 

 

５．終わりに 

  今回施工を行っている志津地区は豪雪地帯であり、全国では数少ない夏スキーができるところと

なっています。その他、志津温泉及び地元の催し物による大勢の観光客が来られる為、有名な場所

となっております。そのような地元の笑顔をなくさない為、地域住民の人命及び生活を守る為、工

事を無事に完成させたいと思います。 
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発注者

施工者

工事名

発表者 ○　現場代理人　林　善昭

新庄河川事務所

株式会社　建図

平成28年度　最上川水系

寒河江川流域砂防堰堤修繕工事

　　主任技術者　林　善昭

1、はじめに

　本工事は既存のスリット型砂防堰堤のスリット部に横桟材(鋼製)を設置し上流からの
土石流・流木などが下流へ流出するのを防ぐ工事です。

風吹沢第3堰堤

本道寺沢第3堰堤

西川水沢堰堤

砂防堰堤修繕工事の安全対策について
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　①工事用道路造成前の現地踏査

・本工事で横桟設置を実施するのは3箇所の砂防堰堤ですが西川水沢堰堤　本道寺第3堰
堤に関しては国道から堰堤までの林道・農道が常に地域住民の方も共用してるというこ
ともあり多少の補修・敷鉄板養生等が必要だったが通行には支障ありませんでした。

ただ1箇所風吹沢第3堰堤に関しては国道から約2kmと比較的距離もあり林道入口に土砂
崩落箇所があり常に通行できず林道は荒れた状態でした。このまま重機を搬入し林道補
修するのは危険と判断し事前に現地地形・道路形状などを把握したのち林道補修の施工
にはいりました。

2、安全管理で工夫した点

事前に道路形状・危険箇所を把握したうえで林道補修を実施した結果重機災害も発生せ
ずスムーズに堰堤までの通行が可能になりました。

　②交通災害防止について

・本工事で施工する3堰堤が全て国道112号線からの工事車両出入りとなるため実際車両
を運行する運転手と各箇所の危険な点を洗い出し対策を講じました。

交通災害防止対策を講じ実施した結果、事故無く工事を完了することが出来ました。

立木・雑草などで道路の形状が

分からない状態でした

国道合流の際見通しの悪い箇所に

関しては全て左折合流としました
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・本工事で施工する3堰堤全て急峻な河川であるため土石流の対策を講じる必要があり
ました。

・本工事の施工内容・目的を地域住民のみならず国道を通行される方にも周知いただく
よう国道沿いに説明看板を設置しました。

　あわせて現場事務所にAED設置を明示し有事の際は誰しも使用できるようにしまし
た。

　⑤足場設置について

・横桟設置にあたり足場の設置が必要となります。堰堤上流部への足場設置にあたり足
場設置箇所を大型土のうで締切り、盛土を施し足場底部へジャッキベースを使用、堰堤
設置面には自在型のジャッキベースを使用し足場の転倒防止措置としました。

　本来ならば土石流センサーを設置すべきところですが施工期間が比較的短期なためセ
ンサーを設置せず降雨時のみ監視員を配置することとしました。

　インターネット等で事前に天気予報を確認し大雨が予想される日には作業を中止する
などの対策もあわせて講じました。結果事故無く工事を完了することが出来ました。

　④地域住民への周知について

　③土石流対策について

避難箇所

緊急避難路

施工箇所

土石流監視員

監視場所
(堤体袖部天端右岸側)

堰堤袖部天端に監視員を配置し

土石流発生時にはサイレンで作

業員に周知させる事としました
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　⑥横桟設置について

・施工全般にあたって特に留意した点として林道・農道通行時に地権者との連絡を密に
とりトラブル防止に努めたことです。

　結果トラブルなく順調に全工程を完了することが出来ました。

・ラフテレーンクレーンを使用しての横桟設置にあたっては堰堤下流部へクレーンを設
置し堰堤上流部への設置となるため施工箇所が目視できないためオペレータと合図者が
事前に打合せを念密にとり無線で合図を取り合い設置しました。

　結果設置はスムーズに完了しました。

　⑦工事全般について

風吹沢第3堰堤

本道寺沢第3堰堤

西川水沢堰堤
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発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社　王祇建設

工事名 赤川水系池の頭砂防堰堤工事

発表者 現場代理人　　　○渡會　聡

１．はじめに

　本工事は赤川水系砂防事業の一環として、赤川水系池の頭において上流域からの

土砂流出防止と土石流対策を目的に砂防堰堤を建設するものです。

　コンクリート堰堤工の施工に当たり、ICT施工を活用した丁張の省略化及び

安全対策施設の工夫について、当現場で実施した安全対策を記述します。

２．工事概要

砂防土工 掘削(ICT) 850m3
掘削(軟岩) 330m3
残土運搬 1,180m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工 コンクリート打設 1,102m3
道路改良工 路体盛土工 1,090m3

残土運搬 1,090m3
法面工 モルタル吹付 39m2

赤川水系池の頭砂防堰堤工事の安全対策について

位　　　　　置　　　　　図

池の頭砂防堰堤
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３．ICT土工の活用による丁張の省略化

　着工前の現場照査を行い、右岸の現況法面が3分勾配より切り立っている為、
丁張をかけることすら困難な状況にありました。

そこで特記仕様書に記載のあるICT土工を使用し、マシンガイダンスによる
掘削作業を行い、丁張レスの作業を行えると考えICTを活用した砂防土工の
計画を行いました。

3-1. ICT活用までの流れ

　ICTを活用する上で、GPSを現場で取得できるかどうかが採用の大きな分岐点と
なります。現場でのGPS受信が可能であるか、天候や時間帯を変えながら幾度も
現場検証を行った結果、現場施工が可能である程度のGPSを補足することが出来
ました。

その後、発注者との協議を行いICT導入の決済、現場施工に踏み出しました。

オペレーターからは切り出しの
丁張がない状態で作業を始めることに
大きな不安があったようですが、
現地で実際に法面にバケットを
あてると、掘削完了までの寸法や
離隔が数値と映像で表示されるため
通常の丁張を見通した掘削作業を
行うより、作業時間の短縮が計れ
ました。

急斜面への丁張作業の省略化、
丁張作業での転落、墜落災害の排除、
そして本作業である掘削作業の短縮化
とICT施工の効果が十二分に発揮された
事例でした。

４．安全対策施設の工夫

　当工事は道路改良工と砂防土工施工時に約400台のDTが往来する為、
公衆物損災害における事故件数が多い、架空線切断防止対策に重点を
置き、事故防止を検討しました。

4-1. 架空線の事前調査

　施工に先立ち、現場から東大鳥残土採取場までの経路において、架空線
事前調査を行いました。調査の結果、道路を横断している電線が10箇所あり、
架空高さに問題はないものの切断防止対策が必要であることが判明しました。

ICT機械による掘削状況(MGによるBH掘削)
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4-2. 安全対策施設の工夫

　調査の結果、安全対策施設の設置が必須となったが元請け職員から下記の意見が
出ました。
「従来通りの施設では、運転手が切断に気づかないケースもある。トラロープ
だけでは、切断しても気づかずに通り過ぎてしまい、対策になってないのでは」
その為、接触してもダンプを傷つけず、且つダンプの運転手が異変に気づきように
するにはどうしたらよいか検討した所、下記のような施設を考えました。

赤線　：トラロープ
青線　：　水糸

事前調査結果による架空線横断箇所マップ
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　2基の安全施設を設置し、一本のトラロープと水糸で両方の施設を繋ぎます。
進行方向手前のロープが切れると、進行方向奥のトラロープが垂れ下がり
運転手の視界にロープが見えることで異状に気付く設備としました。

実際に切断実験を行ったところ、トラロープの重さが足りないせいか
ロープが運転手の視界に入るまでに時間がかかる為、ロープの端に
水を入れた重しをつけることでロープの落下速度が上がり、視認性を
向上させました。　
工事期間中はロープが切れることはありませんでしたが、今後も架空線
切断防止に当施設を使用していきたいと思います。

５．おわりに

　初年度工事となった当工事において、現場特有の事故防止対策と
発注者の情報提供による事故防止対策が実を結び、無事完工を迎える
事が出来ました。
　今後も、現場に即した安全管理と危険度や事故発生件数の高い工種を
よく理解し、工事事故ゼロを目指した安全管理を進めていこうと
思います。

平成29年12月　撮影

水糸設置箇所

水入りのバラスト
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現場で行った安全管理について 
 

 
発注者 新庄河川事務所 
施工者 株式会社 柿﨑工務所 
工事名 赤川水系東大鳥川砂防堰堤工事 
発表者 現場代理人 森 直樹 
 
1.はじめに 
  本工事は、赤川水系の砂防事業の一環として、鶴岡市大鳥地内において砂防堰堤の建設を行う工

事でした。 
  東大鳥川砂防堰堤は、今回施工を再開するまで約 20 年間工事の施工を休止していたこともあ

り、近年の河川増水等の状況が分からない状態での工事開始となりました。 

   

        着工前(正面より)            着工前(上空より) 
2.抽出された課題と対策 
  工事の施工にあたり現地踏査を行い、現場条件を把握した結果、まず第 1 の課題が抽出されま

した。 
課題① 河川増水量と施工不可能になる雨量の検討 
   

今回施工する東大鳥川砂防堰堤の位置は、土石流に関する安全対策の対象外となる掃流区間にな

っていましたが、流域面積が 65.3k ㎡と広大であり、増水量が大きくなることは容易に予想出ま

した。 
増水量等の調査を行うために、過年度工事の担当者 2 名に聞き取りを行った結果、「土石流はこ

ないが、鉄砲水はよく出る。ただ、増水量は覚えていない。」との返答だったため、大鳥地域の

方々にも調査を行いましたが、同様の回答がほとんどでした。 
そのため、現場の作業中止基準として、1 時間雨量が 15 ㎜に達した時点で中止し、なおかつ作

業前よりも水位が 50 ㎝上昇した場合は、堰堤左岸袖部分より現場の監視を行うこととしました。 
上記基準を基に施工を進め、工事用道路の造成が完了する時期までは、作業中止基準までの雨量

に達することはなく、順調に施工していました。 
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その後、工事用道路完了間近の 7 月 2 日からの降雨により河川が増水し、工事用道路が延長と

して約半分が破損してしまいました。 
 
      河川カメラ映像             工事用道路破損状況 

  
増水及び、雨量のピークは 7 月 4 日で、1 時間雨量 15 ㎜での被災となりました。 

7 月 2 日の 1 時間雨量が 8 ㎜の時点で工事用道路の破損は確認されていました 
 この増水による流量計算等を行った結果、水位は 1.236ｍの上昇で、流量に関しては、

Q=109.5 ㎥/s との結果が得られました。 
 上記結果により第 2 の課題が発生しました。 
 
課題② コンクリート締切施工時の転流対象流量の設計との乖離 

    
設計流量については Q=6.5 ㎥/s となっており、今後の施工で 1 時間 8 ㎜以上の降雨は頻繁に

あることが予想されたため、監督職員と協議した結果、コンクリート堰堤施工時の転流対象流量

Q=184.1 ㎥/s での設計を見直すことにしました。 
   設計流量の変更に伴い、工事用道路の計画高、仮締切工の計画高、仮水路工の構造を見直し、

施工を行うことになりました。 
    

1.工事用道路及び、仮締切工の計画高の見直し 当初計画高よりも 50 ㎝の嵩上げ 
  2.仮水路工の構造の見直し コルゲートパイプΦ1.5m の 2 連から、仮橋へ変更 
 
   仮水路の見直しに関しては、コルゲートパイプの数量を増やして対象流量を処理する場合、パ

イプの 6 割水深の場合で 41 本、8 割水深の場合で 28 本となり、転流幅に収まりきらない状態

になるため、仮橋に変更して施工することにしました。 
   仮橋の構造は、水通し幅 W=9.0m 水通し高 H=1.75m での計画で、1 基あたりの処理可能流

量が Q=92.421 ㎥/s となるため、2 基設置を行い Q=184.1 ㎥/s＜184.842 ㎥/s と転流可能な構造

へと変更しました。 
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   この構造変更により、1 時間 15 ㎜程度までの降雨、増水には対応できていましたが、コ

ンクリート締切施工時、8 月 23 日～25 日までの増水で再度工事用道路、仮締切の破損がありま

した。 
8 月 23 日河川増水による被災状況 

   

8 月 24 日河川増水による被災状況 

   

8 月 23 日の増水では、1 時間雨量 20 ㎜の時点で写真のような増水となりましたが、仮橋 2 基

で処理できていたため、仮締切と工事用道路に被害はありませんでした。 
8 月 24 日の増水では、1 時間雨量 30 ㎜に達し、仮橋を越流して、仮締切、工事用道路が破損

してしまいました。 
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この増水による被害により、これ以上の構造変更が不可能であったため、河床を 1.0m 掘り下

げることによる応急措置をして作業を行いました。 
また、施工箇所が増水するまでの時間を映像により確認し、上流の皿淵観測所での降雨から、

約 1 時間で増水してくることが判明しました。上流観測所と現場雨量がほぼ同等であり、気象

条件も似ているため、現場で 1 時間 10 ㎜以上の降雨があった時点で、堰堤左岸袖部に監視員を

配置し、無線で現場との連絡を取れるような対策を行いました。 
 
3.まとめ 

本工事は、仮設工施工時点での河川増水被災により、主体工事であるコンクリート堰堤工の施

工が 10 月からとずれ込み、工程的に気象条件的にも厳しい施工になりましたが、これまでの増

水に対処する安全対策を基に、無事工事を完成することが出来ました。 
課題の解決にあたっては、主任監督員、監督職員からのアドバイスを活かし、工程の進捗には

社内の協力体制が充実していたこともあり、降雪後の施工にも大きな工程の遅れもなく施工を完

了することが出来ました。 
今回の工事では、通常経験の出来ない災害を経験出来たので、今後のさらなる安全施工に活か

していきたいと思います。 
完成写真 
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一工夫を加えた安全対策の取組みについて 
 

発注者 新庄河川事務所 
施工者 山形建設株式会社 
工事名 平成 28 年度 赤川水系立矢沢砂防堰堤工事 
発表者  現場代理人 高橋 剛 
    〇監理技術者 遠田 伸一郎 

 
1. はじめに 

本工事は、赤川流域の砂防事業の一環として、立矢沢流域において下流荒沢ダムへの土砂
流出防止を主目的とした砂防堰堤を築造する工事である。今年度は、工事全体の 1/3 に相当
する砂防土工（1,660m3）、コンクリート堰堤工（1,870m3）に加え仮設の工事用道路を施工
しました。 

今回の工事では、基本となる安全対策に一工夫を加えより効果が発揮できるように対策を
行いましたのでご紹介致します。 

 
2. 安全対策の工夫 

① 安全パトロールの強化 
弊社では、一般市⺠の皆様より建設現場の安全向上に役立つ声をお寄せ頂く為、『安全パト

ロールのモニター』を募集し各現場を巡回・巡視を行っております。一般の方からの目線で
見える現場の様子、危険と感じる事、良いと感じる事等、ご意見を頂き現場環境の改善に役
立てました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

② 過去の災害事例集を活用 
会社にとっては辛い記憶である労

働災害。弊社では、過去に発生した
災害事例を教訓として生かそうと約
30 年分（277 事例）をイラスト付き
で災害発生当時の状況を説明し、一
冊の事例集にまとめております。そ
の事例を朝礼・危険予知活動時の教

モニターパトロール実施状況（7 月） モニターパトロール実施状況（9 月） 

災害事例集 
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育材料として活用し、また、現場内トイレ等目につきやすい場所に掲示し危険意識の高揚に
役立てました。 

 
 

③ 昇降用足場の設置 
砂防堰堤に使用する作業用の仮設足場

（キャットウォーク）は型枠に三角形の
器具を取り付け通路として利用する。ま
た、打設高さに応じ各段に設置していく
為昇降用にも使用する事が可能である。
但し、木製型枠に対して使用する例が多
く残存（化粧）型枠に使用する為には取り
付け方法に加工を要するなど使用する場
所は限定的であり、撤去後に取り付け用
金具が残るため美観を損なう恐れもある。 

今回の現場では、水通し部分に枠組足
場を設置し各打設箇所への出入りを可能
とした。枠組足場を使用することは、道
具・資材等の持ち運びも容易になり堅固
なつくりであるため、安全性は向上し墜
落・転落災害の危険リスクを低減できま
した。 

 
 

④ 夕暮れ時期の明示を工夫 
10 月以降は、夕暮れ時期も早くなり資材等に躓いてケガをするケースが多く発生する。

砂防堰堤を施工する上で型枠は必須であり固定するアンカー（鉄筋等）を予め埋設する必要
がある。照明設備を準備し必要照度を確保し「躓き・転倒災害」を防止する対策も重要では
ある。当現場では、高まる危険性を早い段階からでも認識・識別できるように全てのアンカ
ー（鉄筋）に蛍光塗料を塗布し微量な光りでも鮮明に光り場所を認識する事ができるように
工夫を行い災害防止に努めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

枠組足場の設置 

蛍光塗料を活用した様子 
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⑤ 残存（化粧）型枠を使用した場合の転落防止対策 
残存型枠は、外部に足場を設けずに全て内側から施工を可能とした工法（製品）ではある

が、コンクリートを打設した際に転落防止となる設備が無く、危険性は従来の木製型枠に比
べ高いと感じる。今回使用した型枠は２種類あり共に形状が異なっておりそれぞれに対応し
た手摺を一から制作する事は、期間や構造上堅固な物が求められるため、型枠組立後に既存
の専用金具を使用した手摺を設け転落防止に努めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 自然生物（熊、蜂）対策 
自然環境が豊かであることは、市街地に比べ野生動物等が多く対応策を間違えると大きな

事故にも繋がる恐れがある。当地も同じような環境下であるため、緊急時の対応方法を掲示
板の見やすい場所に掲げ注意喚起を行い、熊に遭遇した場合用に撃退用スプレーを常備し対
策を行った。加えて、スズメバチが飛来してきている事が確認できた為、捕獲用罠（自作）
を工事箇所周辺に多数設置し出会う確率を軽減することも対策の一つと考え実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

打設箇所に手摺を設置した様子 

型枠をボルトにて挟む構造 打設前に手摺を設置 

2 週間後の様子（スズメバチが何匹も・・・） 
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⑦ 掘削法面の崩壊防止対策 

掘削した地山を確認すると土砂、玉石、軟岩層等が層状に積み重なった地層を形成してお
り、軟岩層より上部の層は水や風の力により崩れる危険性があった。そこで、掘削面を雨水
等から保護する為にシートによる養生を施し、さらに防護ネットを重ね二重構造で法面を保
護する対策を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3. 終わりに 

工事を行い取り組んできた安全対策は、1 つの安全対策にもう一工夫（一手間を掛ける）を
加える事で安全意識を高め、無事故無災害に繋げようとした取り組みの一つです。視点を変え
る事で見えてきた安全対策でもあります。最後に、工事を無事故・無災害で終える事ができた
事は、作業に携わっていただいた全員の安全意識が高かった事、加えて、赤川砂防出張所の皆
様のご協力・ご指導ご鞭撻のおかげと思っています。 
 
 
 
 

養生を行った様子 
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安全管理・作業環境改善について

発注者 新庄河川事務所                   

施工者  株式会社佐藤工務

工事名 赤川水系鱒淵沢第 1 砂防堰堤工事

発表者 〇現場代理人  菅原 史喜

    監理技術者  竹内 裕

                                  

１．はじめに

当工事は、赤川水系砂防事業の一環として、赤川流域鱒淵沢において上流域からの流出土砂の調節

を目的とした砂防えん堤の施工を行ないました。主な工事内容としてコンクリート堰堤本体工、垂直

壁工、側壁工、法面工、水叩工、すりつけ工で、工期は平成 28 年 7 月から平成 29 年 11 月末までの長

期工事でありました。

２．長期工事での無事故・無災害達成について

当工事は砂防工事であり、工事を進めるにあたり近隣住民の方々にはご協力いただくことが多々あ

ると考えられましたし、現場で働く作業員の環境作りが無事故・無災害達成のために必要と考え、そ

こで改めてこれまでの現場経験における反省点を拾い出して当工事に活用していきたいと思い、考え

られる問題点について検討を行ないました。その結果、以下の 4 点が問題点として考えられました。

① 大型車が集落内を走行する予定であるが、いつまで大型車が走行するのだろうと思っている方も

いるのではないか。

② 何を作っているのだろうか。どういう工事をしているのだろうか。工事が完成することにより集

落の方々の生活に何か変化が起こるのだろうか。

③ 限られた施工スペースでの重機と人との混在作業での災害発生や日々変化する作業通路及び避難

経路の確保。

④ 夏期期間での作業員の熱中症による災害。

以上の 4 点の問題点について具体的に実施した内容を以下に示します。

① について

工事期間中は集落内を大型車等の工事用車両が不定期に往来することが考えられました。そのため、

工事開始前に連絡先及び工事概要を記載した工事内容説明書を集落に配布し近隣住民の方々への周知

を行ないました。（写真１参照）また、大型車走行開始日の１週間前には再度、お知らせのチラシを配
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布し、近隣住民の方への周知を徹底しました。更に大型車の運転手には危険個所を記入した地図を配

布し、運転手と実際に危険個所マップを確認しながら速度を落とすよう指導を行いしました。（写真２、

３参照）

          

写真１            写真２            写真３

② について

「何を作っているのだろうか。」「どういう工事をしているのだろうか。」と思われる近隣住民の方

に「工事からのお知らせ」を毎月発行し、現場の進捗状況をお知らせしました。この「工事からのお

知らせ」の話題で集落の方々からは、声をかけられることもあり、地域の方とのコミュニケーション

ツールの一つになったと思います。（写真４・５参照）

  

写真４                    写真５

③ について     

工事が進捗して行くことで施工ヤードが狭くなったり、資材が散乱することで作業・避難通路が

確保出来ず、近道行動による災害発生等、事故の確率が高まってきます。日々の朝礼で作業員に対し

口頭で注意喚起を促し図面を元に重機配置や作業・避難通路を指示しても中々イメージがわかない事
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が多々あるため、ドローン撮影した写真を図面に貼り付けた資料をもとに重機配置、作業・避難通路

箇所を直接図面に書き込む事でイメージがわいて分かり易いと作業員の方々より好評でした。また、

新規入場者教育時にも同様の資料を用いて教育することで現場の状況が一目で分かる為、わかりやす

く安心して作業が出来るとコメントを頂きました。（写真６・７・８・９参照）

       写真６                       写真７

                                              

写真８                   写真９（避難通路確認）

④ について

夏場での作業は、暑さによる作業効率低下や熱中症災害の発生などが考えられます。コンクリー

ト打設以外の作業日を早出や残業で日々の作業量を調整する事も現場で考えられましたが、近隣住民

への協力要請（騒音等）や現場従事者の家庭の事情も考慮しなければいけないなど、色々な制約があ

る為、通常時間帯で何とか日々の作業効率を維持できないものかと考えました。簡易テントにミスト

扇風機、通常の休憩所を配置し電力線を引き込む又は、発電機により電力を供給する等、色々な案が

ありましたが、費用が掛かる、本当に涼しいのかなど意見があり、当現場では、蓄電式ソーラーハウ

スを設置することとしました。ソーラーハウスには、冷暖房式エアコンや緊急時に使用できる 100V
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コンセントが最初から配備されており、配置場所は徒歩で移動できる施工ヤード付近にすることで何

時でも誰でも休憩でき、ソーラーハウスの為、エアコンが稼働していても常に蓄電している為、常に

冷房をつけ、涼しくしておく事で各自作業中の体調に合わせてこまめな休憩、100V コンセントがある

為、水分補給用のウォーターサーバーを設置し、熱中症予防を行い作業員からも好評で作業の進捗に

影響はなく順調に施工する事が出来ました。また、ソーラー式の為、環境汚染の心配も無い利点があ

ります。（写真１０・１１・１２参照）

＊蓄電料が満タン時でエアコン 1 日 8 時間（温度設定２４℃）稼働の場合→3 日程度使用可能。

      写真１０                     写真１１

写真１２（サーバーイメージ写真）

３．おわりに

当工事の特性として、道路や橋などのように工事が完了して沢山の方々に利用されるものとは多少

異なり、そこに生活する住民の安全を確保するための工事であると思います。施工箇所近隣の住民の

方々には工事に対するご理解・ご協力を頂き工事を完了する事が出来ました。今後も、地元住民の方々

立場に立った視点で現場を客観的にとらえ、またコミュニケーションを図り円滑な工事運営に努めて

いきたいと思います。最後に新庄河川事務所、並びに赤川砂防出張所の関係各位には、期間中、御指

導を頂き無事故無災害で工事が完成した事に感謝するとともに厚く御礼申し上げます。
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地すべり対策工事での安全管理について 

 

発注者   新庄河川事務所 

施工者   株式会社 丸高 

工事名   田麦俣地すべり十座沢地区対策工事 

発表者   現場代理人 冨樫 正博 

○監理技術者 阿部 智 

 

1. はじめに 

本工事は、月山地区地すべり対策事業の一環として、田麦俣地すべり防止区域である十座沢地区と七ツ滝

地区において、斜面対策工の工事を行うものである。 

田麦俣地区周辺は特別豪雪地帯で融雪量が多いことから、過去に幾度も地すべりなどにより人家や道路に

甚大な被害が発生してきた地域である。 

今回は田麦俣地すべり防止区域内の中でも鶴岡市の市道中台線が通る地すべりブロックである七ツ滝⑬ブ

ロック内で行った法面対策工事や擁壁工事においての安全対策について紹介する。 

田麦俣周辺写真

 

七ツ滝⑬ブロック
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2. 問題点 

今回の工事での問題点として、前年度までに活発な地すべり運動が発生している地すべりブロック内での作

業であり、上部法面施工箇所から下部擁壁施工箇所への土砂崩落による災害や落石による災害など重大災害

に繋がる災害の発生が懸念された。 

 

3. 安全対策について 

地すべりブロック内での作業に先立ち、作業従事者の安全確保を目的とし以下の事項について安全対策を

講じた。 

 

①作業開始前の安全対策 

七ツ滝⑬ブロックは前年度までに活発な地すべり運動が発生している地すべりブロックである。 

前年度までに抑止杭の施工や大型土のう積みによる応急対策は行っているものの、降雨などの影響により再

度活発な地すべり運動の発生が懸念された。 

そこで、市道中台線に法面監視カメラを配置すると共に、地すべりブロック内 2 箇所に地盤伸縮計を設置し、

監視カメラの映像や伸縮計の動きを作業従事者全員がパソコンやスマートフォンで確認できるようにした。 

これらの設備を利用し、伸縮計の動きが無く地すべりブロック内が安全であることを確認してから施工箇所周

辺の地山点検を行う事とした。 
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②作業中の安全対策 

今回の工事では工程を確保する為に、斜面上部では法面工事や掘削工事、斜面下部では擁壁工事や盛土

工事を同時に行う事とした。また、斜面中腹には市道中台線が通っており地域の人達の大切なライフラインとな

っている。 

作業中の安全対策として、斜面上部に法面監視員、斜面中腹の市道中台線に交通誘導員、斜面下部に連

絡員を配置し各自トランシーバーを携帯して連絡を取り合う事とした。 

また、下部への崩落土や落石による災害を防ぐために安全ネットや大型土のう積み、土砂ポケットの築造等を

行い上部から下部への崩落土や落石を防ぐ設備を整えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準断面図

連絡員配置 

市道中台線 

交通誘導員配置

監視員配置
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③緊急時の安全対策 

七ツ滝⑬ブロック内では上部法面への作業道路が無く、資機材の搬入においてはモノレール運搬であること

から作業箇所までの安全通路の整備が必須であった。 

安全通路として軽量なアルミ式で法面の勾配に合わせ角度を自在に調整できる仮設階段を約 50m 設置し作

業従事者が安全に通行できる設備を整えた。 

また、緊急時に備え安全訓練で避難訓練の実施や緊急時の被災者の搬送方法、鶴岡市消防本部より講師

を招いて普通救命講習などを行った。 

 

4. 安全対策の効果について 

対策①の効果として、作業開始前、パソコンやスマートフォンから現場に異常が無いか確認することができる

為、安全な状態で現場に入り地山の点検などを行うことができた。 

対策②の効果として、上部の法面監視員、市道中台線の交通誘導員、下部の連絡員の三者が常に連絡を取

り合う体制だったことにより作業従事者に安心感を与える事ができた。 

対策③の効果として、軽量な角度調整式の階段を使用することにより作業従事者の負担を軽減することがで

きた。また、緊急時に備え訓練を行うことにより作業従事者の安全意識を高める事ができた。 

 

5. おわりに 

今回の安全対策については、どの現場でも行っている基本的なことではあると思う。 

現場の事前確認や作業箇所の点検、作業設備の改善や緊急時の対応など基本的な安全対策の重要性を

再認識した現場であった。 

今回の工事での安全対策がこれから行う砂防・地すべり対策工事での安全管理の参考になればと思う。 

 
七ツ滝地区完成写真 
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発注者 新庄河川事務所

施工者 株式会社　大栄

工事名 平成28年度

田麦俣地すべり十座沢地区水路工事

発表者　〇現場代理人　佐藤　達雄

監理技術者　佐藤　達雄

1.  はじめに

　本工事は、月山地区地すべり対策事業の一環として、田麦俣地すべり区域において、斜面

対策工を行う工事です。

　工事の施工にあたり、現場を把握し施工方法を検討した結果、以下の課題を抽出しました。

　①　工事用道路が狭く現場内への大型車両での乗り入れが不可能な事と、隣接工事（対策

　　　工事）と工事用道路を共用し施工を行う事により、安全・工程確保が懸念された。

　②　山腹水路工の水路肩保護工において、アスファルト合材小運搬が不整地運搬車及び

　　　モノレール運搬の為、温度低下による出来形・品質管理が懸念された。

施工における課題と対応について

全体平面図
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2.  課題に対する実施内容

　①　工事用道路について

　①-1　危険マップの配布

　　　資材の運搬ルートは、未舗装で見通しの悪いカーブや、道路幅員が狭い箇所がある為、

　　資材納入業者・現場作業員に危険マップを配布し注意を促しました。

　　　また、鶴岡方面より国道112号を市道への右折は、事故のリスクが高い為、工事車両

　　及び資材納入車両は、一旦現場事務所駐車場で転回し左折での現場乗り入れとルール化

　　し、周知徹底する事により交通災害防止としました。

　①-2　市道中台線の整備

　　　本工事着後は、資材の搬入を行いながら既存道路の補修は困難と考え、準備期間中に

　　中台線の整備を行い、本工事施工中の維持を軽減しました。

土側溝整備 待避所設置

路肩部除草

115



　①-3　資材ヤードの整備

　　　現場工事道路が狭く大型車両での資材納入が困難で、また、資材を置くスペースが

　　無い事から、施工箇所から近接の休耕田を地域住民の協力のもと借入れ資材置場を造成

　　し対策工事と共用する事により、現場内での施工をスムーズに行う事が出来ました。

　①-4　近接協議会の設置

　　　工事用道路を二現場で共用し互いに施工を行う為、対策工事と隣接協議会を発足し　　　　

　　施工調整（施工箇所・工程・通行規制等について）を行いました。　　

　　　また、現場出入口に材料搬入予定表を設置し、材料名・納入業者・納入車両について　　

　　明記する事により、現場に従事する全員が把握し作業する事が出来ました。　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　②　アスファルト合材施工について

　②-1　アスファルト合材温度維持の工夫

      アスファルト合材温度の低下について、自社所有のベッセル3.5m3を４ｔダンプトラック

    に積載し、バックホウ0.45ｍ3（クレーン使用）にて吊り上げる事により、極力施工箇所

    まで温度を維持できることが出来ました。また、シート養生を2枚にする事で温度低下を

    防止できました。

隣接協議会実施 現場出入口全景 資材搬入予定表

資材ヤード造成 資材ヤード全景
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　②-2　出来形の確保と作業環境の改善について

　　  山腹コルゲートフリューム工における、水路肩保護工の舗設作業において、コルゲート

    フリューム上部が45°勾配の傾斜仕上げで、施工当初コテ仕上げで施工を行っていました

    が、仕上がりが悪く施工に時間を要したため、現場廃材（コンパネ等）を利用した傾斜の

    定規を製作し施工したところ、予想以上の仕上がりとなり出来形の確保と作業員の作業

    環境の改善が出来ました。

2.  終わりに

　7月21日付工事再開により工事期間が約4ヶ月間と短い中で、作業員各自が自分の持ち場で

安全確保に努めた事はもちろん、隣接協議会・災害防止協議会等より積極的に協力してもらい

労働災害防止活動が出来たと感じております。

今後も無事故・無災害の継続に向け意識の向上と創意工夫で現場を行いたいと思います。

　最後となりましたが、無事故・無災害で現場を終える事が出来たのも御指導を頂いた発注者

の皆様や、地域住民のご理解、御協力があればこそと思います。

この場を借りて厚く御礼申し上げます。

合材運搬　荷姿 到着温度測定 到着温度　150℃

定規設置完了 舗設状況 施工完了
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七兵衛沢砂防堰堤工事においての安全対策について 

 

 

発注者  東北地方整備局 新庄河川事務所                           

施工者  星川建設株式会社                          

  工事名  最上川水系鮭川流域七兵衛沢砂防堰堤ほか工事                       

  発表者 ○現場代理人 五十嵐圭司                 

       監理技術者 柴田 高志 

 

1.はじめに 

本工事は、最上川水系鮭川流域七兵衛沢において、流域内の渓岸・渓床からの土砂流出防止を目的

としたコンクリート堰堤を建設する工事です。 

当現場では、作業スペースが狭いことから重機と作業員の接触事故防止を目的とした『①重機の選

定』若手作業員が多くいたことから不安全行動の抑止を目的とした『②安全教育』より良い安全現場

をつくる目的とした『③外部講師による安全教育』について取り組みましたので紹介します。 

 

2.工事概要 

工事場所 山形県最上郡真室川町大字川ノ内地内 

 

工事内容 ・砂防土工 １式 ・コンクリート堰堤工 １式 ・仮設工 １式 

     ・応急処理工 １式 ・横桟設置 １式 

      

【着工前】 
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3.安全対策 

① 重機の選定について 

本工事の現場は、作業スペースが非常に狭く作業員と重機との接触事故のリスクが非常に高

いと判断し、重機の選定として後方視界サポートシステム FVM（フィールドビューモニター）

搭載のバックホウを使用することにしました。左右後方３か所のカメラが重機の死角となる場

所を映し運転席のモニターでオペレーターは確認できます。また、その３か所の映像が 1 つに

つながり、バックホウの上空から映したような映像にすることも出来ます。 

    

  

【後方視界サポートシステム FVM (NETIS 登録)】 

 

 

 

     
 

 

  これにより、作業員が重機の死角に入った場合の作業員の位置・動き・人数などを鮮明に映し出

し把握することができただけでなく、周辺構造物等との接触防止にも役立ちました。また、映像内

に作業員が映り込んだ場合オペレーターは機械の動きを止めることによって、接触事故を未然に防

止することも出来ました。 
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 ② 安全教育について 

    この度の現場では、経験の浅い若手作業員や車両系建設機械の資格を取得して間もない作業

員が多く見受けられたので、プロジェクターを使用して若手作業員の不安全行動の抑止と現場

全体の安全意識の向上を目的とした安全教育を行いました。 

    建設現場で起こりうる事故や不安全行動の動画を見せ、目からも情報を得てもらいました。

日頃からスマホなどで動画を見る機会の多い若手作業員には、実際の重機の転倒シーンにベテ

ラン作業員の実際に体験したヒヤリハットなどを添えて説明するのが一番伝わりやすいと思

いました。 

  【プロジェクターによる安全教育】            【補足を加えての説明】 

       
 

 

 ③ 外部講師による安全衛生教育について 

    自社では毎年、建設業労働災害防止協会から安全管理士の伊川廣司さんを招き会社全体で安

全大会を行っていますが、今回の現場では、直接現場を見てもらい指導・アドバイスをいただ

きました。安全書類や作業計画書の作成や重機に係ることなど色々な現場を指導してこられた

伊川さんのアドバイスを現場に取り入れ、無事故・無災害に努めることができました。 

 

【安全書類の確認・指導】   【重機点検・アドバイス】    【現場確認・指導】 
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4.おわりに 

 本現場の事前調査を行った際、着工前の写真を

見ても分かると思いますが、ほとんど水量がなく

正直なところ「今にも涸れそうな河川に堰堤は必

要なのだろうか？」と思っていました。しかし、

８月末の集中的な大雨により河川が急激に増水し

現場内が水没するということがあり、砂防堰堤の

必要性と自然の驚異を改めて実感させられました。

また、このような場所で作業員が安全に仕事でき

る体制を整えることの重要性と常に自然と向き合

いながらの砂防工事の難しさを肌で感じことが出

来ました。 

今回の経験を活かし、これからも安全意識の更なる向上と無事故・無災害の継続に努め現場に臨み

たいと思います。 

 最後に、色々なご指導をして頂いた発注者をはじめとする関係者の皆様に、この場を借りて厚く御

礼申し上げます。 

 

【平成 29 年 11 月現在】 
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藤七沢砂防堰堤用地調査等業務の安全対策

業務名 藤七沢砂防堰堤用地調査等業務
受注者 新和設計株式会社（主任担当者：安藤正人）

１．はじめに

本業務は、西川町大字大井沢地内において寒河江川流域藤

七沢砂防堰堤工事のための用地測量、物件調査算定（立竹木

調査）等を行う業務である。【工期：H29.8.8～H29.11.20】

用地測量調査においては、業務作業に対する安全に加え

て、第三者(土地所有者等)との境界立会い時の安全対策が必

要であり、以下に掲げる安全対策を講じた業務履行の結果、無

事故で完了した。

２．業務箇所の状況

業務箇所は、調査面積1.36ヘクタールのうち、水田及び原野

が0.26ヘクタール（19%）、山林が1.10ヘクタール（81%）である。 図－1 位置図

水田は休耕地のためカヤ・雑草等の藪地であり、山林は一部を除き急峻な傾斜地となっている。《図－1》

３．安全対策

（１）危険箇所等マップ作成

安全対策の実施にあたっては、現地踏査で確認した危険箇所・作業経路・駐車箇所等を記入した[危険箇

所等マップ]を作成し、作業前ＫＹ活動における業務従事者間で情報共有のうえ周知するとともに用地境界立

会いの計画に活用した。車両経路及び駐車箇所では、監督職員及び町内会長に確認を行い、地元住民の方

との無用なトラブル防止にも役立てた。《図－2》

図－2 危険箇所等マップ

N

大縮尺の地図

　

N

業務箇所
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（２）作業時の安全対策

用地測量調査等の作業時は、[危険

箇所等マップ]に基づき以下の対策を行

った。

①河川等転落防止

作業経路に隣接する河川等箇所は、

作業前にセフティコーン・バリケード設置

による立入規制を行い、転倒･転落を防

止した。《写真－1①》

②境界立会経路整備

カヤ・雑草等の刈払いを行い、蜂刺さ

れ防止及び足元を明確にすることで、つ

まずきによる転倒を防止した。刈払は、

刈払械取扱作業者教育修了者による作

業とし事故を防止した。《写真－1②》

③急斜面、段差等転落防止

急斜面が隣接する箇所では、手摺り

用のﾛｰﾌﾟ設置を行い転落を防止した。

高低差のある段差箇所は、脚立を設置

し、転落を防止した。《写真－1③,④》

④熊対策

（ホーン：熊避け）

新しい熊対策用品として取上げられ

ている[熊避けホーン]を使用し、熊との

遭遇を警戒した。《写真－1⑤》

（熊出没マップ）

熊は同一箇所に出没する傾向がある

とされるため、山形県ＨＰの熊出没情報

より、現地の目撃情報を確認し警戒 写真－1 作業時安全対策

を行った。《図－3》

図－3 熊出没マップ（山形県ＨＰ）
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（３）境界立会時の安全対策

境界立ち会い時は、立会出席者（土地所有者）が高齢であることを考慮

し以下の対策を行った。

①事前説明

境界立会いにあたっては、事前に公図・境界杭写真(山地:全箇所)及び

現場状況を詳細に説明する[360度動画]を準備し、立会出席者の理解度を

高めた。《写真－2》

②所要時間短縮・負担軽減

本業務では、田・原野側の地形改変及び境界点数が多いことから、境界

をテープ（紐）で表示し「わかりやすい境界立会い」を行うことで、所要時間

の短縮を行い、負担軽減を図った。《写真－3》 写真－2 立会出席者への事前説明

③境界立会い時の安全対策

境界立会い時は、動物対策（蜂撃退ｽﾌﾟﾚ-・毒吸引器・熊撃退ｽﾌﾟﾚ-・熊避けﾎｰﾝなどの携行）、転倒対策

（ｻﾞｲﾙの携行）、負傷対策（救急品、ＡＥＤの携行）を行った。《写真－4,5》

写真－3 境界表示 写真－4 立会状況 写真－5 立会時の携行品

（４）社内における取組み

①安全会議の実施

社内では、毎月1回の安全会議を実施し、現地作業における注意点や

移動時の交通事故、熱中症、熊・ハチ等への対策について確認した。《写

真－6》

特に以下の対策を列挙する。

・蜂対策→抗体検査の実施、陽性反応者のエピペン処方の携帯

・AED操作→心肺蘇生法（普通救急講習Ⅰ）の受講、処置方法の習得

・刈払事故防止→刈払機取扱作業者教育の受講、修了者による作業

②ＫＹ活動

日常の安全管理として、現場作業前に当日の作業内容、危険箇所対策 写真－6 安全会議

についてKY活動を行った。

４．おわりに

山林の境界確認では、所有者自身が境界が判らないことが多く、地元精通者による境界立会いが増えると

考えられる。本業務での地元精通者にあっては、80才の方2名、70才代の方1名であり高齢者が代理人となっ

ており、山林傾斜地において体力的に厳しく負担の少ない立会計画と万が一の体調不良に備えた準備が必

要である。

本業務で培った安全管理の教訓は、他業務全般に共通するものと考え、今後の業務履行に活かしていく所

存である。
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男滝第一砂防堰堤用地調査等業務 

における安全対策について 

 

発注者 新庄河川事務所 

受注者 株式会社 田村測量設計事務所 

業務名 男滝第一砂防堰堤用地調査等業務 

発表者  主任担当者 吉田 進 

        ○担当技術者 西田 克明 

 

 

１．はじめに 

   本業務は、新庄河川事務所が最上郡大蔵村大字南山地内に計画している男滝第一砂防堰堤工事

に必要となる用地について、用地測量、立竹木調査、土地評価、国有林野所管換申請書類作成を

行ったものである。 

  

   業務内容 

① ４級基準点測量･･････････   ７２点 

② 基準点設置･･････････････   ７２点 

③ 資料調査････････････････   １．５８ha 

④ 境界確認････････････････   １．５８ha 

⑤ 境界測量････････････････   １．５８ha 

⑥ 境界点間測量････････････   ７．７１ha 

⑦ 面積計算････････････････   ７．７１ha 

⑧ 用地実測図原図等の作成･･   ７．７１ha 

⑨ 写真台帳の作成･･････････  ７．７１ha 

⑩ 立竹木調査算定･･････････  ７７．１０千㎡ 

⑪ 土地評価････････････････   ５．００画地 

⑫ 国有林野関係書類作成業務(使用申請) １業務 

 

 

 

本業務は、赤松川支川にある男滝女滝の上流約 1.2 ㎞の国有林（一部民有地有）が作業現場で

あり、沢に沿って林道松橋滝の沢線が走っている。 

当該地区は風化や浸食を受けた脆弱な火山灰質土壌を主体とし、大規模な地滑り地形の中に位

置し両岸は急峻な渓谷である。 

このような状況のもと現場作業を行うにあたり、考慮した安全対策について報告する。 

位置図（調査箇所）    
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２．安全対策について 

男滝の現場は、大蔵村豊牧地区から舟形町高橋地区へ通じる林道松橋滝の沢線の東側へ位置し、

周囲は国有林であるが民有地も点在している。以前は田畑として使用されていたと思われるが、

現在は非耕作地として放置され低木、芦が生茂る状態である。また、砂防堰堤を計画している沢

は、晴天時は比較的水量が少ないが、降雨時には短時間で増水することが予測された。 

   これら現地の状況から、現場作業においては有害動物（熊、スズメバチ等）、安全管理（作業道、

ロープ設置等）の対策及び、積雪前に現場作業を完了させるための工程管理が必要であった。 

加えて、発注者からは初回打合せ時に「作業事故等に十分配慮した安全対策を取ること」との

指示を受けており、作業計画時に調査対象地内の踏査を行い、地形等自然条件や危険箇所を把握

するとともに、通勤災害の予防、使用機器の安全性についても調査を行い、作業前のＫＹミーテ

ィングによる安全な作業の徹底、社内安全管理委員会による安全パトロールを実施した。 

      

       現地状況（民有地）             現地状況（林道） 

 

（1）作業着手前の全体ミーティング 

   作業着手前に業務従事者によるミーティングを行い、本業務の概要、地域の特徴などを把握  

し、必要と思われる安全対策の確認を行った。 

     

         業務概要の確認              安全管理備品 
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（2）ＫＹミーティングの活用 

本業務は、民有地の用地調査、国有林を含む立木調査、所管換に必要な測量調査と内容が多岐

にわたり延長も約 1.3 ㎞と長いため、作業工種、作業状況、現場状況、気象状況に応じた安全対

策が必要であると考え、作業前のミーティングによる危険・注意ポイントの抽出を行い、それに

対する対策・予防の検討を行った。 

〇作業前の服装点検     〇現場・気象状況の確認  〇作業内容、作業手順の確認 

〇伐採器具使用時の安全確認 〇熊、ハチ予防具の確認 

        

           ミーティング状況             安全管理備品 

  （3）現場作業の安全対策 

   現場作業の安全、作業効率の向上を図るため作業道の整備、危険個所への対策を行った。 

        

         草刈機による作業道整備         危険箇所へのロープ設置 

        

        ドライブレコーダーの活用          気象情報の入手 

ロープ 
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  （4）安全パトロールの活用 

   弊社では安全管理委員会によるパトロールを実施し、作業・安全管理の実施状況を確認してい

る。この委員会は、広範な観点から現場の安全管理を徹底するため、代表取締役を長として組織

しているもので、本業務においては 10 月と 11 月の 2 回、あらかじめ作成したチェックリストに

基づき以下の事項について点検を行った。 

① 業務の管理体制（管理体制の表示、危険予知活動実施確認等） 

② 安全装備の整備状況（作業従事者の装備、安全衛生装備の確認等） 

③ 現場交通対策（交通規制標識類の適正配置、車両駐車状況の確認等） 

④ 業務中の作業管理（人員の適正配置、休息状況の確認等） 

⑤ 緊急時の対策（異常気象時の対策、事故発生時の対策確認等） 

⑥ その他（関係法令遵守、健康状態確認等） 

    

     安全パトロールの状況(10 月 3 日) 

    

     安全パトロールの状況(11 月 9 日) 

 

３．おわりに 

   本業務では無事故で完了することが出来たが、傾斜地での作業に対する安全対策（足場の整備、

ロープ等の増設等）をもっと図るべきだったと感じている。今後においても、作業前にかぎらず

作業中のミーティング、安全パトロールの実施など全社をあげての取り組みにより、安全対策の

向上に努めたい。 

   最後に、ご指導いただいた新庄河川事務所の皆様を始め関係者の皆様に深く感謝を申し上げ、

報告といたします。 

点検者 

点検者 
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志津地すべりほか用地調査等業務における安全対策について 
 

発注者 新庄河川事務所 

施工者 株式会社寒河江測量設計事務所 

工事名 志津地すべりほか用地調査等業務 

発表者 ○主任担当者 安孫子文剛 

     担当技術者 滝田 健一 

     担当技術者 秋場 賴雄 

     担当技術者 早坂 和由 

１．はじめに 

 本業務は、志津地すべり及び田麦俣地すべり事業用地の用地測量、物件

調査及び地盤変動影響調査（事前調査）等を行うものである。土地の所有

者に通知を行ったうえで調査の立ち入りを行い、現場は土砂災害警戒区

域であることを認識のうえ作業に当たる。また、田麦俣地区ではすでに工

事が進んでいるため、工事の支障となる箇所や危険箇所には立ち入らな

いように安全対策を従事者がしっかりと確認して作業を実施する。 

２．安全対策の事前調査、安全管理基準の設定 

 作業実施にあたって、あらかじめ現場状況（地形等）、交通状況、季節等

気象条件の確認を現地踏査のうえ行った。 

① 現場状況について 

 現場は、土砂災害警戒区域であり、作業対象箇所（図 1・図 2）には急

峻な岩場や滝があり、滑落等の危険性があった。また、上流部において河

川工事を行っているため、水質に濁りがあり川底が見えない状態であっ

た。現地作業においては安全なルートの確保と滑落転落転倒防止に努め、

滑り止めが付いたスパイク靴の着用や急傾斜地を迂回し、斜面移動は立

木に頼らないことが必要であった。また、山間部において熊の出没情報が

地元よりあった。 

② 交通状況について 

 現場までは国道 112 号から 5 分ほど山道を通り到着する。山道の運転

は落石、路肩決壊等が無いか注意し、スピードを控えた運転とした。駐車

中は他の車両の通行の妨げにならないような場所を選び「測量作業中」の看板表示を行った。 

③ 気象条件について 

 10 月下旬からの現場作業であったため現場においては今後降雪や積雪が予想され、季節柄落ち葉

も散乱している状況であった。降雪や積雪時の現場作業は滑落等に細心の注意を払い、積雪箇所の踏

み抜きや落ち葉による滑落がない様に注意し、スパイク長靴の着用を実施した。 

図 2：作業対象箇所 

図 3：位置図 

図 1：作業対象箇所 
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３．作業前ミーティング実施 

 業務開始前に現地踏査や事前調査

における作業内容、工程説明の他、現

地における安全対策の事前確認を行

った。現場作業当日は現場ＫＹ（作業

前ミーティング）を実施し、健康状態

の確認と当日作業の確認、作業中に予

測される危険を事前に注意点として

作業員に周知させた。同時に作業員全

員の安全意識向上を行い、現場作業に

おける正確な知識と継続的な安全管理

に繋げた。 

４．安全対策の実施について 

 現場は早い時期の降雪や積雪が予想

される地区であったため、工程に遅れ

の無い作業策定と滑落防止等の安全装

備が重要であった。また、地すべり等

の災害警戒区域であるため、天気予報

等の情報収集や「土砂災害警戒システ

ム」の情報を活用し、大雨注意報や警

報発表時は直ちに作業を中止する計画

とした。積雪や足場の確保が困難な場

合は必要に応じスノーシューや安全ロープ等命綱を用い、急傾斜

地は迂回するような安全対策を実施した。また、熊に対する安全

対策として爆竹の使用と熊鈴やラジオを携帯し、こちらの存在を

知らせる対策を行った。 

 作業終了時は携行品や機器の点検を行い、作業班長へ業務の進

捗状況の報告と現場作業の終了を社内管理者へ報告した。帰路は

交通規則を守り、安全運転に心掛け帰社した。 

５．おわりに 

 業務を円滑に遂行するうえで、安全対策をしっかりと実施し、事故や労働災害はあってはならない

もの、起こしてはならないものとして認識し、事故の発生を未然に防止する対策を取っています。 

また、会社としても年次安全計画の策定や社員同士の情報共有を行い、現場作業の変化や新たなリ

スクの多様化に対応し、安全対策を充実、進化させながら対策を講じています。 

今後も常に初心にかえり新たな決意をもって安全対策を重点的な課題と捉え、労働災害防止に努め

てまいりたいと思います。 

図 5：業務開始前会議 

図 6：現場ＫＹ（作業手順書） 

図 4：平面図と現地状況 

図 5：平面図と現地状況 

図 6：積雪時のロープ設置 
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畑地区用地調査における安全管理について 

 

 

発 注 者  新庄河川事務所 

受 注 者  株式会社 成和技術 

業 務 名  畑地区用地調査等業務 

発 表 者  主任担当者 星川 薫 

 

 

１．はじめに 

 本業務は、新庄市本合海において畑地区築堤事業の用地取得のために所有者の土地面積を確定する必

要な用地測量等を行ったものであります。 

作業範囲は、下図に示す通り一般国道４７号沿い約 400ｍであり、現地踏査結果を基に作業等の安全

管理について詳述いたします。 

 

 
 

２．安全管理 

 ２－１．現地状況 

  現地踏査により、一般国道４７号は片側一車線、下り車線のみ歩道が設置されており緩やかなカー

ブを描いて見通しの悪いところもあります。幹線道路として使用されているため、交通量（12 時間約

6500 台 H22）が多く、運転速度も速めで、道路上における危険性が高いところであることを感じま

した。これを踏まえて、現地作業を行う上での安全対策を考慮し作業計画を策定しました。 
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 ２－２．作業前従事者ミーティング 

  本業務に携わる業務従事者で現地の状況を 

 踏まえた安全対策、現場までの通勤に関する 

 交通事故防止対策などを協議、検討し危険に 

 対する意識付けと確認を行いました。（写真 1） 

 

２－３．安全 KY ミーティングによる健康管 

    理及び安全確認 

①担当技術者は、毎朝、天気予報・山形県雪 

情報システム・国土交通省ライブカメラを確 

認し、天候や積雪深、道路状況などを把握し 

て、現場へ向かいました。 

 

②当日作業にあたる人の健康状態及びアルコ 

―ルチェックを行い健康管理するとともに記 

録簿に記入しました。（写真 2） 

 

③もしもの事故に備え、緊急連絡体制を携帯 

いたしました。 

 

④当該現場は、車両の置く場所が待避所若し 

くは道路路肩の為、車両に輪留め、測量中の 

ステッカー、測量中の連絡先を掲示し、車両 

をいつでも動かせるように工夫いたしました。 

（写真 3・4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 

写真 2 

写真 4 写真 3 
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⑤道路沿いを測量するにあたり、新庄警察署へ道路使用許可申請を行い許可を得たうえで測量作業を

実施いたしました。 

 

２－４．作業現場での安全対策 

 ①交通量が多い事から、ドライバーへの啓蒙を図るため、「測量中」の看板設置（写真 5）を行うと共

に測量を行っていない場合は「解除中」（写真 6）のマグネットシールを張る対策を施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②現況測量（建物等）時は、歩道がない車線では、補助員が「減速」の旗を掲示（写真 4）してドラ

イバーに近くで作業していること認識していただくように努めました。また、機械マン近くにはセー

フティーコーンを設置（写真 5）し安全管理に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 写真 6 

写真 7 写真 8 
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 ③境界立会を行う前には、立会の流れ及び安全対策のミーティングを実施（写真 9）し、立会人の安

全確保及び交通事故防止として、補助員が「減速」の旗を掲示してドライバーへ注意発起に努めまし

た。（写真 10） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

３．おわりに 

 本業務では、現地踏査の結果を基に上記の安全対策を施し、無事故で現地作業を終えることが出来ま

した。ご指導いただきました新庄河川事務所の皆様に感謝申し上げます。 

 今後も、安全対策の手法や過去の事故事例を学び、無事故・無災害に努めてまいりたいと思います。 

 

 

 

 

写真 10 写真 9 
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砂防堰堤地質調査の事故防止への取組み 

 

発注者：新庄河川事務所 

請負者：株式会社 建設技術研究所 

業務名：最上川・赤川水系砂防堰堤等詳細設計業務 

発表者：〇担当技術者 高野 徹 

          管理技術者 金野 崇史 

 

1.はじめに 

 本業務は、角川流域の土砂対策事業の一環として計画されている砂防堰堤の設計に資する地盤情報

を得ることを目的に実施した。本調査では、機械ボーリングを 3 本実施した。 

 現場は急峻な山地で急斜面が多く、またボーリング地点の約 150m 上流では現在砂防堰堤が建設中

であるため、現場周辺は工事用車両の往来が多いという現場状況であった。 

 

 

 

図 1 現場の周辺状況 

①斜面状況 

建設工事中の砂防堰堤 

②建設工事中の砂防堰堤 

② 

① 

  ボーリング地点 

H29B-3 

H29B-2 

H29B-1 
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2.取り組み内容 

 本調査では、上記の図 1 に示す現場状況を考慮し、以下の安全対策に取り組んだ。 

①工事用道路脇のボーリング地点への資材搬入経路の確保 

②作業手順に則ったモノレール架設 

③送り出し教育、KY 活動の実施 

 

①：工事用道路脇でのボーリング地点への資材搬入経路の確保 

 本調査では左岸側の地質情報を得るため、工事用道路脇でボーリング調査（H29B-3）を実施した。

ボーリング地点は工事用道路から約 2m の位置にあるため、当初は工事用道路から直接資材の搬入を

考えていた。しかし、上流で砂防堰堤の工事が実施されており、本道路は工事用車両の通行量が多い

現場状況であった。車両事故の防止、および工事の妨げにならないために、図 2 に示すルートでモノ

レール架設を行った。 

 

図 2 モノレール架設の配置図 

 

 

 

建設工事中の砂防堰堤 

①H29B-3 地点 

②モノレール架設の状況 

② 
① H29B-3 

H29B-2 

H29B-1 

約 2m 
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②：作業手順に則ったモノレール架設 

 本調査は、急峻な山地でのボーリング調査のため、急斜面でのモノレール架設が必要であった。資

材搬入などの際、レールが外れたり、支柱が抜けたりすると重大な事故につながる可能性が高い。そ

こで本調査では、予め作業手順書（「運搬用モノレール施工準備書（株式会社 スイモウ三起）」）を作

業員に提示し、これに則り作業することで適切に架設作業を実施した。本調査で行った具体的な対策

としては、沈下防止版の設置（図 3 の架設状況①）と支持台の利用（図 3 の架設状況②）である。特

に急斜面でのモノレール設置状況に留意し、全ての支柱に支持台を使うことでモノレールの安定性の

向上に努めた。 

 

 

 

 

 

 

図 3 モノレールの架設状況 

 

 

① 

沈下防止のため 

沈下防止板を利用 

急斜面での施工のため 

支持台を利用し、モノレー

ルの安定性向上に努めた。 

② 

②架設状況 

H29B-3 

H29B-2 

H29B-1 

①架設状況 
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③：送り出し教育、KY 活動の実施 

 事故ゼロの取り組みの一環として、社内規定に基づいて作成した安全管理計画書をもとに、社内の 

安全管理を統括する部署による「送り出し教育」や「安全パトロール」を実施した。 

「送り出し教育」では、現場経験豊富な専任技術者（安全管理マネージャー）により、安全管理計 

画に不備がないか、リスクの見落としがないかの確認、社内の他分野の業務との情報共有などを行っ

た。本調査では、特にすべり・転倒によるリスクへの指導を徹底した。 

 また、作業期間中は毎朝作業前の KY 活動の実施および現場作業の安全管理マニュアルを携帯する

ことで、怪我なく安全に現場作業を実施することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4 KY 活動の実施           図 5 現場作業の安全管理マニュアル 

 

3.おわりに 

 本調査では、上記の安全対策の実施により、積雪前の 11 月下旬に全ての現場作業を無事故で終了す

ることが出来た。今回行った取り組みを他のボーリング調査業務へ水平展開してより安全に留意して

きたいと考える。本調査が安全に終了できたことは、新庄河川事務所、砂防出張所の皆様のご助力な

くしてはあり得ず、ここに感謝の意を表します。 
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鮭川流量観測調査実施についての安全対策 

発注者 新庄河川事務所調査課 

受注者 大和工営株式会社 

業務名 鮭川流量観測調査 

発表者 ○担当技術者 長澤 寿貴斗 

主任技術者 海藤 広 

 

1.はじめに 

本業務は、新庄河川事務所管内の鮭川流域における河川管理、整備計画検討及び砂防計画立案のため

の基礎資料を得ることを目的に鮭川流域における 5観測所(岩清水・真木・八千代橋・真室川・平岡橋)

での流量観測・河川測量・採水作業・観測所保守点検を行っています。その中の流量観測についての安

全対策について説明します。 

1.1 調査概要 

業 務 名：平成 29 年度 鮭川流量観測調査 

調査箇所：鮭川流域(新庄河川事務所管内) 

工    期：平成 29 年 4 月 1日～平成 30 年 3 月 31 日 

調査内容：低水流量観測 5 観測所  

        ：高水流量観測 5 観測所  

    ：土砂濃度調査 2 観測所 

        ：採水作業     2 箇所 (11 回/年)  3 箇所(1 回/年) 

        ：保守点検 水位観測所 7 箇所  

                   雨量観測所 8 箇所  

1.2 調査箇所（流量観測） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平岡橋観測所 

真室川観測所 
安久土観測所 

小川内観測所 

八千代橋観測所 

真木観測所 

岩清水観測所 
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受信メール

2017/7/22 18:00

大和工営株式会社From

Sub 高水流量観測

高水流量観測実施の
可能性があるため、
今日は晩酌をしない
でください。

END

返信 機能

2.本業務での安全対策 

 2.1 作業手順確認の実施 

本業務を開始するに当たりすべての作業予定従事者を対象に

作業手順の確認を実施。確認内容は、各担当責任者による作業

概要・手順及び留意点、観測所毎の危険箇所・安全対策等の説

明を目的としました。 

高水流量観測は他の作業と違い 5 箇所の水位観測所で実施す

るため、最大で 12 名の人員が必要になることや、突然の出水に

対応するためにリスクの増大が想定されることから、作業予定

従事者全員に周知・確認を行いました。 

 

2.2 携帯メールによる高水流量観測時の安全対応 

高水流量観測は夜間・休日問わず出水に対応する体制が必要

です。特に鮭川は急流河川であり、ダムの洪水調節も伴うこと

から急激に水位が上昇することも珍しくありません。平日の業

務（低水流量観測等）であれば計画的に実施できますが、休日

や夜間であれば人員確保も容易でなく、観測指示が出てからの

電話連絡ではピーク水位時の観測に遅れる可能性もあります。

また集合の際、車の運転にも心の余裕がなくなり安全の確認に

不安が起こります。 

そこで、作業予定従事者全員に個人での水位確認を励行する

と共に、観測実施時は携帯メールへの一斉送信により安全かつ

迅速に会社に集合出来るようにしました。また、作業状況や観

測待機・終了等の連絡を作業員全員に周知できるようにしまし

た。 

2.3 通路の安全 

既設護岸部は観測時に機材の積み降し等で頻繁に昇降することになりますが、雨や雪などによって濡

れてしまうと非常に滑りやすく、転倒や落水の危険があります。そのための安全対策として 

①安全ロープを設置し昇降時に使用。 

②冬季には積雪により河川におりる通路がないため、作業日前日に通路を確保。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業手順確認 

緊急連絡（携帯メール） 

① 安全ロープの設置 ② 通路の確保 
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2.4 流量観測時の周囲への配慮 

①低水観測実施中に通行人や釣り人に作業実施中であることを知らせ、作業実施の理解を得てもらう

ためにのぼり旗を現場に立て、周知を行っています。 

②観測時の作業・住民の安全確保のため河川に設置するワイヤーに目印としてピンクテープを付けて

視認性向上を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5 河川内作業時の対策 

流量観測では、ナイロン製胴付きでは水の抵抗を受けやすく転倒の

危険が考えられました。そこで以下の対応をする事としました。 

① ネオプレーン製スリムウェーダーを使用する。 

② ウェットスーツの着用。 

③ ライフジャケット・ウォータヘルメットの着用。 

スリムウェーダーはフェルト生地の靴底であるため、転倒防止にも

なっています。更にウェットスーツ・ライフジャケット・ウォーター

ヘルメットを併用することにより防水と浮力の向上と転倒時の安全性

の向上を図りました。 

 

2.6 スズメバチ対策 

定期的に高水敷の刈払作業を行いますが、特に 9月後半から 10

月中にかけてはハチの活動が活発になり作業中幾度となく目撃す

る事があります。対策として 

①刈払作業時には殺虫剤(スズメバチジェット)を携帯してい

ます。これは特殊な強力ノズルにより、水平噴射で 4～6メートル、

また 3 メートル近い高所にも薬剤が届き、スズメバチに対して優

れた効果を発揮するハチ用殺虫剤です。 

②万が一刺されてしまった場合を考え、応急処置用にポイズン

リムーバーも一緒に携帯しています。これは不幸にもハチに刺さ

れてしまった場合に素早く体内から毒を吸い出す器具で、傷口に

ポイズンリムーバーをあてがいポンピングすることによってリム

ーバー内を陰圧にし体内の毒を吸い出します。 

② のぼり旗の設置 ② 観測状況 

②ポイズンリムーバー 

① スズメバチジェット 
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2.7 社内安全パトロールの実施 

作業前ミーティングの確認事項が確実に実施されているか確認するために、社内安全衛生委員による

抜き打ちの安全パトロールの実施を行っています。その中で観測所毎に地形や流向等、環境が異なるた

め、現場に合わせた観測方法や安全対策が適切に実施されているかを確認しています。 

パトロールの結果、指摘された事項については報告書としてまとめ後日改善しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.おわりに 

業務を担当する私達は、これまで流量調査業務を長年経験してきたことから、どうしても業務の慣れ

から「大丈夫」と判断しまいがちですが、安全はまず決めた対策基準をお互いに確認すること、そして

守ること、確実に実施することが一番大切であると思います。 

工期まで残すところ 3 ヶ月となりますが、無事故で業務を遂行できるように、今まで以上に安全管理

を徹底していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

社内安全パトロール 

安全衛生管理推進者 

安全運転管理者 
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降雪期
こ う せ つ き

にかかる測量
そくりょう

の安全
あんぜん

対策
たいさく

について 

 

発注者 新庄河川事務所 

請負者 株式会社 建設技術研究所 

業務名 角川流域ほか砂防堰堤予備設計業務 

発表者 管理技術者 金野 崇史 

 

キーワード「ICT 技術」「UAV 測量」「降雪期」 

１．はじめに  

降雪期に外業がかかる可能性がある場合、工程・内容・人員・時間等の調整で作業の短期化を図り

降雪前完了となるタイトな作業とするか、降雪期にかかることを念頭に降雪後作業を見込んだ資機

材・人員投入及び目印等の準備を行うなどの対策が必要です。これらの対策は、作業員への負担増、

資機材や人員の増加・集中投入などの安全管理や経営負担の課題となります。 

本稿では、降雪期にかかる可能性のあった測量において、UAV を活用した作業期間の短期化への取

り組みや予想より早く降雪があったため降雪期に外業を実施した際の安全対策について紹介します。 

２．現場の特徴と作業内容  

本業務は、角川流域三ツ沢川の下流域を対象

に、3 級基準点（3 点）、4 級基準点（26 点）、現

地測量（0.177km2）路線測量（1.40km、測点 50m

ピッチ、横断 29 本）を実施しました。 

対象範囲が広いため、通常では 2 ヶ月程度の

作業期間が必要でしたが、着手が 11 月初旬で積

雪影響により完了が困難な状況でした。 

さらに、河道は水量が多く、側岸は高標高・

急斜面で、水場作業や転落等のリスクの可能性

があったため UAV を活用した測量（以下、「UAV

測量」）を選択しました（写真 1）。          写真 1 現場状況（急斜面、水量多い） 

３．UAV 活用効果と工程管理  

（１）UAV 活用効果 

国土地理院では、無人航空機（UAV：Unmanned Aerial Vehicle 通称ドローン）を測量で使用でき

るように、「UAV を用いた公共測量マニュアル（案）」及び「公共測量における UAV の使用に関する安

全基準（案）」を作成しました（H28.3.30 公表）。これらは、公共測量だけでなく、国土交通省が進め

る i-Construction に係る測量作業での適用を前提にしており、測量業者が円滑かつ安全に UAV による

測量を実施できる環境を整え、また、建設現場における生産性の向上に貢献するものです。 

本業務では、積雪までの限られた期間内に外業を完了する必要ありました。事前の計画段階におい

て、通常の測量では予想積雪時期（12 月中旬）までの作業完了が困難でしたが、UAV 測量により外業

急急斜斜面面  

水水量量多多いい  
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降雪・積雪予測

通常測量

UAV測量

降雪・積雪実態

作業実績

記号の説明　○；外業可、△；外業可ではあるが要注意、×；外業不可
※計画における外業の稼働率は60%と想定、実績は80%程度

計画

実績

外業（路線）

2週目 3週目 4週目 5週目1週目 2週目 3週目 4週目 5週目 1

外業（地形測量） 内業

外業（地形測量） 内業 外業

11月 12月

○；降雪・積雪なし △；降雪 ×；積雪

○；積雪・降雪なし △；降雪・浅い積雪 ×；積雪

外業（地形測量） 外業（路線測量） 外業不可 

外業期間 70% 

外業期間 60% 

期間が約 70%に短期化出来ることから実施が可能と判断しました。なお、UAV 測量では水面下の地形計

測が出来ないことから精度確保のため一部区間で路線測量を併用しましたが、条件によっては 50%以

下となる短期化も可能です。 

表 1 測量手法や気象及び工程の計画と実績の比較 

（２）工程管理 

予想より 2 週間程度早く降雪があったため、降雪・積雪中に安全作業を実施するための対策を実施

しました。降雪があった時点で、UAV 測量の外業は完了していましたが、残作業として路線測量（外

業 10 日間程度）がありました。 

当時の降雪状況や長期的な予報から、雪解けなどの一時的な作業環境の回復への期待が薄く作業期

間が長くなれば危険が増すと判断し、休日作業を積

極的に実施して作業タスクの短期化を図りました。 

休日作業は疲労の蓄積や回復不足の原因であるこ

とから、天候等により週の作業日数が減った場合で、

かつ、1 日の作業時間が比較的短いなど作業員の負

担が一時的にも大きくならないよう配慮しました。 

この結果、予定より 1 週間程度早く外業が完了し

作業期間を通じた外業の稼働率が 80%程度まで向上

し、外業期間が通常の測量（計画）の 60%程度に短

期化出来ました。                  写真 2 降雪期の作業状況（路線測量） 

４．安全対策  

作業にあたっては、前述のマニュアル（案）の遵守に加えて、協力会社が独自に規定する「飛行マ

ニュアル」を活用して機体の整備、操縦者の熟度、作業体制の確保を実施しました。また、降雪中の

作業が発生したことから現場状況に合せた安全対策を追加実施しました。この概要を以下に示します。 

（１）UAV の整備 

機体の整備では、下記の点検を実施し、点検結果等を記録（表 2）して電子データで管理しました。 

①飛行前点検（各機器の取付状況、モーターの異音、プロペラの傷やゆがみ、バッテリーの充電量） 

②飛行後点検（ゴミ等の付着、ネジのゆるみ、モーターやバッテリーの異常な発熱） 

③10 時間飛行毎点検（部品交換、ネジのゆるみ、プロペラ･フレーム･モーターの傷やゆがみ、異常） 

積積雪雪深深 1100ccmm  
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（２）操縦者の熟度                    表 2 機体点検・整備記録表 

UAV の操縦は、ドローン検定協会や日本マルチコプタ

安全推進協会の講習会等を受講し、修了証や認定証を保

有した操縦者が実施しました（図 1）。操縦者は、講習会

だけでなく、フライトシミュレーターによる操縦訓練や

GPS等による飛行安定の無い状態で 10時間以上の操縦訓

練を実施して表 3 に示す操縦技能を習得するほか、月１

回以上の実技及びシミュレータの活用による訓練で操縦

技能を維持することに努めています。 

表 3 UAV 操縦者技能表 

 

（３）飛行計画（支障物、障害物対策）            図 1 ドローン検定合格証 

現地には、架空線（送電線）や車両が通行する道路、保全対象があり、UAV がこれらに近接する可

能性があったため安全な飛行計画を立案しました。 

前述のマニュアル（案）では、UAV は操縦者が視認できる範囲で飛行すること、支障物等から離隔

（30m 以上）を確保することとなっています。そこで、現地踏査を実施し、測量範囲及び周辺の支障

物や障害物を確認しました。また、樹冠（木の枝葉）など障害物のない UAV の離着陸ポイントやその

ポイントからの上空視界・視

野範囲を確認し、測量範囲を

網羅できる飛行ルートを設定

し LP データ等を活用した机

上シミュレーションにより飛

行高度、計測範囲等の飛行計

画を立案しました（図 2）。 

この際に、支障物からの離

隔は 30m 以上ですが、送電線

の場合は電波障害で操縦不能

となる可能性があることから

水平 100m を確保しました。     図 2 UAV 飛行計画図（一部抜粋；送電線影響回避状況） 

部位・部品 点検項目 

測量範囲 
送電線 

最最上上川川  

角角川川  

三三ツツ沢沢  

飛行ルート１ 飛行ルート２ 

離隔 100m 以上 
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（４）作業体制 

飛行の際には、操縦者以外に補助者 1 名以

上、監視員 1 名以上を配置し、飛行状況及び

周辺の気象状況の変化等の確認、飛行経路の

直下及びその周辺に第三者が立ち入らないよ

うに注意喚起を行える体制を整えました 

補助者は、飛行状況及び周辺の気象状況の

変化等の確認、飛行経路の直下及びその周辺

に第三者が立ち入らないように注意喚起を行

う役割とし、不測の事態が発生した際には、

第三者の避難誘導等を行うものとしました。       写真 3 UAV 飛行時作業体制 

監視員は、飛行経路全体を見渡せる位置において、無人航空機の飛行状況及び周囲の気象状況の変

化等を常に監視し、操縦者が安全に飛行させることができるよう必要な助言を行いました。 

（５）降雪・積雪時の安全対策 

予想より 2 週間早く降雪があったため、追加で安全対策を講じました。なお、降雪前に UAV 測量は

完了していたことから、路線測量の作業を対象に実施しました。 

まず、作業者に対し、車両の雪対策（冬タイヤ）、移動の際の安全運転の徹底、気候に合わせた服装

（防寒対策）、単独行動の禁止、気象情報を常に把握し、悪天候（吹雪等）の際は作業を中止する、等

の基本的な安全対策を再確認しました。また、作業開始前に危険箇所を確認してＫＹ活動を実施し、

作業時には転倒、滑落に十分注意するなどの安全対策目標を確認しました。さらに、積雪状況、気温

を確認したうえで、凍結などによるスベリ・滑落や雪崩発生の可能性などの安全確認を実施したうえ

で、作業着手を判断しました。 

（６）会社としての取り組み 

事故ゼロの取り組みの一環として、社内規定に基づい

て作成した安全管理計画書をもとに、社内で送り出し教

育」や「安全パトロール」を実施しました。 

「送り出し教育」では、現場経験豊富な専任技術者（安

全管理マネージャ）により、安全管理計画に不備がない

か、リスクの見落としがないかの確認、社内の他分野の

業務との情報共有などを行いました。            写真 4 安全教育実施状況 

４．おわりに               

本業務では、上記の工夫や安全対策により、積雪前の 11 月下旬に全ての現地作業を無事故で終了す

ることができました。ご指導いただいた新庄河川事務所、砂防出張所の皆様に感謝申し上げます。 

今後は ICT 技術の導入により現場における一層の生産性向上が図られていくことになります。その

一方で、これまでになかった多様なリスクに直面することになるので、安全対策のさらなる工夫をし

ていきます。この紹介が、今後の現場作業の安全に寄与できることを祈念して結びとします。 以上 

操縦者 補助者 

監視員 

UAV 
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砂防堰堤詳細点検における降雪期の安全対策 

 

発注者 新庄河川事務所 

請負者 株式会社 建設技術研究所 

業務名 銅山川流域ほか施設点検診断等業務 

発表者 ○担当技術者（現場責任者） 川崎 巧 

 管理技術者              古山 剛 

1．はじめに 

本業務では、角川及び銅山川流域における砂防

堰堤 14 基の詳細点検を実施しました（図 1）。 

砂防堰堤の詳細点検では、通常の定期点検で確

認できなかった箇所の確認が求められます。これ

らは作業時に安全上の問題のある箇所が多く、危

険を回避するための安全対策が必要となります。 

安全で確実な点検調査を行うためには、葉が落

ち、水量が少なく、かつ積雪までの限られた期間

内に実施する必要がありました。一方、本年は月

山の初冠雪が昨年より 20 日早く（山形地方気象

台による）、点検調査の実施期間が降雪期に差し

掛かることとなりました。 

ここでは、本業務で実施した主な安全対策につ

いて紹介します。 

 

2．主な調査内容 

本業務で実施した主な調査項目及び内容は表 1

のとおりです。 

表 1 本業務で実施した主な調査項目・内容 

調査項目 調査内容 

目視点検・計測 既往点検で確認されている変状を確認、計測する。また、既往

点検で未確認の変状があれば、同様に確認・計測する。 

望遠レンズ・UAV による写真撮

影 

望遠レンズや UAV を用いて近接撮影が困難な箇所の写真撮影を

行う。 

簡易締切 水通し天端で簡易締切を行い、本体下流面の変状を確認する。 

洗掘深計測・水中カメラ撮影 水通し天端で測深錘による洗掘深計測や、水中カメラ撮影を行

う。 

打音検査・テストハンマー試験 構造物をハンマー打撃し、表面剥離箇所等の確認を行う。コン

クリート構造物の強度低下が懸念される場合は、テストハンマ

ーによる打撃を行い、コンクリートの圧縮強度を推定する。 

角川流域：3 施設

銅山川流域：11 施設

図 1 調査対象箇所 
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3．実施した安全対策 

（1）調査全般の安全対策 

1）安全管理計画書の作成 

調査計画時には、社内の

「現場作業安全衛生管理マ

ニュアル」に基づき、「安全

管理計画書」を作成し、作

業内容、緊急連絡体制（連

絡先、連絡順序）、作業工

程、現地で留意すべき事項

等を整理しました（図 2）。

さらに、「現場リスクチェッ

クシート」を利用し、現

場作業で想定されるリス

クを抽出し、「安全管理計画書」に示される安全対策が十分であるか、所属

部長及び現場経験豊富な専任技術者（安全管理マネージャ）

による確認を行いました。 

2）送り出し教育の実施 

調査準備時には、管理技術者、担当技術者及び協力会社担

当者による「送り出し教育」を実施し、安全管理計画書を基

に作業内容及び安全対策等の確認を行い、安全に対する意識

の共有を徹底しました（写真 1）。 

3）KY 活動の実施 

作業開始時には、作業者全員による「KY 活動」を実施し、当日の作業内容及び安全対策につい

て確認しました（写真 2）。また、本業務では高所（水通し天端）での作業を予定していたため、

KY 活動時には作業員の当日の体調を確認し、作業員の配置に問題がないかチェックしました。さ

らに、KY 活動の内容を「作業日報」に記録し、作業者全員がサインを記入することで、安全意識

の向上を図りました（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 作成した作業日報の例 写真 2 KY 活動の実施状況 

図 2 作成した安全管理計画書の抜粋及び現場リスクチェックシート

実施する安全対策は？ 現場条件は？ 
想定されるリスクは？

写真 1 送り出し教育の実施状況

作業内容の確認 
安全意識の共有

作業者全員によるサイン 
→安全意識の向上

作業者内容、 
安全対策の確認
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（2）降雪期における安全対策 

本業務では、点検調査の実施期間が

降雪期に差し掛かることになったた

め、通常の安全対策に加え、降雪期の

安全対策を実施しました。具体的に

は、砂防堰堤の水通し天端が凍結し、

転倒・墜落の危険があることを想定

し、氷点下での砂防堰堤の水通し天端

での作業を禁止しました。また、UAV

のバッテリー消耗が著しくなり、安定

した飛行が実施できないことから、

UAV 撮影についても氷点下での作業を禁止しました。 

銅山川流域内にある肘折観測所における昨年 12 月初旬

の気象データによると、明け方から午前 8 時までは氷点

下を記録している（図 4）ことから、特に調査開始午前 8

時から 9 時の気温に注意しました。 

現場での気温は、携帯式温度計を用いて測定しました

（写真 3）。また、気温は 0℃以上の場合でも、凍結箇所

がないことを確認して水通し天端での作業を実施しまし

た。 

 

（3）天端作業時の安全対策 

本業務では、砂防堰堤の水通し天端において、簡易締切や

洗掘深の計測等を行いました。水通し天端は直下の水褥池

との比高差が大きく（写真 4）、流水のある古い堰堤の水通

し天端は、摩耗による凹凸やコケなどで滑りやすいため、万

一の場合の墜落防止対策として「親綱」の設置と「安全帯」

及び「ライフジャケット」の装着を義務付けました。親綱と

それを固定するためのアンカーの設置は、法面工事の事例

資料などを参考に表 2 に示す要領で行いました。 

 

表 2 親綱とアンカーの設置方法 

仕様 設置方法 

親綱（φ16mm, L=20m） 周辺の大木、堰堤の昇降ステップ、アンカー等に両端を固定し、

緊張器で十分に緊張 

ア ン カ ー （ 異 形 棒 鋼 D19mm, 

L=1.0m フック加工） 

周辺に親綱の固定箇所がない場合、堆砂敷に 15°程度の角度を

付けて 70cm 以上打込む 

‐2

0

2

4

6

8

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

肘折観測所における気温データ(2016/12/04)
(℃)

(時)

図 4 肘折観測所における気温データ 

午前 8 時
ま で 氷 点
下を記録 

写真 3 携帯式温度計による気温測定

写真 4 高堰堤における点検作業

高所での作業 
→墜落防止策の実施 

0℃以上を
確認 
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写真 5 親綱設置事例 1（昇降ステップに固定） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 親綱設置事例 2（アンカーに固定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 天端作業状況 

 

４．おわりに 

本業務では、上記の安全対策により、降雪期に差し掛かった 11 月下旬に全ての現地作業を無事故で

終了することができました。ご指導ならびにご助言いただいた新庄河川事務所、銅山川砂防出張所の

皆様に感謝申し上げます。 

現地作業における安全管理の重要度は、今後さらに高まっていくものと考えます。今後も無事故を

目標に、安全第一で現地作業を実施して参ります。この紹介が、今後の点検作業者の安全に少しでも

寄与できることを祈念して結びとします。 

 

 

昇降ステップ

の鉄筋 

緊張器

親綱 

昇降ステップ 

親綱

アンカー：異形棒鋼(D19) 

打ち込み目安(70cm)に目印 かけやで打ち込み・固定

アンカー

親綱
親綱 

安全帯

ライフジャケット

簡易締切状況 測深錘による洗掘深計測状況 

簡易締切によって、ひび割れ、欠損を確認
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月山地区 志津地すべり調査連絡会の取り組み 

 

発注者 新庄河川事務所 

施工者 奥山ボーリング株式会社 

業務名 五色沼北部地質調査 

発表者 主任技術者 伊藤和広 

○担当技術者 木村善和（志津地すべり調査連絡会会長） 

          安藤翔平 

          高堂陶子 

1  はじめに 

月山地区志津地すべりでは，地すべり機構解明を目的とした地質調査を平成 17年度から実施してい

る。特に五色沼ブロックは，幅・長さ約 1.2km，想定すべり面深度 100m以上の大規模地すべりである。 

本年度，五色沼ブロックでは，地質調査業務が 4業務，地すべり観測業務が 1業務実施された。各業

務の連携を図り，①安全意識の向上，②事故防止，③地域貢献，④ボーリングコア品質向上，⑤若手

技術者の技術向上を目的に「志津地すべり調査連絡会（以下，連絡会という）」を設置した。会員は，

各業務を担当する若手技術（20代～30代）を中心とし，発注者にはオブザーバーとして参加頂いた。

本発表ではその活動内容を報告する。 

2  活動内容 

連絡会では，主に月 1回の連絡会議，合同安全パトロール，講習会を行った。また，「現場作業時に

熊を見かけた」等の安全に関わる事象は，素早くメール・電話等で情報共有し安全作業に努めた。 

表.1 志津地すべり調査連絡会の活動内容 

行事 開催日 内容 

連絡会議（第 1回） 9月 5日 連絡会の設置，会員・オブザーバーの決定，今後の予定 等。 

連絡会議（第 2回） 10月 4日 工程確認，安全管理情報の共有，安全パトロールの予定 等。 

第 1回合同安全パトロール 10月 20日 砂防ボランティアによる安全パトロールを実施。 

第 2回合同安全パトロール 11月 7日 志津地すべり調査連絡会による安全パトロールを実施。 

連絡会議（第 3回） 11月 7日 工程確認，降雪が本格化する前に調査終了させるための課題・工夫， 

技術委員会の事前コア観察会予定 等。 

連絡会議（第 4回） 12月 6日 工程確認，事前コア観察会の確認，技術委員会の予定 等。 

事前コア観察会および 

講習会 

12月 13日

～14日 

事前コア観察会。 

川崎地質株式会社より藤沢技師長をお招きし，地すべり講習会を実施。 

連絡会議（第 5回） 1月 17日 事前コア観察会， 

（一財）砂防・地すべり技術センターをお招きし，「月山地すべりと全国

の地すべり事例」についての講習会を実施。 

連絡会議では，連絡会を立ち上げての感想，連絡会議の締め 

3  第 1回合同安全パトロール 

連絡会の中心的な活動に「合同安全パトロール」がある。第 1回合同安全パトロールでは，砂防ボ

ランティアをアドバイザーとして招き，弊社が担当するボーリング調査箇所を含む 2現場の安全点検

を行った。安全パトロールの指摘事項を早期に改善し，さらなる安全作業に務めた。なお，弊社が担
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当した本業務において，作業ヤードが六十里越街道に近接することから，地域の安全と環境に配慮し

た安全柵を設置し，遊歩道を整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4  例年より早い根雪と降雪の中の現場撤去 

平成 29年度の降雪開始時期は，直近 3年間で最も早く，また根雪になるのも早かった。その後も降

雪が続き，11 月 26 日には積雪深 105cm を記録した。その後も積雪深が増加し続けたことから，連絡

会員で現場事務所に集まり，効率的・効果的かつ安全な除雪方法について情報共有し，対応した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  おわりに 

連絡会の設置により，安全管理や技術的事項を情報共有し，早い積雪にも関わらず無事故で現場を

終えることが出来た。また，若手技術者の会社を超えた繋がりが出来たのも一つの財産である。次年

度以降，月山地区地すべり対策事業の推進に繋がるよう，連絡会の感想を表.2にまとめた。 

最後に，連絡会の円滑な運営にご協力頂いた会員の皆様，叱咤激励頂いたオブザーバーの皆様にこ

の場を借りてお礼申し上げます。 

表.2 志津地すべり調査連絡会の感想 

良かった点 今後の課題 

・クマ出没の情報共有。 

・第 3者の視点での合同安全パトロール。 

・若手技術者の交流の場。 

・定期的な各業務の進捗と作業の詳細把握。 

・除雪体制の情報共有。 

・講習会での貴重な講話の聴講。 

・田麦俣地区の地質調査業務の参加。 

・提出書類の統一。 

・コア判定の基準統一。 

・地元へ安全対策や業務のアピール，共同でのイベント開催。 

・継続的な連絡会の開催。 

 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

240

11/1 11/8 11/15 11/22 11/29 12/6 12/13 12/20 12/27

積
雪

深
(㎝

)

志津地区_積雪深比較

H25_積雪深 H26_積雪深 H27_積雪深 H28_積雪深 H29_積雪深

写真 1 安全パトロール実施状況 写真 2 遊歩道の階段整備 写真 3 安全柵の設置 

写真 4 モノレール撤去時の除雪作業状況 図 1 志津地区の積雪深比較 
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ヤケノ沢地区

本沢地区

濁沢地区観測等調査における

事故防止への取り組み

発注者 新庄河川事務所

施工者 奥山ボーリング株式会社

業務名 立谷沢川流域濁沢地区観測等調査

発表者  主任技術者 伊藤和広

担当技術者 大村泰

  担当技術者 佐藤直行

  担当技術者 髙堂陶子

 〇担当技術者 今野悠紀

1. はじめに

本業務は，立谷沢川流域濁沢のヤ

ケノ沢地区，池ノ台地区，本沢地区

において，崩壊拡大及び堆積土砂の

急激な流出の監視及び崩壊発生機構

解明のための基礎資料を得ることを

目的に調査を実施した。調査は，地

すべり動態観測として，ヤケノ沢地

区，池ノ台地区に設置している観測

計器の観測及び本沢地区含むGPS観

測を行った。

現場は急峻な山地で地形変化に富

み，崖や沼，泥濘地や緩んだ岩場等

の危険箇所が多い。また，本沢地区

へ向かうには池ノ台地区の尾根を越

える必要があるため，移動だけでも

往復 4 時間程かかる。さらに，現場

では熊等の危険動物の通り道になっ

ている箇所があり，熊の目撃情報も

少なくない。

そのため安全に効率よく作業する

には上述の現場状況を考慮した安全

対策やリスクを減らすための工夫が

必要となる。

本論では業務中に実施した以下の対策を紹介する。

① 危険動物対策→熊スプレーの携行，音による警戒，熊の生態を熟知した作業員の同行。

② 熱中症対策→適宜休憩を取り，万一に備え熱中症対策キットの携行。

③ 滑落対策→撮影が困難及び崩落が危惧される危険な急斜面での UAV の活用。

図 1 濁沢地区平面図 
特記仕様書より引用
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2.  取組内容 

2. 1  危険動物対策 

 調査箇所は，毎年同じ箇所で熊の目撃情報があったり，同じ観測計器が熊によって損傷させられてい

る(写真 1)等，熊の通り道になっている可能性が高い。そのため，熊による作業員の受傷リスクを減ら

すため，以下の対策を行った。 

1）熊鈴を携帯し，長時間同じ場所に留まる場合や熊の目撃情報が多い箇所の通過時には爆竹を鳴らす。 

2）熊の生態に詳しい猟友会に所属する作業員を同行させる。 

3）万一，熊に遭遇してしまった場合に備え，熊スプレーを携帯する。熊対策に使用したグッズを装備

した状態を写真 2 に示す。 

4）猟友会に所属する作業員から以下のような留意点を教えてもらい，全員に周知した。 

・熊対策には熊鈴や大声を出す等の音により自分の存在を知らせる事が効果的である。ただし，近接 

した状態での音による威嚇は逆に刺激する事になるので，慌てず静かにやり過ごすのが良い。 

・沢など音が通りづらい場所では煙草や線香といった煙や匂いの出るものが有効である（熊の嗅覚は 

人間の数百倍もあるため遠くからでも感知する)。 

・熊スプレーは使用した人間へのダメージも非常に高い。直接浴びなくても，目・鼻といった粘膜や 

皮膚への激痛や痺れといった症状が出る可能性もある。 

・木に登っている熊はみかけよりも距離が近く，木から降りたら思いのほか近く驚く事がある。 

熊をみかけたらすぐ避難の準備をする。 

・熊対策ではないが，濃色の服装はスズメバチが襲ってくるので危険である。危険なのは黒だけでは 

なく濃色の服装も該当する。頭部には淡色の帽子等を被るのが良いとされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 熊による観測計器の被害 
（ケーブルの引っこ抜き） 

写真 2 熊対策グッズ装備状況 
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2. 2  熱中症対策

本沢や池ノ台の調査を行う際，調査・観測箇所と車両置き場との行き来が往復で 4 時間程になる事も

ある。気温が 30℃を越える事もある 7 月・8 月では熱中症のリスクが高くなる。調査時の歩行による移

動時は 50 分毎，急峻の登りの際には 30 分毎を目安に休憩を設けた。ロープによる補助が必要な急斜面

では登坂後にも適宜休憩を設けた。また，気温が高い日には上述の時間に拘らず，登坂の終了後や疲労

を感じた際にも休憩をとった。十分な量の飲料を携行する事はもちろんだが，さらに万一の場合に備え

て熱中症対策として熱中症対策応急キット（写真 3）を携行した。 

2. 3  滑落対策

調査地域の中で，本沢は特に斜面の崩落の進行が著しい。急勾配且つ足場の安定しない岩場が主体で

あり，ずり落ちや転倒の他に足場ごと崩れたり，オーバーハング部分を踏み抜く危険性がある。地区内

には崩落が進行し危険で立ち入れない箇所も存在する。浮石の多い急斜面では作業員同士の間隔を開け

て移動し，落石による負傷にも注意する必要がある。以上のような現場状況から徒歩での到達が困難な

危険を伴う箇所では UAV を用いた撮影を行った。本沢地区まで UAV を搬送する必要があるため，機種

はなるべく軽量且つコンパクトなものを選んだ。選定した機種は DJI 社製の小型クアッドコプターであ

る MAVIC PRO とした。当機種は折り畳みが可能で持ち運びに特化しており，収納ケースごと中型のリ

ュックサックに入るサイズとなっている。使用した UAV を写真 4 に示す。 

写真 3 熱中症対策応急キット 

写真 4 DJI 社製 UAV MAVIC Pro 
DJI 公式 HP より 

MAVIC PRO 諸元 

高さ：83 ㎜ 

幅(折畳み時)：83 ㎜ 

長さ：198 ㎜ 

重量：734g 

最長飛行時間：27 分 
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UAV の搬送ケースと現場での使用状況を写真 5 に，撮影した写真の一例を写真 6 に示す。本沢は足

場が悪く UAV の離着陸に適した平坦な場所を見つける事が困難なため，折畳み式の離着陸ポートを使

用した。写真 5 で①で示した黒い箱が UAV の収納ケースで，②で示したものが収納ケースを搬送する

リュックサックである。使用した UAV はバッテリー1 つで正味 20 分程度の飛行時間だが，バッテリー

を 4 つ程度用意すれば撮影に十分な飛行時間が確保できる。

通常の調査での踏査結果は写真 7 に示すように限られた範囲でしか確認できないが，UAV による撮

影では写真 8 に示すように斜面全体を把握する事ができた。 

3. おわりに

本業務での現場作業において，安全対策を徹底し無事故・無災害で終了することができた。業務実施

にあたり，ご指導頂いた立谷沢出張所及び新庄河川事務所の方々，立谷沢川流域工事安全対策協議会の

方々，瀬場・大中島集落の地域住民の方々に感謝申し上げます。

写真 6 UAV による写真 
本沢地区頭部の崩壊部を撮影

写真 5 MAVIC 本体と収納ケース 
離着陸ポート展開

写真 7 現地踏査による撮影 
本沢地区の崩壊部を撮影

写真 8 写真 7 の撮影位置 
本沢地区崩壊部を UAV にて撮影 

①

②

写真 7 

撮影位置
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発表会開催経過 

★施工技術発表会 

第 １回  １９９７年（平成 ９年） ９月２４日（水） 

第 ２回  １９９８年（平成１０年） ３月 ５日（木） 

第 ３回  １９９９年（平成１１年） ３月 ３日（水） 

第 ４回  ２０００年（平成１２年） ２月２１日（月） 

★現場技術者による「安全施工技術」研究発表会 

第 ５回  ２００１年（平成１３年） ４月１７日（火） 

第 ６回  ２００２年（平成１４年） ４月２４日（水） 

第 ７回  ２００３年（平成１５年） ４月２４日（木） 

第 ８回  ２００４年（平成１６年） ４月２１日（水） 

第 ９回  ２００５年（平成１７年） ２月１７日（木） 

第１０回  ２００６年（平成１８年） ２月２２日（水） 

第１１回  ２００７年（平成１９年） ２月２２日（木） 

第１２回  ２００８年（平成２０年） ２月２７日（水） 

第１３回  ２００９年（平成２１年） ２月２５日（水） 

第１４回  ２０１０年（平成２２年） ２月２４日（水） 

第１５回  ２０１１年（平成２３年） ２月２５日（金） 

第１６回  ２０１２年（平成２４年） ２月２２日（水） 

第１７回  ２０１３年（平成２５年） ２月２５日（月） 

第１８回  ２０１４年（平成２６年） ３月 ５日（水） 

第１９回  ２０１５年（平成２７年） ２月２５日（水） 

第２０回  ２０１６年（平成２８年） ２月２５日（木） 



第２１回  ２０１７年（平成２９年） ２月２３日（木） 

第２２回  ２０１８年（平成３０年） ２月２２日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ３０ 年 ２ 月 

第２２回 現場技術者による「安全施工技術」研究発表会論文集 

編集・発行 

新庄河川事務所事故防止対策委員会 

新庄河川事務所安全対策協議会 
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